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　深夜の病院は、とても静かだった。

　人ひと気けのない廊下を、最低限の明かりがぽつりぽつりと、冷たく照らしている。

　待合室のベンチに座っているのは、俺とリゼル先輩、雅みやびの三人だけ。

「リゼル先輩……れいなは、大丈夫なんでしょうか？」

　濡ぬれたように光る床を見つめたまま、つぶやくように尋ねた。隣に座っているリゼル先輩は、俺の手にそっと触れる。

「今は診察の結果を待ちましょう」

「……さっきのれいな、ただ事じゃなかった」

　つい三十分前、れいなが突然倒れた。俺はすぐに救急車を呼ぼうとしたが、リゼル先輩に止められた。

「普通の病院は駄目よ。私の主治医がいる病院に連れて行くわ」

　と、すぐに車を手配してくれた。

　車の中でのれいなの姿が、まぶたの裏に焼き付いている。

　見開かれたままの瞳ひとみ。無表情の顔。それはまるで、人形のようだった。れいなというよりも、れいなに似せて作られた人形のように見えた。

　リゼル先輩が触れているのとは反対側の手を、雅が握る。

「ね、ユート。心配してるのはアタシもだよ？　でも、アタシたちがしっかりしなきゃ」

「雅……」

　その顔は微笑んでいる。しかし、瞳に浮かぶ不安の色は隠せない。

　俺を元気付けるために、無理に強がってくれているんだ。

「そうだよな……ありがとう、雅。それにリゼル先輩も、すみませんでした」

　リゼル先輩は優しい微笑みで、首を左右に振る。

「それだけユートがれいなのことを思っている、ということだもの。謝る事なんてないわ」

　そして、少し悲しそうに瞳を伏せた。

「でも、いつかこういう日が来るのではないかと恐れていたわ。れいなは私たちとは、少し……違うから」

「リゼル先輩？」

　それはどういうことかと訊きこうとしたとき、病室の扉が開いた。

　看護師に呼ばれて中に入ると、検査着姿のれいながベッドの上で横になっていた。目を閉じ、小さな寝息と共に胸が上下している。俺は心底ほっとした。

　寝てはいるが、あれは俺が知っているれいなだ。さっきの人形のような、れいなじゃない。どちらもれいなのはずなのに、不思議と同一人物とは思えない。

　リゼル先輩はほっと溜ため息を吐くと、椅子に座っている女医さんに尋ねた。

「門もん前ぜん寺じ先生、れいなはもう大丈夫なんですか？」

　女医さんは門前寺という名のようだ。見たところ三十代後半。しかしこの人も魔族なので、実際はもっと年上だろう。メガネをかけたまなざしは、どこか眠そうで、長い髪を無造作に三つ編みにしていて前に垂らしている。

「大丈夫といえば大丈夫だね。すぐに目を覚ますだろう」

　思わず俺は微笑み、れいなの寝顔を見つめた。

「良かった……一時はどうなることかと」

「でもね、あの娘この体は、確実に崩壊に向かっているよ。次、倒れたら壊れるんじゃないかな」

「──え？」

　俺は先生の顔を見つめた。

「あの……それって、どういうことですか？」

「ん？　だから、この娘は──」

「先生」

　リゼル先輩が言葉をさえぎった。

「それは、れいな本人からの方がいいと思いますので」

「ん……そうか。それなら、あたしは沈黙を守ろう」

　ちらっとれいなの方に目をやってから、リゼル先輩が訊いた。

「先生の見立てでは、寿命はあとどのくらいですか？」

「二、三日かな」

　ちょ、

　ちょっと待てよ。

「せ、先生……それに先輩も、何言ってるんですか？　なあ雅」

　振り向くと、雅は唇を嚙かんで目に涙を浮かべている。

「みんな……一体、何だってんだよ？」

　正体の分からない焦燥感に襲われた。当たり前だと思っていた日常が、実は壊れかけていたことに今さら気付いたように。

「何なんですか!?　分かるように説明を──」

　思わず声を荒らげた瞬間、れいながうめき声を上げた。

「んぅ……あ、あれ？」

「れいな!?」

　瞳をうっすら開け、病室の中を見回している。俺たちの姿に目を留めると、申し訳なさそうな笑みを浮かべた。

「あ……あのあの、れいなは……倒れた、です？」

　れいなは体を起こすと、ベッドを降りようとする。

「おい、無理するなって」

「いえ、今までもたまにありましたし……でもユートさんの前で倒れちゃうなんて……」

　れいなは困ったように微笑んだ。

「もう、だめだめですね」

「たまにって……そんな大事なこと、何で言わなかったんだ!?　すぐに入院とか、治療をしないと──」

　俺の言葉を打ち消すように、れいなは首を振った。

「もう、ユートさんにも本当のことを言っておかないと、です」

　本当のこと？

　れいなは困ったように微笑むと、検査着の裾すそをぎゅっと握りしめた。

「れいな……本当は魔族じゃないです」

「……？」

　魔族じゃない？
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　それって人間ってことか？

　いや、そんなことはない。今までのれいなの戦いぶりを見ていれば、分かる。れいなの能力は人間をはるかに超えていた。

　思わず俺はリゼル先輩に問いかけるような目を向けた。

「……れいな、今じゃなくてもいいのよ？」

　リゼル先輩が心配そうに囁ささやくと、れいなは首を左右に振る。

「言えるときに言っておかないと……いつ、終わりが来るか分かりませんから……」

　終わりって──何だよ？

　胸の内が、ぞくりと冷えた。

　嫌な予感が、じわじわと背中を這はい上がってくる。

「れいな、ホムンクルス……ですです」

　……ホムン、クルス？

「人間でも、魔族でもないです。魔術で作られた命です……です」

「それって──」

　どういうことだと訊こうとしたとき、先生が椅子から立ち上がった。

「──それじゃ診察は終わりだよ。看護師はれいな君の着替えを手伝って。他のみんなは、病室の外へ出よう」

　門前寺先生は俺たちに鋭く目配せした。

　俺たちは素直に従って病室を出る。扉が閉まってから、門前寺先生は俺に告げた。

「あの娘のことだが、本人が言ったとおりホムンクルス。つまり、作られた生命体だ」

　作られた？

　一体誰に？　どうして？

　疑問が次から次へと頭に浮かぶ。疑問が多すぎて、何を訊いたら良いかも分からない。

　そんな俺の代わりに、リゼル先輩が深刻な表情で先生に質問する。

「先生。れいなの体は、もう本当に……」

　胸の中で息が詰まった。

「ああ。ホムンクルスの体が崩壊する前の、典型的な症状だ。もう、そう長くはないよ」

「そんな！　れいなを救う方法はないんですか!?」

　俺は期待を込めたまなざしで、門前寺先生を見つめた。しかし申し訳なさそうに先生は肩をすくめる。

「無理だね。体の組織を固定する核が脆ぜい弱じやく過ぎる。あの娘を作った奴は、あまり腕の良い魔術師じゃないようだ」

「核……？」

　思わず聞き返した俺に、門前寺先生は淡々と返事をした。

「ホムンクルスを形作る拠より所となるものだ。普通は魔法石を使うのだが……その石がどれだけ優れた性質を持っているかが重要でね。質の良い魔法石をさらに精製して、純度を高める。その純度が高いほど、良い核になる。あたしに言わせれば、この娘の核は粗悪品だね」

「そんな……」

　思わず、救いを求めるような目で、リゼル先輩を見てしまう。しかし、先輩も眉み間けんにしわを寄せ、やり場のない怒りを抑えている。

「先生……核をもっと良いものに交換する方法は、本当にないのですか？」

「前にも訊かれたけど、それは無理だ。ホムンクルスってのは、全身が魔術機構で出来ているようなものだ。一部を引っこ抜いた時点で、全てが崩壊する」

　リゼル先輩は悔しそうな表情を浮かべると、拳こぶしを握りしめた。

「何か方法はないんですか!?　とりあえず、応急処置的なものでも！　だって、あと二、三日だなんて──」

「そうだね……とりあえず、あの娘が一番必要としているエネルギーを核に供給してやれば、多少は寿命が延びるだろう」

　必要としている、エネルギー？

「本来は、核にエネルギーを貯め込んでおくか、外部から定期的に供給するか、どちらかなんだけど、あの娘はそのどちらも得られてないみたいだからね」

　俺はたまらずに訊いた。

「そのっ！　れいなが必要としているエネルギーって、何なんですか!?」

「それはあたしにも分からない」

　門前寺先生が肩をすくめたところで、制服に着替えたれいなが病室から出て来た。

「お、お待たせしちゃって、ごめんなさいですです！」

　本当に申し訳なさそうに、ぺこぺこと何度も頭を下げた。

　その姿が健けな気げで、痛々しい。

　他人に気を遣う余裕なんてないだろうに。

　──くそっ！

　俺は爪が手の平に食い込みそうなほど、拳を握りしめる。

　そして、誓った。

　俺は──れいなを、絶対に死なせはしない!!
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『塔タワー』の魔王候補、高たか崩くずれマリオスは五十階建てのタワーマンションに住んでいる。

　最上階のペントハウスがマリオスの自宅兼工房だ。

　部屋の中には、フィギュア、プラモデル、ジオラマ、フルスクラッチモデルなどがずらりと並んでいる。

　高崩マリオスは、モデラーである。

　ペントハウスには部屋が沢山あるが、その全てが模型置き場か作業場となっていた。

　未開封のフィギュア置き場、作りかけのプラモデル部屋、材料置き場、各過程専用の工作室など全てに役割が決まっているが、どこにも生活感はない。

　今マリオスがいるのは、壁一面が窓になっている部屋。高層ビルが建ち並ぶ夜景が見え、窓からの眺めはとても美しい。しかしマリオスは作業台の上の作品に集中していた。

　夜景など眼中になくなるほどの美しさ。

　魔女のフィギュア──マリオス渾こん身しんの力作である。

　スケールは四分の一で、高さは五十センチ以上もある。完かん璧ぺきな美を備えた顔、装甲を身に着けながらも、女性の肉体を主張する剝むき出しの胸。うねるように乱れる白銀の髪と、広げた翼は華麗の一言。

　通常のフィギュアであれば原型に当たるものだが、量産の予定はない。完全な一品物である。尤もつとも、恐ろしく精密で複雑なモデルなので、量産しようにも不可能だろう。無理に量産しても、クオリティの数段劣る、まさにデッドコピーが出来るだけ。

　そういった製造上の制限を気にしないこともあり、神の作りし芸術の如きレベルにまで到達した作品だった。

　人間のマニアだけでなく、魔族であっても羨せん望ぼうのまなざしを向けるだろう。

　フィギュアに命が宿り、これ自体が魔力を放っているかのようだ。もしこの女性が実在していたなら、恐るべき強さを誇るに違いない──そう見る者誰もが想像してしまう。そんなフィギュアだった。

　マリオスは腕を組むと、そのフィギュアをじっと見つめる。

　その顔はやつれて、目の周りに隈くまもできている。創作に集中するあまり、寝食を忘れていたのではと思わせる容よう貌ぼうだった。

　ウェーブのかかった緑色の髪も、手入れをまったくしていないらしくボサボサだ。服も塗装用の塗料が撥はねた制服を着っぱなし。身だしなみには、頓とん着ちやくしない性格らしい。

　彼の集中力はただ一点に集約されている。

　それは己の創作活動。

　マリオスはその成果を見つめ、満足そうに微笑んだ。

「完璧だ……」

　あともう少しで最高傑作が完成する。

　恐らく、今の自分にとってのベスト。己の命の次に大切な作品だ。

　──そして、

　これが失われたときの、絶望と喪失感を思うと──体が震えた。

　自然と口の端が上がり、胸の中がゾクゾクとする。

　もし、運ぶときに手が滑って、床に落としたら？　粉々に砕けてしまったら？

　恐い。

　俺はこの作品に傷一つ付けたくない。

　それなのに、

　そうしてしまいそうな自分がいる。

　取り返しのつかないことを、

　身を切られるような喪失感と悲しみを渇望する、自分が──、

　そのとき電子音が鳴った。

「──？」

　マリオスは顔をしかめると、壁に掛けたモニターを見上げる。モニターは全部で九枚。それぞれに『塔タワー』のカードたちの姿が映っている。

　このタワーマンションには、マリオス専用のエレベーターが存在する。それは五階毎に止まるようになっていて、各フロアはマリオスのカードたちの工房になっている。

『塔タワー』は全員がモデラーなのである。

　そして、各階のカードたちが訪問者を安全と確認しない限り、上の階へ移動することは出来ない。最上階には魔術的防壁が張り巡らされ、ペントハウスへはこのエレベーター以外では辿たどり着くことが出来ないのだ。

　五階のモニターを見つめると、そこにエレベーターを降りる二つの人影が映っていた。

　一つは赤い髪の男。もう一つはピンク色の髪をした女。

　何者だ？

　その姿に見覚えはない──だが、魔王候補かそのカードであることは容易に想像が付く。

　詳しいことは知らないが『悪魔デビル』のイビザが倒された、という話は聞いていた。そのせいで、魔王候補たちの動きが活発になったのだろう。

　恐らく、どこかの魔王候補がカードを使って探りを入れに来たに違いない。

　モニターには、二人の侵入者の前に立ちはだかる『塔タワー』のカード、五ご稜りよう郭かくバセット。銀ぎん星せい学園一年Ｃ組の新入りだ。宮廷コートカードではなく組札スートカード、しかも序列でいえば最下位のⅡである。

　その五稜郭が自分で制作した怪物のフィギュアを手にしている。カエルとワニを融合したような不気味な姿。デザインに個性があり実にリアル。素人目には素晴らしい出来だが、マリオスの目には稚拙に映った。

　五稜郭は、そのフィギュアを放り投げる。

　せっかく作った力作が、宙に舞った。向かい合った侵入者も、なぜ自らそんなことをするのかと、戸惑っていることだろう。

　──だが、これが『塔タワー』の基本能力。

　あっという間にフィギュアが巨大化し、身の丈二メートルの怪物へと現実化する。

　──創作物を実体化させる魔法だ。

　現実には存在し得ない、カエルとワニの融合モンスターが、男の侵入者に襲いかかる。その男は一切の抵抗も出来ずに、頭から飲み込まれた。

「……つまらん」

　どこのカードか知らないが、相手にもならない。

　モンスターは男の体をかみ砕き、咀そ嚼しやくしてゆく。

　マリオスは興味をなくしたようにモニターに背を向け、再び作業台に向き合った。

　自分たちは、怪物でも、機械でも、何であろうと現実化できる。この力を使えば、幾らでも戦力を増強可能だ。これが自分たち『塔タワー』の一番の強み。

　他の魔王候補にはカードの枚数という限界がある。しかし自分には限界がない。より強力な兵力を、より多く揃えることが出来る。そのため、造形の才能のある連中をカードにして量産体制を敷いている。

　今はまだ戦いに参加するときではない。

　しかし、既に戦いは始まっている。

　この工房が自分の戦場なのだ。

　マリオスは魔女のフィギュアの仕上げにかかる。

　これは強敵のために使うと決めている。この出来なら、きっと『星スター』の星ほしガ丘おかステラも、凱旋六王トライアンフだって倒せるに違いない。

　それほどまでに、この作品を大切に感じていた。

　ポーンという電子音が響いた。

　──なに？

　それは来訪者を告げる音。

「何だと……」

　振り返って壁のモニターを見上げると、九つのモニターは全てノイズが走る画面へと変わっていた。

　足音が近付いてくる。

　何が起きた？　下の連中は、一体何をしているんだ？

　疑問を感じながら立ち上がると、部屋の扉が開いた。

「夜分にごめん。キミは『塔タワー』の高崩マリオス？」

　モニターに映っていた赤い髪の男だった。

　ぱっと見は、普通の男に見える。人の良さそうな笑顔。親しげな話し方。

　しかし、どこかおかしい。

　どこがどうとは言いづらい。しかし、人畜無害な男ではない、と本能が告げている。

　服は銀星学園の制服ではなく、私服。フード付きの黒い上着に、ラフに着た白いシャツ。そして黒のダメージジーンズを穿はいている。

　制服は各自が自由にカスタマイズしているので一概には言えないが、この男が着ているのは明らかに制服ではない。

　──何者だ、こいつら？

　女の方に目を移すと、こちらは制服姿だった。しかも、普通に可愛い。

　人懐っこそうな微笑み。放課後に繁華街で友達と一緒に遊んでいそうな少女だ。カフェに寄ったり、洋服やアクセサリーを見てはしゃいだり。そして、たまに芸能プロダクションに声をかけられる──そんな日常が容易に想像出来た。
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「おめーら……どうやって、ここまで上がってきた？」

　マリオスは、質問に質問で返した。

　しかし赤髪の男は気分を害した様子もなく、薄く微笑んだ。

「普通に。停止したフロアにいたのは、キミのカード……いわば門番だよね？　恐らくこれを乗り越えれば、キミに会う資格がある。そういう意味かと思って」

　マリオスはわずかに目を剝むいた。

　倒して来ただと？

　そんなバカな。だってコイツは、最初の階であっけなく──、

　その時、ふと気付いた。

　少女の足下に、赤い雫しずくが滴っている。制服の左腕には、真っ赤な染みが広がっていた。

　──血。

　右手には、カッターナイフ。

　──こいつ。

　しかし少女の表情からは、痛みを察することは出来ない。

　愛あい玩がん動物のような笑顔が、不気味なものに思えてきた。

「おめーら……ナニモンだ？」

　赤い髪の男は、少女に手の平を向ける。

「こちらは『運ホイー命ル・オブの・フオ輪ーチユン』の魔王候補、下しも鹿か妻づまりんね」

「なっ……!?」

　咄とつ嗟さに身構えた。

「まさか……魔王候補が直々に乗り込んでくるとはな」

　ってことは、この男は『運ホイー命ル・オブの・フオ輪ーチユン』のエースと見ていいだろう。

　そうマリオスが判断した時──、

「僕は『死神デス』の魔王候補、浄じよう土どヶが浜はまロスト。以後、宜よろしく」

「……っ!!」

　マリオスは作業台の上にあった、最高傑作を摑つかんだ。

「成る程、さすが見事なものだね」

　ロストはマリオスの手にしたフィギュアを見て、吞のん気きに感想を述べた。

「さっき下の階でも見たけど、模型を実体化させるのが『塔タワー』の能力なんだね。普通はバランスを考えてカードを揃えるものだけど……一点突破とは思い切った戦略だなあ」

「おめー……最初の階で、死んだよな？」

「『死神デス』のアルカナを持っている割に、死には縁がなくて。名前負けだと、いささか落ち込んでいるとこなんだけどね」

　ロストは、わざとらしく首をすくめてみせた。

「それよりも、キミの力を見せてよ？　同じ能力であっても、カードと魔王候補では結構違うんだよね？」

「いいだろう……見せてやるぜ」

　──これは俺の最高傑作。

　時間と労力を惜しげもなく注ぎ込んだ、珠玉の逸品。

　何よりも大切な、俺の宝物。

　たとえどんな魔王候補であれ、この前にはひれ伏すしかない！

「いくぜぇおらぁあああああああああああああああああああああああああっ!!」

　マリオスはその大切なフィギュアを、吹き抜けの天井高くに放り投げた。

　そしてそれは回転し、

　実体化、

　することなく──、

　床に落ちて砕け散った。

「うわぁああああああああああああああああああああああああああああああああっ!!」

　マリオスは崩れ落ちるようにひざまずき、絶叫した。

「なんてことだぁあああああああああああ!!　やっちまったぁああああ!!」

　人目もはばからず、身も世もなく泣き叫ぶ。

　拳こぶしを握ると、床に振り下ろした。

「これはっ！　これは俺の最高傑作だった!!　何よりも大事なっ！　大切なものだったんだぁああああっ！　それが、それがぁああああああああっ!!」

　ロストとりんねは、マリオスの様子にあっけにとられていた。

　自分で放り投げて、壊れた。

　もしかしたら、魔法に失敗したのかも知れない。

　いわば、自業自得。

　これが、『塔タワー』の魔王候補？

　涙を流し、力の限り床を叩たたき続けている。

　ロストは、その様を見続けることしか出来ない。しかし──、

「うおおおっ！　うあああああぁっひっ……ひ、ふひっ！　ひひひひひひひひ」

「……？」

　やがてマリオスの嘆きに、笑いが混じり始めた。

　涙を止めどもなく流しながら、マリオスは恍こう惚こつの表情を浮かべた。

「ふはあぁっ！　この絶望感……この喪失感……ああ、なんて胸が苦しいんだ……怒りと、無念と、悔しさと、悲しさで、頭がおかしくなりそうだ……最高、最高だ」

　ロストは鋭い目で、その変化を見つめた。

「マリオス……キミは」

「何よりも大切なものを失う──この快感んんっ！　大事な物が無残に砕け散り、取り返しのつかないことになってしまう──この絶望ォぉおおおヲっ！　何て、最悪で最高なんだぁあああああっ!!」

「!?」

　突如、周囲の空間が変わった。

　周囲の壁がなくなり、床が空へと向かって上昇する。

「……これは!?」

　ロストは足下へと遠ざかる夜景を見つめた。いつの間にか足場も狭くなっている。広い部屋だったはずが、今や二メートル四方ほどしかない。

　高さは数百メートル。壁もなく、柵さくもない。強い風が吹いたら、飛ばされそうだ。

　そんな不安定な場所に、自分とりんねだけが立っている。

「これは……塔？」

　先程までのタワーマンションではない。石とレンガを積んで造られた、とてつもなく高い塔の上にいることに、ロストは気が付いた。

「──固有魔法『崩落快楽バベル・タワー』」

　マリオスはロストたちの視線の先、夜空に浮かんでいた。

　悲しさと苦悩に顔を歪ゆがめ、歓喜の涙を流しながら。

「……これが『塔タワー』の……固有魔法」

　突如、強風がロストの顔を打った。さっきまで晴れていた夜空が、いつの間にか嵐の夜となっている。

　強風は容赦なく、二人の体をビルの上から吹き飛ばそうとする。

　落ちたら、死ぬ。

　理屈ではなく、本能がそう知らせた。

　ロストとりんねは、風に耐えるように腰を落とし、床に手を突いた。

　だが襲いかかるのは風だけではない。

　見上げると空は荒れ狂い、雷雲は竜の如く渦を巻いている。その雲が光を放つ。

　──雷か。

　雲の中で閃せん光こうを放ち、怒号のような轟とどろきを響き渡らせた。

　恐らく本当の脅威はあの雷。

　いま自分たちが立っている場所に落雷したら、恐らく塔は崩落する。そして自分たちもろとも最後を迎える。

「成る程。あの人形はわざと壊したんだね。模型を実体化させるのではなく、大切なものを破壊することで、大規模な儀式魔法を展開させる……それが、キミの真の能力」

「ああ、実に因果な固有魔法だぜ。あのフィギュアは芸術品だった……ロダンにも、ベルニーニにも引けを取らない。どう考えても、他人の命よりも重いんだ。ああ！　それなのに！　それなのに！　どうでもいい奴のために、俺の最も大切な作品を生いけ贄にえに捧ささげねばならねーなんて！」

　マリオスは再び涙を流した。

「その割には嬉うれしそうだね」

　涙を流しながら、マリオスは笑っていた。

「何よりも大切なものを奪われる快感……分かるだろ？」

「ごめん。分からないよ」

　申し訳なさそうに微笑みながら、ロストはこの固有魔法からの脱出を考えた。

　しかし、その方法が分からない。

「言っておくが、その塔からは逃げられないぜ。唯一の脱出方法は、その塔と共に滅びることだ」

　勝ち誇るマリオスに対し、ロストは感心したようにうなずいた。

「必殺の固有魔法というわけだ……恐ろしいね」

　その時、一際大きな雷鳴が轟き、マリオスは勝利を確信した。

　まさかこんな幸運が転がり込むとは思わなかった。なにせ相手は、恐ろしい能力を持つと噂されていた『運ホイー命ル・オブの・フオ輪ーチユン』と、謎の魔王候補だった『死神デス』である。

『死神デス』の正体は、今まで知られていなかった。それが明らかになった上に、二人同時に倒せるのだ。

　対『星スター』用に考えていたフィギュアを使っても、十分おつりが来る。

　ただ、気になるのは──この浄土ヶ浜ロストという男……窮地に追いやられているのに、相変わらずマイペース。落ち着き払っている。

　バカなのか？

　女の方は疑問の余地がない。この状況でも、にこにこ笑っている。バカだ。

　唐突に、目もくらむ稲光が走った。

　その光は、マリオスの心にわずかにあった不安を吹き飛ばす。

　一瞬遅れて耳をつんざく爆音。

　最大級の雷が塔に落ち、塔の崩落が始まった。

　この塔が崩落し、瓦が礫れきの山と共に墜落したとき、『死神デス』と『運ホイー命ル・オブの・フオ輪ーチユン』は死ぬ。

　足下の床にヒビが入り、塔がゆっくり沈み始めたとき、

「りんね」

　ロストが『運ホイー命ル・オブの・フオ輪ーチユン』の名を呼んだ。

「──」

　少女は崩れる床の上で立ち上がった。その右手にはカッターナイフ。チキチキチキと音を立てて、刃を伸ばす。

　りんねは笑顔のまま、左腕の袖そでをまくる。

　その白い腕を見て、マリオスは息を吞のんだ。

　──幾筋もの傷きず痕あとがあった。

　手首の近くに、まだ血が流れる新しい傷がある。

　そのやや上に、光る刃を当てた。

　マリオスの中で警報が鳴り響く。

　──まずい。

　何だか分からないが、あれはまずい。

　何の迷いもなく、りんねはカッターの刃を滑らせた。

　鮮血があふれる。

「……!?」

　赤い雫しずくが宙を舞った、次の瞬間──、




「え？」

　マリオスは、最高傑作である魔女のフィギュアを手にしていた。




「……っ!!!?」

　間違いない。さっき自分の手で破壊したはずの作品である。

　周りを見回せば、そこは自分のアトリエ。

「……なん──？」

『崩落快楽バベル・タワー』で作り上げた世界が消えていた。

　目の前には、ロストとりんねの二人。普通に、フローリングの床に立っている。

　──俺は……夢か幻でも見ていたのか？

　そう思いかけて、すぐに否定した。

　りんねの腕の傷が二つあり、そこから真っ赤な血が流れ落ちている。

　ロストが柔らかく微笑んだ。

「『崩落快楽バベル・タワー』……本当に見事な固有魔法だね」

　ぞくりと背筋が寒くなった。

　その恐怖を悟られぬよう、マリオスは虚勢を張って答える。

「今のは……てめえじゃねーな。そっちの女か」

「ええ。りんねの固有魔法『無限再演リバイバル』です」

　恐らくは時間を巻き戻す、或あるいは起こったことをなかったことにするキャンセル技。

　魔法の発動を全てキャンセルされたら、手も足も出ない。

　しかし、それだけでは『運ホイー命ル・オブの・フオ輪ーチユン』だって勝てやしない。

　敵の攻撃をキャンセルしても、相手にダメージを与えない限り、同じ事の繰り返しだ。

　──つまり、そこで『死神デス』の出番というわけか。

　マリオスの額に冷や汗が流れる。

　ロストの固有魔法が何かは分からない。しかし、『死神デス』のアルカナを持つ男だ。

　一撃で相手を死に追いやる魔法、という可能性もある。

　適当に話をして、時間を稼ぐ。その間に、何か対策を考えるしかない。

「……にしてもよ、魔王候補で共闘しているヤツがいるとは思わなかったぜ」

「だよね。魔族が信じるものは己だけ。だから共闘と言っても、純粋な意味での仲間じゃないんだ。お互いの利害が一致した一時のみの、かりそめの同盟関係かな」

「──で、放っておくと危険そうな俺を倒しに来たってわけか」

「その逆かな。誘いに来たんだ」

「……何だと？」

「僕ら魔王候補は、それぞれ特徴のある能力を持っている。しかし個性が強い故に、食い合わせが良い場合もあれば、悪い場合もある」

　それはそうだ。

　マリオス自身も、強力な火力を持つ相手とは、正面からやり合う気はない。

「そこでひとまず手を組んで、それぞれにとって相性の悪い相手を先に始末してしまおう……ってわけなんだ」

「相性が悪い……だと？」

　マリオスは嘲ちよう笑しようするように言った。

「確かに俺にも不得意な相手はいる。だが、それは相手の戦法に合わせたらの話だ。俺が、俺のやり方を守る限り『崩落快楽バベル・タワー』に相性はねえ。誰であろうと、必ず破滅をもたらす。魔法が最後まで実行されれば……だがな」

『無限再演リバイバル』に邪魔されたのがそれなりにショックだったのか、そう付け加えた。

　しかし、ロストは気の毒そうな目でマリオスを見つめた。

「そっか。キミは知らないんだね」

「んだよ……ロストっつったな？　何が言いてえんだ」

「高崩マリオス。キミには天敵がいるんだよ」

　──天敵？

「はあ？　誰だってんだ。俺の『崩落快楽バベル・タワー』はキマれば、たとえ相手が星ガ丘ステラだろうが、凱旋六王トライアンフだろうが──」

「『恋人ラバーズ』の盛もり岡おか雄ゆう斗と」

　ラバーズ……？

　意外な名前だった。

「マリオス、キミの『崩落快楽バベル・タワー』は、相手に直接働きかける魔法じゃない。あくまで、対象の一番大切なものを破壊する能力。そうだよね？」

　──こいつ。

　マリオスは返事をしなかった。

「しかし、魔族は己以上に大切なものなど存在しない。故に、必ず相手を崩壊させる。必殺必中の固有魔法」

「……」

　その通りだった。

「しかも、直接的な呪いでなく、間接的な呪いだ。だから防御が難しいんだ。ホント始末に負えないね」

「……だから相手が誰であろうと必ず殺せるんだよ。『恋人ラバーズ』なんぞ、眼中にねえ。俺の相手じゃ──」

「キミ、お披ひ露ろ目めには出席していなかったんだよね？　だから知らないんだろうけど……『恋人ラバーズ』の魔王候補、盛岡雄斗はね……人間なんだ」

　マリオスの目が驚きよう愕がくに見開いた。

「な……っ!?」

「たぶん彼には、自分より大切なものがある。キミの『崩落快楽バベル・タワー』が通用しない、唯一の相手だよ」

　人間……だと!?

「いや……待て、なら相手にもならないはずだ。俺以外の誰かが倒せば──いいや、それよりも通常の魔法で倒せばいい」

「だけど、彼は既に『悪魔デビル』の三みツつ石いしイビザを倒したよ？　それに、魔王大戦の資格は失っていないけど『世界ワールド』のアスピーテ・ラインを事実上、退場に追い込んでるし」

　何だって？

「『悪魔デビル』を倒したのは人間だってのか!?」

「だから警戒した方がいいって助言してるんだよ。このままでは、仮にキミが最後まで残っても、最後に立ちふさがるのは『恋人ラバーズ』になるかも知れない」

「……く」

　浄土ヶ浜ロストは穏やかに微笑み、右手を差し出した。

「べつに義務も責任もいらないよ。ただ、お互いを利用するだけの気楽な気持ちで参加して欲しいな」

「裏切るかも知れないぜ」

　ロストは明るく笑った。

「当然だよ。それを考えない魔族はいないよね？」

　マリオスはしばし考えた後──、

　ロストと握手を交わした。




　　　　◇　　　◇　　　◇




　病院を出た俺たちは、「一人で帰れるですです」と言うれいなを、半ば強引に送ってゆくことにした。

　リゼル先輩のリムジンは車内が広く、後部座席は向かい合う形で座ることが出来る。進行方向を向いて、リゼル先輩、れいな、逆を向いて雅みやびと俺が座る。

　流れてゆく夜景とれいなの横顔を交互に見つめていると、自宅が近付くにつれ、れいなの落ち着きがなくなるのが良く分かった。

　やがてリムジンは住宅地の一角で止まった。

　リゼル先輩もやや困惑した表情を浮かべていた。

「言われたとおりの住所だけど……本当にここでいいの？」

「はい……ここが、れいなの部屋です、です」

　リムジンを降りて、目の前に佇たたずむ二階建ての建物を見つめる。

　何と言うか……昭和の香りがするアパートだった。見るからに薄そうな壁。外に付いた階段は錆さびだらけで、手すりも朽ちて外れているところがある。全体的に薄汚れて、少し不気味な感じがした。

「本家から出て、自分の部屋を用意されたって聞いていたけど……こんな」

「アタシもビックリ……」

　リゼル先輩と雅も知らなかったらしく、啞あ然ぜんとしている。

　れいなに案内されて、アパートの敷地へ入る。特に庭もなく、両側には背の高いマンションが迫り、谷底に取り残された小屋のようだ。

　廊下とも呼べないコンクリートの床を歩き、四つ並んだ扉の前を通り過ぎる。外に置かれた洗濯機が邪魔で、一列にならないと歩けない。

　一番端の扉を開けると、れいなは困ったような笑みを浮かべた。

「せ、せまい、せまいところですが……どうぞ」

　本当に狭かった。

　畳三畳の一間。

　全員思わず絶句した。雅が引きつった笑みを浮かべ、

「あ、あはは……な、なんかスッゴク見覚えあるってゆーか！　ついこの前まで、アタシもこんなカンジの部屋に住んでたんだよねー。ホッとするってゆーか、こーゆーのもアリだよねー、あははー……」

　何とか場を取り持とうという気遣いに、雅の心優しさが滲にじみ出ている。しかしその気遣いも、ボロボロの畳の上を上滑りしているようだ。

　父さんと母さんの話では、確か小こ岩いわ井い家というのはそれなりの名家だったはずだが……まさか、雅と同じように、誰かから嫌がらせを受けているとか？

「あの……お客様用の座布団もなくて……布団くらいしか」

　あるはずのない接客道具を探し、オロオロと襖ふすまを開けたり閉めたりしている。そんなれいなに、リゼル先輩はゆっくりと話しかけた。

「れいな。今日こそ詳しく聞かせてくれないかしら？　あなたの置かれた状況を」

　そう言うと、リゼル先輩は畳の上に腰を下ろす。これは、聞くまで帰らないという意思の表れだろう。れいなも観念したのか、その場に膝ひざを折って正座する。

　俺と雅もその場に座った。畳は日に焼けて、表面も傷んでいるがホコリはない。れいなが日々、ちゃんと掃除をしていることが窺うかがえた。

「小岩井家には……本当は、ちゃんとした魔族のれいながいました。でも……六年前に亡くなってしまったです。それで、お父様とお母様は、ある魔術師に頼んでれいなを作ったそうです……です」

　さっき病院で話してくれた、れいながホムンクルスという事実だ。しかし、魔族のれいながいた──というのは初耳だ。今俺の前にいるれいなは、死んだれいなの代わりに作られたホムンクルスということか。

　リゼル先輩は険しい顔で腕を組んだ。

「その魔術師が誰かは分かる？」

　れいなは申し訳なさそうに、首を左右に振った。

「そう……それで、どうして家を出てここへ？」

「……れいなには妹がいるです。ホムンクルスではなく、お父様とお母様から生まれた、本物の魔族です」

　俺は嫌な予感がした。正直、このまま話を聞くのがつらいと感じた。

　しかしこれは、れいなが歩んできた人生だ。『恋人ラバーズ』の魔王候補として、れいなの全てを受け止める。それがれいなの主人である、俺の使命だ。

「それから、だんだんお父様とお母様はれいなを可愛がってくれなくなったです。ずっと妹にかかりっきりで……でも、妹は本当に可愛いです。れいなは仕方がないと思いました。れいなはもうお姉さんです。それはガマンしないといけないです。だから──」

　しばらくれいなは口ごもっていた。が、やがて、ぽつりと、

「だから、家を出るのも仕方がないです……」

「ちょ……それって、どういうことだよ？」

　思わず俺は口を挟んだ。

「れいなはホムンクルスですから……妹が小岩井家の跡取りになるです。れいなが家にいると、妹や……みんなのジャマになるです」

「……何だよ、そりゃ」

　俺は思わず苦笑いした。

「親が子供を邪魔者扱いになんか、するわけないじゃないか」

　俺は立ち上がると、リゼル先輩に言った。

「これから、れいなの実家に行きましょう」

「ユート……それは」

　意外なことに、先輩は渋るような様子を見せた。

「何だかんだ言っても、最後味方になってくれるのは親じゃないですか。妹もいるのに、お姉ちゃんだけこんなところで一人なんて絶対おかしい」

　俺はれいなに笑いかける。しかしなぜか、れいなは辛つらそうな表情を浮かべるばかりだ。

　リゼル先輩はしばらく迷うような素振りをしていたが、やがて立ち上がると「少し待っていて」と言い残して、外へ出た。

　五分ほどしてから、リゼル先輩はスマホを片手に戻って来た。

「アポを取ったわ。これからすぐ会えるそうよ。行きましょう」
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　れいなの実家は、アパートから車で一時間ほどかかる場所にあった。

　雅の家ほどではないが、それでも大豪邸だった。

「れいなは車に残っていて。雅、お願い出来る？」

「ドーンとまかせといて！」

　と、雅はやたらでかい胸をドンと叩たたいた。

　要よう塞さいのように頑丈な扉が、自動的に左右に開いた。俺とリゼル先輩の二人だけで、その中へ入る。まっすぐな道の先に、屋敷の明かりが見える。辺りは森のような木々に覆われ、ここだけ別世界のようだった。

「先輩、どうして肝心のれいなを連れて行かないんですか？」

「多分、れいなには聞かせられない話になると思うから」

「え？」

　俺にはリゼル先輩が何を考えているか、全然分からない。

　屋敷に辿たどり着くと、執事風の人に案内され、応接間らしき部屋へ通された。テレビや映画で観みるような、いかにも貴族っぽい豪勢な部屋だった。

　その部屋で待っていると、すぐにれいなの両親がやって来た。

「お待たせして申しわけありません、リゼル様。せっかくのご来訪だというのに、何のおもてなしも出来ず……」

　魔族は大抵若く見えるが、その中でもこの二人は群を抜いている。

　二人とも小柄で、俺より背が低く華きや奢しやな体つきをしているせいだろうか。銀髪に、幼い顔立ちはれいなにそっくりだ。

「いいえ、こちらこそ突然押しかけてしまい、誠に申しわけありません。こちらは『恋人ラバーズ』の魔王候補」

「盛岡雄斗です」

　軽く自己紹介を済ますと、ソファに座って向き合う。

「──で、御用向きは？」

　話をして良いものかどうか、お伺いを立てるようにリゼル先輩を見つめると、

「……今、私は『恋人ラバーズ』の女王クイーンとして魔王大戦に参加しております」

「ええ、存じております。ただ……てっきり、リゼル様が魔王候補になられると思っていましたので、少々……意外ではありましたが」

　そう言って、ちらりと俺の方に視線を送る。

　やはり、俺が魔王候補になったことに疑問……いや、不満を抱いているようだ。多分、俺が人間であることもその原因の一つだろう。

「小岩井子爵のご令嬢、れいなさんも騎士ナイトとして参加されていることもご存じですね？」

　しかし、れいなの両親は驚いたようにお互いの顔を見つめた。

「それは初耳でした。と、言いますのは……れいなはもう六年前に死んでおります」

「ちょ……待って下さい！」

　思わず俺は口を挟んだ。

「れいなは生きています！　ホムンクルスかも知れませんが、あなた達の娘さんじゃないですか。ちゃんと学園に通って、俺のカードとして力を貸してくれています！」

「ホムンクルスはホムンクルスです。娘ではありません」

「な……!?」

　れいなの両親は、平然とそう言ってのけた。

「娘が若くして死ぬのは、小岩井家にとって、私にとっても、大きなデメリットです。外部から見ると、我が血族が劣っているように思われてしまう。だから娘に似せたホムンクルスを作り、体裁を整えたのです」

　体裁……って。

　俺には、れいなの両親が何を言いたいのか、理解が出来なかった。

「で、でも、娘の死を悲しんだからこそ、娘の代わりに同じ姿のホムンクルスを作ったんだろ？　れいなのことだって、娘として愛したんじゃないのか？」

　父親が苦々しく言い返した。

「そう、それが尚なお更さら問題でした。あれは、我々に親の愛情を求めるのです」

「あ、当たり前だろ!?　それの何が問題なんだ！」

「愛情が必要などと。いずれにしろ魔族としては出来損ないだ」

「……っ!!」

　そのとき、入り口の扉が軋きしむような音を立てた。

　振り向くと、扉の隙間から小さな姿が顔を覗のぞかせている。見たところ、三、四歳くらいだろうか。れいなにそっくりな顔立ちをした、可愛らしい子だった。

「……おきゃくさま、ですか？」

「あいな!!」

　父親が血相を変えて叫んだ。

「お前！　あいなを!!」

「え、ええっ!!」

　母親が慌てて扉に駆け寄ると、その子を抱き上げた。

　その慌て様は尋常じゃない。まるで、伝染病患者から我が子を遠ざけようとしているかのようだ。

「だめよ、あいな！　さ、部屋に戻りますよ！」

　しかしその子は興味津々という瞳ひとみで、俺たちを見つめている。

　あいな……あれが、れいなの妹か。

　母親はあいなを連れて、逃げるように部屋から出て行った。

　俺は何も言えず、その後ろ姿を見送った。

　残された父親の方が、弁解するようにリゼル先輩に話しかける。

「申しわけありません。あいなは今、とても多感な時期なので……」

　ちらりと、俺の方を睨にらんだ。

「余計な影響を与えられては困ります」

「ええ。それは理解出来ます……ですが、れいなは──」

　父親は、その名前すら聞きたくない、と言うように先輩の言葉に被かぶせて言った。

「だからこそ！　あれのように、親の愛情を求めるようなことになっては困るのです!!」

　俺は我慢出来ず、つい口を出した。

「で、でも！　それは生き物にとって、自然なことだろ？　何で困るんだよ？　何で、れいなを追い出さなきゃならないんだよ!?」

「魔族に必要なのは、利害と打算。それは親子でも同じ事」

「な……」

「愛情が全くないとは言わん。だが、己自身と一族の繁栄が最優先だ。子供はそのための道具。そして子供も親を利用する。その関係の上に成り立つ情であれば良い。しかし……あれは、我々に無償の愛を求める。廃棄して当然だ」

　廃棄……だと？

「何言ってんだよ……親子って、そういうもんじゃないだろ……」

　父親は困ったように溜ため息を吐いた。

「やはり人間……何も分かっていない。これでは、今回の魔王大戦も無駄でしょう。ならば、尚更あれとは小岩井家としては無関係でいたい。リゼル様の前でこう言うのは失礼ですが……敗戦が確定しているのなら、関わらない方がいい」

　そして、ものの分からない子供に教え諭すような顔を俺に向けた。

「魔族は人間とは違う。親子といえども、利害関係に基づいている。親は子供が自分と家系に利益をもたらすことを期待し、子供は自分への投資を親に期待する」

「それは……人間だって多少はそういうところはある。けれど、それだけじゃ──」

「それだけだ。他には何もない」

「……っ!?」

　改めて、父親はリゼル先輩に頭を下げた。

「うちで製作したホムンクルスがお世話になっていること、大変申し訳なく思っています。しかし、あれは廃棄済みのもの。もはや当家とは何の縁もありません。お引き取りを」

　もう、それ以上取り付く島はなかった。

　俺は敗北感に打ちのめされて、屋敷を後にした。

　れいなに……何て言ったらいいんだ。

　重い足取りで門に向かう俺の背に、リゼル先輩が優しい声をかけてくれた。

「ユート……ショックだったかも知れないけど、魔族ではあれが普通なの」

　俺は立ち止まると、先輩を振り返った。

「先輩も、親とはあんな……関係なんですか？」

「そうね。姫ひめ神かみ家は、もっとドライよ」

「そんな……」

　俺は母親が慌ててあいなを俺から遠ざけたことを思い出した。

「でも、子供を人間に近付けたくないほど嫌ってるなら……今のれいなが嫌われるのも……そういうものなんですね」

「ユートにとっては悲しいことかも知れないけれど、魔族ではあれが普通の反応よ。特にあの年頃の子は、人間と接触すると……影響を受けやすいの」

「……影響？」

「ええ。悪魔らしい価値観に支障が出るわ。だから、ユートに近付けたくなかったのよ。れいなを家に置いておきたくないのも、同じ理由ね」

　今ひとつ意味が分からないが……人間でも小さい子は周囲の環境から色々なことを学ぶ。それが、その子に大きな影響を及ぼす。魔族もそういうことなのだろうか？

「だからユートが悪いわけじゃないわ。あれが普通の……ごく一般的な対応よ」

「……分かりました。でも、それなら……れいなはどうして、親の愛情を求めるようになってしまったんでしょうか？」

「そうね……なぜれいなが親の愛を求めるようになってしまったのか分からないけど……恐らく、れいなを作った魔術師が失敗したのか、或あるいは意図的にそうしたかのどちらかね」

　それは素晴らしいことのような気がする。しかし魔族の社会では、結果的にその性質がれいなを不幸にしてしまった。

　いや──あの両親の様子では、元々れいなは次の子供が出来るまでのつなぎでしかなかった。遅かれ早かれ、追い出されていただろう。

「でも……これではっきりしたことがあります」

「ええ。れいなの核が必要としているエネルギーは、『両親の愛』」

　そして今、それが絶対に手に入らないことが分かってしまった。

　俺たちが車に戻ると、れいなはうつむき、体を硬くして待っていた。まるで、死刑宣告を待つ囚人のようだ。

　再びリヤシートに向かい合って腰を下ろす。何と言って切り出したらいいか分からず、押し黙っていると、

「やっぱり、れいなはいらないって言われた……ですね？」

「そんなことは──」

　その先が続かなかった。

　言葉に詰まった俺を、逆にいたわるようにれいなは目を細めた。

「いいんです。れいな、おかしな子なんです。人に好かれたい、愛して欲しいって思っちゃうんです。お父様とお母様が嫌気が差すのも無理ないです。妹の教育に悪いと言うのも当然だと思うですです」

「れいな……」

　リゼル先輩も、まるで自分の事のように辛つらそうな表情をした。

　雅も、何とか元気付けたいと思っているらしく、何か言おうとしては思いとどまる動作を繰り返し、その度に百面相をしている。

　そんな俺たちを見つめ、れいなは微笑んだ。

「だから、れいなは……ユートさんのカードになったです」

「え？」

　思わず俺は聞き返した。

「『恋人ラバーズ』なら、れいなのことも好きになってくれるかも……って思ったです。そうして魔王大戦で活躍すれば……お父様とお母様も、れいなを可愛がってくれるかと思ったですです」

　そして、小首を傾げて微笑む。

「そんなこと、あるわけないのに……です」

　その瞳の端に、涙が光っていた。

　しっかりしろ、盛岡雄斗。

　お前はれいなの主人だろ。眷けん属ぞくであるカードを助けられなくて、何が『恋人ラバーズ』の魔王候補だ。

　でも、俺には手段がない。

　親の愛なんて、れいなに与えられない。

　どうしたらいいんだ。

　今回は、さすがにリゼル先輩でもどうしようもない。雅もだ。

　このまま、れいなの体が崩壊するのを黙って見ているしかないのか。

　れいなに親同然の愛情を注いでくれる、誰かがいれば……。

　誰か。

　──。

　一人だけ、思い当たる人がいた。

「リゼル先輩……車を出して下さい」

「そうね、こうしていても仕方ないわ。一いつ旦たん、パレスに戻って──」

「──俺の家へ行ってもらえますか？」
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　帰宅した俺は、先輩たちを自室に案内し、しばらく待ってもらうことにした。

　そしてその間に、リビングで母さんと父さんに、れいなの事情を話した。

　二人とも黙って聞いていたが、話が進むにつれて父さんは涙ぐみ、目元を何度も拭ぬぐっていた。そして母さんは……どんどん表情が険しくなっていった。

　必死に怒りをこらえているらしいが、隠しきれない。その怒りの炎が、母さんの周囲にゆらめいているような気がした。

　正直……こんなに恐い母さんは初めて見た。

「──というわけなんだ。それで──」

「ゆーくん」

　怒りを含んだ声で、母さんが俺の話をさえぎった。

「話は終わり？」

「あ、ああ……でも、俺にはどうしたらいいか分からなくて。母さんと父さんに相談をしたいと──」

　母さんの目つきが一際鋭くなり、俺は思わず口をつぐむ。

　そして、有無を言わせぬ口調で、母さんは言い切った。

「れいなちゃんは、うちで引き取ります」

「え……」

「今日からうちの子です」

「……で、でも」

　母さんはくわっと目を開くと、怒鳴るように言った。

「誰が何と言おうと!!」

　今までのれいなへの態度から、母さんがれいなのことを気に入っているのは間違いないと思っていた。

　それならば、母性的な愛情を注いでくれるかも、という程度の考えだった。

　まさかいきなり養子にする、と言い出すとは思わなかった。

　もちろん俺に異存はないけど──、

「……い、いいの？」

　おそるおそる訊きくと、

「ちょっと待ってくれ、母さん」

　父さんが口を挟んだ。

　それはそうだろう。ホムンクルスとはいえ人間と同じ。家族が一人増えることになる。そう簡単に判断できる問題ではないはず。

　父さんとしても、心構えとか、解決しなきゃいけない問題とか──、

「うちの娘にするのは賛成だが、れいなちゃんの気持ちも考えないと」

　すでに決定してる!?

「あ……そ、そっか。そうね。ちょっと頭に血が上りすぎていたみたい。ごめん……」

　母さんは髪をかき上げると、深呼吸をした。鬼のような顔が、いつもの表情に戻る。

　父さんは思案するように、顎あごをさすった。

「どうやってうちの子になるよう、うなずいてもらうかだな……」

　気持ちを聞くと言うより、完全に説得モードだ！

「なあ、雄斗。れいなちゃんは、父さんたちのことどう思ってるのかな？」

「少なくとも、好感を持ってるんじゃないかな……特に母さんには」

　母さんはドヤ顔で胸を反らせた。なんか、顔がペカーと光っている気すらする。一方、父さんは負けた……という顔で肩を落とす。

「それで、ゆーくんはどうなの？　れいなちゃんが妹になるのって」

「い……」

　妹!?

「そうか……そういうことだよな……」

　改めてそう言われると、受ける印象が変わってくる。

　妹──何というパワーワード!!

「なんか……ワクワクしてきた」

「奇遇だな。父さんもだぞ」

　そんな男二人を、不審そうな目で見つめる母さん。

「……言っておくけど、ラノベの妹モノ、娘モノとは違うんですからね」

　と、釘くぎを刺された。

「問題はどうやって切り出すかよね……今はまだショックを受けてるだろうから、少し時間をおいてからの方がいいかしら？　うちの子にならないって──」

　ガタン、という音に振り向くと、

　リビングの入り口に、お盆を持ったれいなが立っていた。

「……っ!?」

　聞かれた!?

「あ、あのあの、れいなは……コップを片付けに……」

　その表情からは、明らかに動揺が見て取れる。

「あ、ああ、ありがと。わざわざ、ごめんね！　お代わりいる？」

　母さんが立ち上がってお盆を受け取る。

「い、いえ……大丈夫です……です」

　視線を合わせようとしないれいなに、母さんは眉まゆを寄せた。

「あのね、れいなちゃん。私たちは──」

「っ！」

　れいなはきびすを返すと、リビングを飛び出した。

「れいな!?」

　そして二階ではなく、玄関の方へ向かう。

　俺も慌てて後を追う。

　玄関で靴を突っかけ、外へ出ると既にれいなの姿はない。

「……っ！」

　開けっぱなしの門のところまで行き、前の道路を見渡すが、それらしい人影は見つからなかった。

　どこへ行ってしまったんだ……。

　暗い思いで目を落とすと、

「あ」

　門のすぐ横に、体育座りをするれいながいた。

「……れいな？」

　呼び掛けても、れいなは地面をじっと見つめている。俺は横にしゃがむと、れいなに話しかけた。

「れいな、家に戻ろう」

「戻る……」

　れいなは、怖々とした様子で俺を見上げた。

「れいなの、戻る場所は……ここなんですか？」

　俺は一瞬答えあぐねる。そうだと言いたい。しかしそれは、実の両親である、小岩井家との断絶も意味する。

「れいな……上手うまく言えるか分からないけど、俺は」

「れいなちゃんいたっ!?」

　母さんが勢いよく飛び出して来た。そして、れいなの姿を見つけると、母さんもしゃがんでれいなに抱きつく。

「あぁん、もうっ。急に飛び出して行かないで！　心配するじゃない！」

「心配……れいなのこと」

「当たり前じゃない。だって……れいなちゃんだもん！　心配するのは当然よ！」

「どうして、そんなに……」

「それは、私がれいなちゃんのことを好きだから」

「す……!?」

　驚きの目で母さんを見上げるれいな。

　母さんはその瞳ひとみを見つめ返し、

「申し訳ないけど、私はもうれいなちゃんのことを、自分の娘だと思っちゃっているの」

　と、真っ直ぐに伝えた。

　れいなはうろたえたように、視線を泳がせる。

「でも、れいな……みなさんに、何の利益も与えられないです。ただの、迷惑です」

「利益って……」

　母さんは思わず言葉を失ったが、ぎゅっと唇を結ぶとれいなの手を握った。

「利益とか、迷惑とか、関係ないの」

「でも……」

「魔族の世界の常識は私も知ってるつもり。でも、私は人間だから、関係ないの」

　れいなの瞳からは、今にも涙がこぼれそうだった。

「ねえ、れいなちゃん。うちの子になるのはいや？」

「……」

「魔族として育ったれいなちゃんだもんね。人間の子になるのは抵抗があると思う」

「い、いえっ！　そんな──」

　慌てた声を上げ、すがり付くような目で母さんを見つめた。

「れいなちゃんは、私のこと好き？」

　少し頰を染め、れいなは遠慮がちにうなずいた。

「そっか。少しは好きでいてくれたんだー」

　しかし今度は、ふるふると首を横に振る。

「あれ？　やっぱり好きじゃない？」

「……少し、じゃないです」

　恥ずかしそうに、小さな声でつぶやいた。

「……すごく、です」

　その破壊力に、母さんが蕩とろけそうな笑顔になる。

　母さんが暴走するのを止めるように、父さんがこほんと咳せき払ばらいをした。

「あー、ここじゃ何だ。とにかく一旦、家に入りなさい」

　れいなが「本当にいいの？」とお伺いを立てるような視線で、父さんを見上げる。

「すぐに返事をしなくてもいい。しばらくうちに泊まってもらえないかな？　一緒に暮らしてみて……結論はそれからでも遅くはない」

「……はい」

　れいなが遠慮がちにうなずいたので、俺たちはれいなを抱くようにして家に戻った。

　それから俺は自室に戻り、先輩と雅に事の次第を報告した。

「うええええ!?　いきなり養子っ!?　ドッギャァアアアンってカンジ！」

「さすがはユートのご両親ね……」

　先輩も感心半分、呆あきれた様子半分といった口ぶりで言った。

「それじゃ今日のところはユートのご両親にお任せして、私たちは引き上げましょうか」

　二人は家の結界を確認してから、帰宅した。

　リゼル先輩は、家の近くに配下の者を配置しておくと言っていたので、何かあっても安心だろう。

　なにせ、今のれいなに戦わせるわけにはいかない。無理をすれば、最悪の場合死んでしまうかも知れない。

　本当はすぐに母さんとれいなを『結カツテ縁イング断・コネ裁クト』で接続して、母さんの愛情をれいなに直接流し込めるようにしたいのだが……今の状態では、まだ難しいかも知れない。

　母さんはともかく、れいなの心の準備が出来ていない。

　父さんが言うように、少し時間がかかるのかも知れない。とにかく、今はいたわってやらないと。それと俺は兄として、妹の面倒をみなければ。

　兄として……妹の面倒。

　……なんかテンション上がるな。

　リゼル先輩の車を見送ってから家に入ると、やはり父さんもテンションが上がっているのか、れいなにしきりに話しかけていた。

「何か必要なものとか、欲しいものとかないかな？　パパ何でも買っちゃうぞ！」

　父さん。言い方、言い方。

「あ、あのあの、大丈夫です……すみません、お気遣い頂いて」

　れいなは困ったような笑顔で、父さんの相手をしている。

「何を言うんだ。お試し期間とはいえ、うちで暮らす以上は娘も同然！　私のこともお父さんって呼んでもいいんだよ？　いや！　やっぱりパパの方がいいかな！」

「父さん……浮かれすぎ。嬉うれしいのは分かるけどさ」

　俺が話に入ると、れいなは少しほっとしたようだった。

「何だと雄斗？　お前は嬉しくないのか？」

「そんなの嬉しいに決まってるじゃないか！　もう浮かれまくって大変なんだからな！　必死に重力を味方に付けているのが分からないのか!!」

「父さんなんか、とっくに地球の引力圏など振り切っておるわ！　この若造が!!」

「自慢になんねーよ！　何で地球にいるんだよ!?」

「宇宙を一周して戻って来た！」

「宇宙の果ての構造が明らかに!?」

「だって娘だぞ！　女の子だぞ!?　父さんは……父さんは、何度……夢に……うっ」

　突然、目頭を押さえて嗚お咽えつを漏らし始めた──って、マジ泣き!?

「お、俺だってな！　何度ラノベを読んで妹のいる生活に憧あこがれたことか！　そんな夢のような生活が突然始まるんだぞ!?　これがテンション上がらずにいられるか!!　突然妹が出来るとか、そんなのファンタジーだろ!?」

「こらっ！　そこの男子二人!!　れいなちゃんを困らせないっ！」

　台所から出て来た母さんに怒られた。それはそうと、包丁は台所に置いてきて。恐いから、マジで。

「ふ、ふふふっ」

　れいなが口に手を当て、肩を震わせている。

「も、もう……だめ、あははははははははははは」

　俺たちはきょとんとして、爆笑するれいなを見つめた。

「お、お二人とも、おかしいですっ、ですっ！　ふふふふ」

　俺と父さんは顔を見合わせて苦笑いを浮かべ、母さんは「やれやれ」と言いたげな微妙な笑顔を見せた。

「さ、夕飯が出来たわよ。早く席に着きなさい」

　おお……今日はまた一段と品数が多い。

　ごはん、味み噌そ汁しる、豚肉のスタミナ焼き、牛肉のしぐれ煮、サバの味噌煮、アジフライ、海老えびとアボカドのサラダ、ほうれん草のお浸し、漬物、明めん太たい子こ、瓶詰め……等々。

「今日はお腹空すいただろうと思って、沢山作っちゃったからね！　完食出来るか、母さんと勝負よ!!」

「よし！　受けて立つぜ！　れいなもいいな!?」

「が、がんばりますですっ」

　テーブルには普段から椅子が四つある。いつもは誰も座っていない俺の隣に、今日はれいなが座っている。

「それじゃーいただきますっ！」

「「いただきます」」

「い、いただきます、です」

　母さんに続けて、いただきますを言うと、目の前の料理に夢中になる。

　確かに腹が減っていた。

　なにせ体育祭だったし、その後はれいなの一件で病院へ行ったり実家へ行ったりで、大忙し。いつもの夕食の時間よりも、だいぶ遅くなっちゃったし。

　しかし、食べながらも夕食時の会話は欠かせない。話題は今日あったことや、ちょうどテレビでやってるニュースのことなど、色々だ。

「いやーでも今日の雄斗はなかなか頑張ってたな。失格になってたけど、ＭＶＰだもんな！」

「ほんとねー。あとチアガールの子たち可愛かったわね～。私もやりたかったわ！」

「お、天気はしばらく晴れみたいだな」

　と、雑多な話題が続く。

「れいなちゃんも中等部の体育祭は応援に行くからね！」

「そ、そんな……はい」

「そういや、れいなちゃんの日用品はどうするんだ？」

「明日、一緒に買いに行きましょ！　ね、みんなで一緒にお買い物！」

「は、はい……」

　れいなの食べるスピードが、だんだん遅くなってきた。しまいには、完全に手が止まり、茶ちや碗わんと箸はしを持ったまま斜め前をじっと見つめている。

「あら？　どうしたの？　あまりおいしくない？」

「れいな？」

　その瞳から、ボロボロ涙がこぼれ落ちた。

「おいしい……です。です」

　母さんと父さんも慌ててれいなに駆け寄る。

「どうしたの？　れいなちゃん」

「どこか痛いのか？　気になることがあったら、何でも言っていいんだよ？」

　れいなは茶碗と箸を置くと、顔を覆って泣き始めた。

「だって……こんなおいしいんです、あったかいんです……」

　母さんと父さんも、驚いたような顔をした。

「家族、いっしょに……うっ……うぇ」

　母さんは黙ってれいなを抱きしめると、優しく背中を叩たたいてやった。そして、れいなが落ち着くまで、俺と父さんはその様子を見つめ続けた。
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「あの……本当に、いいんですか？」
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　俺のベッドに横になったれいなが、申し訳なさそうな顔で俺を見おろしていた。

「ああ。れいなを床に寝かせる方が嫌だからな」

　父さんが一時の気の迷いで買った寝袋に入り、俺は床で寝ることにした。

　あいにく空き部屋がなかったので、とりあえずの処置である。物置に使っている部屋を片付けて、そこをれいなの部屋にしようということになった。

「こんなの……こんなの、夢みたいです」

「大おお袈げ裟さだな」

「れいなは……れいなは、誰からも愛されないし、必要とされないと思っていました」

「……れいな」

「お父様とお母様が可愛がってくれたのは、生まれてすぐのときだけでしたから」

「そっか……」

「それに、距離感が全然違います。ユートさんの家は、みんな人同士の距離が近くて……だからかも知れないですね。ここにいると、とても……温かいです……です」

　れいなの言葉はなくなり、代わりに静かな寝息が聞こえてきた。

　その寝息を聞くと、俺も妙に安心した。

　明日からは今まで以上に頑張らないとな……兄貴と認めてもらえるように……。

　いつの間にか、俺も深い眠りに落ちていた。
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「……ください」

　誰かが呼んでいる。

「起きてください。朝ごはんの時間ですです」

　優しい声。母さんのハイテンションな起こし方とは全然違う。一体、誰が──、

「あ、起きてくれました」

　嬉しそうな、れいなの顔。

「ああ……おはよう。れいな」

　いいなあ、この穏やかな朝。妹に朝起こされるなんて、非現実的なことが起こるなんて。

　あ、まだ妹になってくれたわけじゃなかった。

　いつまでも寝てたら、だらしないよな！　こんな人が兄さんになるなんて嫌、とか言われたら立ち直れない。

　俺は寝袋から這はい出ると、上体を起こす。

「着替えたら、すぐに下に行くよ」

「はい、分かりました」

　れいなは戸口まで行って足を止めると、躊ちゆう躇ちよするような様子を見せる。

「ん？　どうかしたか？」

「いえ……じゃ、先に行ってますね……お兄ちゃん」

　──え、

　れいなは顔を真っ赤にすると、逃げるように階段を降りていった。

　いま、お兄ちゃん……って、呼ばれた。

　──ってことは!?

　ひゃっほおおぅうううううううううう!!

　心の中で奇声を上げて飛び起きた。

　こうしちゃいられない。俺は急いで寝間着を脱ぎ、二階の洗面台で顔を洗うと、制服のズボンとシャツを身に着ける。足音を立てて一階へ降りた。

　するとちょうど、れいながテーブルに朝食を並べ終えたところだった。

　席について、いただきますと言ったしばらく後──、

「れいなちゃん。今日、学校終わったら一緒に買い物行きましょうか。どこかで待ち合わせして」

「は、はいっ。それじゃ……学校終わったら、電話しますね……ま……」

　れいなは緊張の面持ちで返事をした。そして、次の一言を迷っている。

「ま？」

　母さんは不思議そうな顔で、首を傾げた。

　俺は心の中で、がんばれ！　と応援をした。

　その思いが届いたかどうかは分からない。しかし──、

「……ママ」

　意を決して、れいなは自分の思いを伝えた。

　母さんが固まった。

「……あ」

　母さんは、涙があふれそうになった目を、ごしごしとこする。そしてひまわりのような笑顔で答えた。

「うんっ！　ママ、れいなちゃんの電話待ってるからねっ！」

　それかられいなは、父さんへ視線を移し。

「あの……お仕事から帰ってきたら、また、お話し聞かせてください、です……パパ」

　雷に打たれたように、父さんは体を震わせた。

「あ、ああ……お安い御用だ」

　父さんも涙ぐんでいる。

「ああっ！　パパ何だかメチャクチャ仕事したくなってきた！　よーしバリバリ働くぞ!!　成果を上げつつ定時退社を目指す!!」

「どうしたのよ急に。ヘンなお父さん」

　朝の食卓が笑い声で包まれる。

　何だろう。今までも、楽しい食卓だったけど、前よりももっと楽しい。

　俺はれいなを見つめ、心の中で思った。

　──ありがとう、れいな。家族になってくれて。
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　れいなが家族になるのを受け入れてくれた後、俺は『結カツテ縁イング断・コネ裁クト』で母さんとれいなの間に魔術的な回線をつないだ。

　これで母さんの愛情が、エネルギーという形でれいなに伝わるはずだ。実際、その成果は抜群で、れいな曰いわく──、

「す、凄すごいです。何だか力がみなぎるような、なんか晴れ晴れして、めちゃくちゃ元気になりました！　なんだか恐いくらいで……ちょっと体が熱いです……あれ、なんか頭がくらくらして……」

「れいなーっ!?」

　ふらふらするれいなを抱きしめ、俺は慌てて回線を切った。

　──母さんの愛が過剰すぎてヤバい。

　回線を細くすることで、何とか丁度良い感じに収まった。

　ともかく、これでれいなへのエネルギー供給については目め処どが立った。しかしこれはあくまで応急処置。

　新たな核の準備を急がねばならない。

　早速昼休みに、リゼル先輩と雅みやびに報告した。

　学食でランチを食べながらのミーティング。

　今朝のことを話すと、二人とも瞳ひとみに涙を浮かべた。

「──そうだったの……それは良かったわ。れいなも、やっと家族を見つけたのね」

「ほ、ホント……よかったよぉ……ジーンとするよぉ」

　雅はぐすぐす鼻を鳴らしながら、涙を拭ふいている。

「ええ、おかげさまで……まだ、ぎこちないですが、そのうちお互いに慣れてくると思います」

「そうね、でも──」

　リゼル先輩は心配事でもあるように、口元を押さえた。

「どうかしたんですか？」

　と訊きいてから、自分自身にツッコんだ。

　バカか俺は。

　そんなの、れいなの核のことに決まってるじゃないか。

「ユートと一つ屋根の下で暮らすのよね……うらやましいわ」

　え!?　そこ!?

「な、何言い出すんですか、先輩」

　雅の涙もぴたりと止まり、

「確かに！　よく考えるとガーン！　なんかずるいっ！」

「ずるいとか、そういう問題じゃ……」

　雅は何かを思い付いたように、ぱっと明るい顔をした。

「そーだ！　アタシも一緒に住めばいいじゃん!!」

「は!?　待て待て！　うちは雅の家みたいなお屋敷じゃないんだから！」

「んじゃ、ユートがアタシんちに来れば!?」

「あのね……いい加減にしなさい、雅」

　暴走する雅を先輩がたしなめてくれた。さすがリゼル先輩、冷静だ。

「ユートの家を増築するという手もあるわ」

　ぜ……全然冷静じゃない!?

「そ、それより……今はれいなの核をどうするかじゃないですか？」

　恐る恐る提案すると、リゼル先輩は少し頰を染めて、こほんと咳せき払ばらいをした。

「ちゃ、ちゃんと考えてあるわ。今晩、儀式を行うから……予定を空けておいて」

「儀式……ですか？」

「ええ。姫ひめ神かみ家に伝わる魔法石の精製を行う儀式よ」
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　その夜、俺たちはリゼル先輩の車で、とある場所へ向かった。

　そこは今晩執り行う儀式に、最も適した場所だという。

「ここで……ですか？」

　目の前にそびえ立つのは城──に見える建物。派手なネオンが、でかでかと輝いている。いわゆる、恋人たちが愛の行為を行うホテル。

　雅も頰を赤くして、入り口に掲示された休憩、宿泊～円という値段表示を見つめた。

「あ、あはは……センパイ、けっこーダイタンだね」

　そうつぶやくと、俺を期待と不安の入り交じった瞳で見上げる。

「きょ、今日……はじめて……しちゃう？」

「え……そ、それは」

　俺の顔も赤くなっているに違いない。頰が熱いので、見なくても分かる。

「何を勘違いしているの？」

　じろりとリゼル先輩に睨まれた。

「地脈の流れと、方位、今日の魔力の流れ、それに星の運行から、この場所がベストと判断したわ」

「なるほど……良く分からないけど、いかにも魔術って感じですね。にしても、魔族も星占い的なことを気にするんですね」

「ええ……忌々しいことにね」

「リゼル先輩？」

　なぜかリゼル先輩は眉まゆを寄せると、ホテルの中へ入って行く。制服のままだけど、いいの？　と不安に思うが、俺と雅もその後について行く。

　自動ドアが開くと、こぢんまりしたロビーがあった。ちょうど部屋を選んでいる会社員風のカップルと、順番待ちの大学生らしきカップルがいた。俺たちが入って行くと、ぎょっとした顔で見られた。

　一体どう思われているのか想像すると、何とも恥ずかしく、いたたまれない気分になる。順番を待っている間も、「こいつらいいのか？」という空気が漂っていた。

　とはいえ、他人に関わりたくない場所のようで、二組のカップルは部屋を選ぶとエレベーターへ姿を消した。

「さて……ここで部屋を選ぶのよね？」

「あれ？　センパイも初めてなの？」

「当たり前でしょう？　一応、使用方法は調べてきたけれど」

　すました横顔がほんのりと桜色に染まっている。やっぱり、リゼル先輩も恥ずかしいんだ。そう気付くと、颯さつ爽そうとホテルに乗り込んだ先輩が可愛らしく思えてくる。

　一方、雅は慣れてきたのか、他の人がいなくなったこともあってか、いつもの調子を取り戻しつつあった。

「あ！　この部屋カワイイ!!　でも、こっちもなんかスゴいよっ!!」

「先輩、どの部屋にするんですか？」

「……決め手がなくて困るわね」

　しばらく、あーでもない、こーでもないと悩んでいると、新たなカップルがやって来たので、慌てて適当な部屋のボタンを押した。

　そして逃げるように、エレベーターへ。

「アタシたちって……他のお客さんに、どう思われたのかな？」

「制服を着た高校生が、男女三人でだろ……」

　もう、インモラルなことしか想像出来ない。高校生のくせに進んでいやがる、とか思われただろうか？

　俺たちは、仲間であり家族であるれいなを助ける為にやって来たんだ！　という言い訳を、心の中で繰り返さないと恥ずかしくて耐えられなかった。

　四階でエレベーターを降り、他のカップルと鉢合わせないことを祈りつつ、廊下を早歩きで進み、部屋に入った。

　部屋は結構広くて、清潔感があった。インテリアも小こ綺ぎ麗れいだが、パレスやれいなの実家などを見た後では、薄っぺらに感じる。

「それじゃ、私たちは準備をしているから。ユートは先におフロで体を清めてきて」

　言われたとおり、風ふ呂ろに入って体を洗った。風呂はやはり広く、バスタブは三人くらい入れそうだった。

　……なんか、噂に聞くラブホの手順の通りなので、嫌でも興奮する。

　そういや、儀式ってどんなことをするんだろうか？

　妄想が浮かぶ度に打ち消し、俺は風呂から上がる。制服じゃなくて、バスローブを着るようにも言われていたので、それも言うとおりにする。

「……お待たせしました」

　部屋に戻ると、様子が一変していた。

　照明は暗く落とされ、ろうそくの炎を思わせる間接照明が、淫いん靡びな雰囲気を盛り上げていた。暖かな色に染め上げられた壁には、魔法陣と魔術文字が描かれている。

　そしてテーブルと椅子は隅に移動され、床には大きな魔法陣。その四方には、瓶に入った液体、砂の山、石版、金属の破片が置かれている。

「これは……なんか凄いですね」

「準備はＯＫよ。それじゃ、私たちも身を清めましょうか」

「はーい。んじゃ、ユート。覗のぞいちゃダメだぞ！」

　二人がバスルームに消えると、俺はベッドの上にあぐらをかいた。ヘタに魔法陣に近付いて、台無しにしたらマズいと思ったのだ。

　そのまま待つこと十五分。リゼル先輩と雅が風呂から上がってきた。

「あ、せんぱ──」

　体にバスタオル一枚を巻いただけの姿。湯上がりの女性はただでさえ色っぽいのに、この格好はヤバい。

「では、さっそく始めましょうか」

「は、はい」

　リゼル先輩に促され、雅と一緒に床に描かれた魔法陣の中へ入る。

　うっすらとした間接照明がリゼル先輩と雅の姿を、よりセクシーに見せていた。

「それじゃ……雅」

「う、うん」

　二人は勇気を振り絞るかのようにして、体に巻いたタオルをほどいた。

「……ちょ!?」

　暗い中に、二人の肢体が浮かび上がる。

　色っぽいとかセクシーとか、そんなんじゃない。

　いやらしい。淫靡。エロい。

　俺は言葉を忘れたように、ただ二人の美しい体を見続けた。

　二人のエッチな格好は何度も見たことがあるが、こうして真っ正面から裸を見たことはなかった。

　リゼル先輩は、完かん璧ぺきな、あまりにも完璧過ぎるプロポーション。前に飛び出した胸は美しい曲線を描き、ツンと立った先まで全てが芸術品のようだ。

　胸が大きく飛び出しているのと対照的に、お腹周りは引き締まっている。

　間接照明による陰影が余計に肉体のいやらしさを演出していた。鍛えられた腹筋の存在が分かるが、表面はあくまで女性らしいなだらかな曲面で作られている。

　そして、太ももはむっちりとボリューム感がある。しかし足そのものが長いので、太い印象はない。先輩はふくらはぎを気にしているようだが、こちらも美しい曲線に仕上がっている。とにかく量感のある長い足は、存在感がハンパない。

　一方の雅は、リゼル先輩に比べると全体的に肉付きがいい。

　太っているわけではなく、肉感的とでも言おうか。リゼル先輩が芸術的な完璧さを目指しているとすれば、雅は男の欲望を実体化したような肉体。

　片手では摑つかめない大きなおっぱいは前に飛び出し、必死に重力と戦っている。お尻しりも大きく後ろに突き出ていて、どちらもぱつんぱつんで、肌もはち切れんばかりだ。

　このプロポーションで、太るときは、胸とお尻から太るというのだから恐ろしい。

　体術を基本とする雅は、リゼル先輩以上に体を鍛え上げているのだが、こちらも女性らしい曲線を維持している。うっすら乗った脂肪がその内に秘めた筋肉を隠し、一目ではそれと気付かせない。

　この二つの女体を前にして、正気でいられる男なんているはずがない。

　全てを忘れて二人の肉体に溺おぼれたい──そんな欲求が頭の隅をかすめる。

　そんな風に思うのは、この部屋の雰囲気のせいもあるかも知れない。

　どこか現実感がなく、まるで夢の中にいるような気分だ。

「ユートも。バスローブを脱いで」

　やっぱり、そう来ますか……。

　正直、めちゃくちゃ恥ずかしい。でも、先輩と雅が裸になっているのに、俺だけ恥ずかしがって渋るのはかっこ悪い。

　俺は覚悟を決めて、バスローブを脱ぎ、魔法陣の外へ放り投げた。

「……っ！」

「ひゃ……っ!?」

　二人の視線が俺の股こ間かんに注がれ、目が大きく見開かれる。

　……やっぱり、猛烈に恥ずかしい。

「ぁ……」

「すご……あんなに……」

　二人の喉のどが、ほぼ同時にゴクリと鳴った。

「え、えっと……それで、これからどうすればいいんですか？」

　リゼル先輩は、ハッと我に返ると、部屋の隅に置いてあった箱を取りに行った。

　箱の中からは、ネックレスのようなチェーンの付いた透明なケース。その中に、黒い石が入っている。

「これが魔法石の原石よ。上質なものを選んだから、ホムンクルスの核には十分だわ」

　リゼル先輩は説明をしながら、そのチェーンを俺の首にかける。

「『恋人ラバーズ』の固有魔法『愛ヒー魔リング献・ラ上バーズ』と『無インフ限イニツ寵ト・ラ愛バーズ』の応用よ。私たちの魔力をユートに分け与える。その魔力を、ユートは自分の魔力も加えて魔法石に送り込むの。肝心なのは、男女の魔力が混合されるという点ね」

「なるほど……でも、魔力を送り込むだけでいいんですか？」

「そのチェーンとケースには精製の魔術式が刻まれているわ」

「なるほど、それで魔法石が精製されるんですね……でも、どうしてこんな格好に？」

「それは……」

　リゼル先輩は言いづらそうに、もじもじと腰を揺らした。

「こ、この儀式魔法が……性魔術だからよ」

　なんか不穏な響きの単語が聞こえたような……。

「性魔術は恐ろしい力を生み出すわ。今はれいなのために時間が惜しいから……早く確実に精製を行うには、これが一番いいの」

　リゼル先輩はしゃがみ込むと、床に置いた箱から墨の入った瓶と筆、それと一枚の紙を取り出した。

　その紙には、人の正面と背面が描かれている。そして、全身に入れ墨のような文様が描かれていた。

「この紙に描かれた文様と同じものを、私たちの体にも描くの。あとは『愛ヒー魔リング献・ラ上バーズ』と同じ要領で、性魔術の儀式を行うことになるわ」

　要はお互いにボディペイントを描き合う、ということだ。

「……分かりました」

「それじゃ、まずは私たちがユートの体に文様を描くわね」

　リゼル先輩と雅は交互に筆を執り、俺の体に文様を描いた。何かアニミズムというか、原始的な宗教の儀式のような気持ちになる。

　アフリカだか南米だかの国に、こういう文化を持つ部族がいたような。

　それはそうと、ちょっとくすぐったい。

　思わず体をよじった瞬間、雅が「あーっ」という声を上げた。

「ユートったら、ブルブルしない！　手元が狂っちゃうじゃん！」

「分かってるけど！」

　何とか耐えようとするが、脇腹はヤバい。

「じゃ、次はお尻だね♪」

「……く」

　何でそんなに楽しそうなんだ、雅。

「待って。公平に片方ずつにしましょう」

　リゼル先輩まで!?

　その後、正面をどっちが担当するかで一ひと悶もん着ちやくあったが、線を一本ずつ描いて交替することで折り合いが付いた。

「今度は俺の番か……それじゃリゼル先輩から」

「お願いするわ。女の体に文様を描くのは男でないと駄目だから……雅は見ていて」

「はーい。じゃ、ユートがんばって！」

　雅は一休みとばかりに、その場に腰を下ろした。

　俺は筆に墨を含ませると、手本の紙を片手に、リゼル先輩のおっぱいに向き合った。真っ白で穢けがれのない肌。それは染み一つない、純白のキャンバス。

　こんな美しい肌を汚して良いものかと、緊張する。

　だが迷っていても仕方がない。思い切って筆の穂先を肌に触れさせた。

「あ……っ」

　先輩の口から、悩ましげな吐息が漏れた。

　なるべく集中して、筆を滑らせる。

「んっ……くぅ！」

「大丈夫ですか？　先輩」

「え、ええ……大丈夫よ。思ったより、感じちゃ……いえ、くすぐったいのね」

　胸元からおっぱいの盛り上がりにかけて線を引く。平らじゃなくて、起伏が激しいので意外と描くのが難しい。

　リゼル先輩も感じているのか、小刻みに震えている。その度に、大きなおっぱいはふるんと揺れる。その揺れが収まるのを待って、また続ける。

　これは魔術の儀式なのだが、やっているのはリゼル先輩の体に落書きをしているのと変わらない。

　リゼル先輩を汚しているという背徳感が、この儀式に異常なまでの淫靡さを与えている。

　女の人のおっぱいに落書きをするという、非現実感。
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　何度も、集中するように自分に言い聞かせるが、たぎる気持ちが胸の奥から際限なく湧いて出る。

　やっとのことで、おっぱいの文様が終わった。

　ピンク色の乳首を塗らなくて良かったのは、何となくほっとした。

　次はお腹の方へ。

「んんっぅ！　はぁん♥」

　リゼル先輩が体をくねらせる。

「ごめんなさい……でも、どうしても体が反応してしまって……」

「い、いえ大丈夫です」

　とは言うものの、だいぶ線がヨレてしまった。このままでは、ちゃんと機能するか心配だ。俺は細心の注意を払って、下腹部の文様に取りかかった。

「ん？」

　そこには既に、ハート形をした紋章が浮かび上がっていた。

「それは、『恋人ラバーズ』のカードである証あかし。私があなたのモノである証拠よ」

「そう……なんですか」

　こんな場所をまじまじと見つめるのは失礼なので気付かなかったが……これは、かなりドキドキするな。

　雅も同じなのだろうか？　と、視線を向けると、

「アタシにもあるよ？」

　と、膝ひざ立ちになり、お腹の下を突き出した。

　そこにはリゼル先輩と同じ、ハート形の紋章が浮かび上がっている。

「上から描いても消えたりしないから、心配せずに続けて」

「……は、はい」

　続きを促され、リゼル先輩の体に文様を描き続ける。しかし、偶然にも下腹部の紋章を避ける形で文様を描くことになっていた。

　そして美しい足にも、背中やお尻にもくまなく描き込んで、やっと終わった。

　リゼル先輩は立っているのもしんどいらしく、床の上にへたり込んだ。

「大丈夫ですか？　リゼル先輩」

　リゼル先輩は肩で息をしながら、汗で頰に貼り付いた髪を剝はがした。

「え、ええ……大丈夫よ。それじゃ、次は雅」

「う、うん。お、お手柔らかに……」

　力尽きたようなリゼル先輩を見て、雅がビビっていた。

　そしてリゼル先輩以上にくすぐったがるせいで、結局床に寝転ばせて、リゼル先輩に両手を押さえてもらって、やっと仕上げることが出来た。

「はぁ……あん♥　ふぁ……んっ♥」

　終わったときには、雅はぐったりとして床に倒れたままだった。うっとりした顔で、意識も朦もう朧ろうとしているように見える。

「ほら雅、しっかりして。ここからが本番なんだから」

　リゼル先輩に支えられ、雅はやっとのことで起き上がった。

「それじゃユート。『愛ヒー魔リング献・ラ上バーズ』を始めましょう」

「はい」

　俺は二人のおっぱいに同時に手を伸ばす。

「んっ♥」

「あぁんっ♥」

　手を回転させるように動かしながら、指先で柔らかく揉もみしだく。

　左右の感触がまったく違うのに、新鮮な感動を覚えた。リゼル先輩と雅のおっぱいの違いを揉み比べたのは初めてだが、ここまで違うとは思わなかった。

「あっ、ああ……いいわ。その調子よ、ユート」

「くぅううん♥　も、揉みかたっ、いっ、いやらしすぎるよぉ……♥」

　二人の顔が快楽に蕩とろけ始めると、おっぱいの文様が輝きだした。

「これは……」

　墨の線が輝きだし、俺に向かって流れてくる。俺の体に描かれた線を伝い、胸の魔法石へと流れ込む。

　真っ黒だった魔法石の端が、少し透明になった。

「この調子で続けていけば……うっ!?」

　股こ間かんに天国のような快感が走った。

「ふふ……油断大敵よ？」

「えへへ……アタシたちも攻めちゃうんだからね？」

　二人の指が絡みついていた。指と手の平の感触が気持ち良すぎて、ただ触られているだけなのに、腰が震えた。

「せ、先輩、雅。そ、それはまずい。そこ触られると、気持ち良すぎて……限界」

　絞り出すように告げると──逆効果だった。

　先輩と雅の瞳ひとみが、妖あやしく輝いた。

　完全に発情しきった顔で、俺の体に身を寄せた。それぞれ個性のある感触の胸が、俺の体に押し付けられる。

「──っ!?」

　二人は息の合ったタイミングで、手を動かし始めた。

「平気よ、ユート……時間はたっぷりあるから♥」

「そーだよ。感じないと、いい魔力が出せないしさ……ガマンしないで♥」

　俺は二人の体を抱くようにして、大きなお尻しりを摑つかむ。

「ひゃぁん♥」

「アタシそこ、よわっ……♥」

　俺たちは、お互いの快感を搾り取る本能だけの生き物になった。

　──そして、翌朝。

　乱れまくったベッドの上で、目を覚ました。傍らでは、リゼル先輩と雅が、まだ寝息を立てている。

　最後の方は、よく覚えていない。しかし、儀式は成功した。

　俺の胸には、その証拠──極上の魔法石がぶら下がっていた。

　曇り一つない、ピンク色の宝石。

　三人の思いが結晶したそれは、惚ほれ惚ぼれするほど美しかった。




　　　　◇　　　◇　　　◇




　リゼル先輩と雅と三人で一夜を過ごし、俺たちは魔法石の精製に成功した。

　問題はこれをどうやって、今のれいなの核と交換するかだった。

　ホムンクルスの体はそれ自体が魔術式の塊。一部を取り除いた瞬間に、術式は崩壊する。つまりれいなは粉々に砕け散って消えてしまう。

　ここから先、どうすればいいのだろうか？

　そう悩み始めてから、三日目の放課後。

　俺はなぜか、岩がん洞どうバルバトス校長と映画を観みていた。

　映画館ではなく体育館にプロジェクターを設置しての、即席映画館である。しかしさすがは魔王学園。プロジェクターも音響設備も劇場顔負け。映像も音も、大迫力だ。

　しかし観ているのは、アニメの劇場版である。

「いや～やっぱり、ファンシーなデザインの可愛らしい女の子が殺し合うのは、なんとも言えず、なごむねえ～」

　と言いつつ、喉のどを鳴らして缶ビールを空にする。

「その発言には同意しかねますが、面白いことは間違いないですね。あ、いいアクションですね！」

　体育館を勝手に映画館に仕立てて、ビールを片手にご機嫌な校長……さすが銀ぎん星せい学園、通称魔王学園。何でもアリだ。

「お！　ほむほむがやるぞ、あれ！」

「時間巻き戻すやつですよね！」

「やっぱり時間操作は能力モノの花形だよね！」

「確かに、そうですよね。でも、実際にそんなものがあったら、無敵ですよね」

「いやー時間操作ってのは厄介だけど、単体ならそこまで恐くないよ！　ヤバいのは、そいつが誰かと手を組んだとき──」

　繰り返し。

　時間操作……か。

　もし、そんなことが出来たら、

　れいなの時間を止めることが出来たら、れいなを救えるのだろうか？

「ん？　おいおい、どうかしたのか？」

「あ、いえ……うちの騎士ナイトが具合が悪くて。何とか助けてやれないかなって、考えていたんです」

「あー、カードのメンテナンスも仕事のうちだしね！」

「それで、あの……ホムンクルスの体を、崩壊しないようにすることって出来るんでしょうか？」

　岩洞校長は、うーんと唸うなって腕を組んだ。

「悪いが、特定の魔王候補に肩入れすることは出来ないよ！　先生が当時使っていたアルカナを今回使っている奴にも、一切アドバイスしてないしね！」

「そうですか……そうですよね」

　それはそうと、言われてみれば岩洞校長も前回の魔王大戦では、一魔王候補だったんだ。

「岩洞校長は、何の魔王候補だったんですか？」

　もう何本目か分からない缶ビールを開けると、

「それはナイショだよ☆　ウェヒヒヒ」

　にやりと片目をつぶり、缶ビールをあおった。

　……何で今、悠ゆう木き碧あおいっぽく笑った。




　　　　◇　　　◇　　　◇




　明るい月を背に、建築途中の高層ビルがそびえ立っている。

　骨組みだけが組まれた姿は、まるで建造中のバベルの塔。

　月光に浮かび上がる骨格は、都市の骸がい骨こつのようでもあった。

　その骸むくろの中に、六人の魔王候補が集まっている。




『運ホイー命ル・オブの・フオ輪ーチユン』下しも鹿か妻づまりんね。

『塔タワー』高たか崩くずれマリオス。

『力ストレングス』山さん王のう力りき丸まる。

『月ムーン』北きた上かみルナティック。

『太陽サン』サンサ・サマーズ。




　そして──『死神デス』浄じよう土どヶが浜はまロスト。

「──というわけで、ひとまず力を合わせて、邪魔者を排除しようって提案なんだけど。どうかな？」

「ふーん、なるほどね！」

　ホットパンツにへそ出しのトレーニングウェア。そして肩にはジャージを羽織っている女子──『力ストレングス』の魔王候補、山王力丸はニヤニヤした笑みを浮かべた。

「この力丸ちゃんを敵に回したくないってのは、わかるぞー」

　朱色の髪を、動きやすいようにポニーテールにまとめている。筋肉質で体脂肪率が低そうな体は、スリムな中にも鋼のような強靱さを感じさせる。

「なにせこの力丸ちゃんこそ最強！　なぜなら『力ストレングス』だから!!」

　そう言いながら、見せつけるように魔王のアルカナをびしっと前に出す。女性がライオンを手て懐なずけているような絵──すなわち『力ストレングス』のアルカナ。

「そう！　力こそ正義！　力こそパワー!!」

　銀星学園の二年生にしては、あまり知性の感じられない発言だった。

「やれやれ……だな」

　そんな力丸を冷ややかな目で見つめるのは、『月ムーン』の魔王候補、北上ルナティック。

　銀色の髪に憂ゆう鬱うつそうなまなざし。メイクをしているような顔は、ホストかビジュアル系バンドにしか見えない。

　ルナティックも身分を証明するように、指に挟んだ『月ムーン』のアルカナをキザっぽく見せつける。大きな月を、二匹の犬と一匹のザリガニが見上げている絵柄。

　見ているだけで、不安と狂気を呼び起こされそうな妖しさを持っている。

　ルナティックは、そのカードを懐にしまうと、見下すようなまなざしで力丸を見た。

「『力ストレングス』の魔王候補は、脳まで筋肉で出来ていると見える」

「何だとーっ!?　力丸ちゃんは、最有力候補の一角なんだぞっ！　お前みたいに影の薄いヤツとは違うんだからなっ!!」

　けなされても、ルナティックはふっと口元を緩めただけだった。

「むきーっ！　そのバカにしたような態度ムカツク！　まず、お前とやりあっちゃうからなーっ!!」

　力丸がファイティングポーズを取ると、残る一人が間に割って入った。

「まあまあ、そういきり立たない。ルナも煽あおらない。ま、楽しくやりましょーよ♪」

　その少女も、一枚のアルカナを顔の横に出す。そこには大きな太陽と二人の子供が描かれている。

『太陽サン』のサンサ・サマーズ。

　ルナティックと同級生の二年生で、金髪に日焼けした健康的な肌。まるでプールサイドにでもいるような、リゾート感ただようスタイル。

　この格好のまま学園に通っているというのだから恐れ入る。

　そのサンサの発言を聞いて、ロストは微笑んだ。

「同盟に参加してもらえる──ってことでいいのかな？」

「まあね。元々、私とルナは組んでるしね♪」

「へええ……さすがだね。しかも、太陽と月なら相性も良さそうだし」

「ふふふ、私は輝く太陽だから。他の人を明るく照らすのが得意なのよ。だから他の魔王候補とも相性が良いの」

「成る程。それは心強いなあ」

「ただ、ちょっと気になることはあるんだけどねぇ」

「何だろう？」

「あなた、学園で見たことないけど……何年何組なの？」

　サンサの質問に、ロストは困ったように肩をすくめた。

「実はちょっと問題を起こしちゃって。入学前から、停学処分っていう……」

「なにそれ。ちょっとウケるわ」

　くすくす笑うサンサに、ロストも目を細める。

「笑わないでよ、恥ずかしいんだから。僕もふてくされて、学園には一度も行ってなくて。だから自分のクラスすら確認してないんだ。制服だって、持ってないし」

　ロストはこの通りと言いたげに、両手を広げて見せた。

「ただ、幸か不幸か『死神デス』のアルカナは僕の手にある」

　ポケットから、カードを一枚取り出して見せる。

　そこに描かれているのは、鎌を持った骸骨の姿。その足下には、バラバラになった死体が散乱している。

　紛れもない、『死神デス』のアルカナだった。

「了解したわ。ま……私も相性の悪い相手がいるから、同盟は都合が良いわ」

　と、サンサはにっこり微笑んだ。

「いいね。僕としては願ったり叶かなったりだ」

　ロストも満足そうに微笑むと、今度は北上ルナティックへ話しかける。

「キミもいいのかな？」

　ふっ、とルナティックは笑みを漏らした。

「サンサが乗り気なら仕方あるまい。だが……いいのか？　このオレが有利になるだけだぞ。結果的に、オマエたちもオレに倒される運命にある」

　憂いを込めたまなざしで、空に浮かんだ月を見上げる。

「そうなったら、僕は仕方ないとあきらめるつもりだよ。キミはカードをどれくらい揃えているの？」

「三人だ」

「意外と少ないんだね」

「オレは、オレが認めた美しさと、強さを兼ね備えた者しか配下に置かない。今のところ、クイーンとナイト。それと組札スートカードのⅡだけだ」

「上位と下位のカードに随分差があるね……サンサは？」

「私はまだ確保してないわ。脱落した候補が持ってたカードから、いいのを選ぶつもり」

「成る程。それはそれで賢い方法かも知れないなあ」

　ロストは吞のん気きとも思える態度でうなずいた。

「……そう言うオマエはどうなんだ？」

　ルナティックは月を見上げたまま、流し目でロストを見つめる。

「ああ、僕とりんねも、サンサと同じくカードを持ってないんだ」

「あら、意外」

　サンサが首を傾げた。

　そこへ、無駄に元気な声が割り込んでくる。

「力丸ちゃんはフルメンバーだぞ！　全員、いい筋肉に仕上がってる!!」

「それはさすがだなあ。そんなに沢山揃えるなんて」

「んー？　何でだ!?　気に入ったのを選べばいいじゃないか！」

「人付き合いがヘタで」

　と、ロストは肩をすくめた。

　サンサは、さっきから少し離れた所に立っているマリオスに視線を向けた。

「──で、あなたは？」

『塔タワー』のマリオスは、先程からロストたちのやり取りを黙って見つめていた。

　力丸、ルナティック、サンサ──この三人が魔王候補なのは元から知っていた。

　それなりに力はあるが、しかし『崩落快楽バベル・タワー』の敵ではない。こうやって、顔を合わせて向かい合っていなければ、だが。

　自分は身を隠していてこそ、力を発揮するタイプ。だから、こんな風に敵と顔を突き合わせるのは、得策ではない。デメリットしかない。

　念のため、近くのビルにカードを配置しているが……先日ロストに組札スートカードは全滅させられてしまった。

　マリオスは忌々しい口調で答えた。

「宮廷コートカードの五人だけだ。誰かさんのおかげでな」

「ああ……それは本当に申し訳ない」

　ロストはわざとらしく肩をすくめた。

「でも、この同盟がきっと埋め合わせになると思うよ」

　当たり前だ。

　マリオスは煮えくり返る胸の内を必死に抑えた。

　この同盟に、組札スートカードの埋め合わせをさせてやる──だからこそ、デメリットしかないこんな顔合わせにもやって来た。

「あ、でもね」

　サンサは思い出したような声を上げた。デコレーションされた爪で、フェミニンな香りのする髪を払う。

「その同盟に参加するには、一つ条件があるわ」

　ロストはにこやかに応こたえる。

「何かな？」

「最初のターゲットは『星スター』の星ほしガ丘おかステラにして」

　──こいつ。

　マリオスは苦々しい思いで、サンサを睨にらんだ。

　自分の邪魔者を一番最初に排除する気だ。そして、その後は知らんぷりを決め込む──みえみえの要求だぞ、クソ女が！

「そうですねえ……では」

「ちょっと待て」

「おや、マリオスさん。何か意見が？」

「最初は『恋人ラバーズ』にしてくれ」

　サンサと力丸が露骨に「はぁ？」という顔をした。

「ちょっと『恋人ラバーズ』って、あの人間でしょ？　お披ひ露ろ目めで一応見たけど……ねえ？」

「ああっ！　ハッキリ言って敵じゃない!!　力丸ちゃん的には、どーでもいいっ！」

「で、でもよ……『世界ワールド』と『悪魔デビル』を倒してんだぞ？」

　今度はルナティックが「ふ」と鼻で笑った。

「『世界ワールド』は確かに強力なアルカナだ。本来なら優勝候補だが……あのアスピーテでは宝の持ち腐れ。『悪魔デビル』にしたところで、固有魔法のスペックが詳細に分かってしまえば、こちらもどうということはない」

「つまり、『恋人ラバーズ』を脅威に感じるなんて、変ってことよ。それとも、何かあるの？」

「……」

　あるから言っている。しかし、それをつまびらかにすると自分の弱みを晒さらすことにもなる。同盟が解消した瞬間に、こいつらとは敵になる。ロストとりんねには知られてしまったが、情報の開示は出来るだけ抑えたい。

　サンサは首をひねった。

「逆に、何で人間が魔王候補なのか……って方には興味があるんだけどね？」

　サンサのつぶやきを聞いて、ロストは思い付いたように手を合わせた。

「だったら、『恋人ラバーズ』も我々の同盟に入ってもらう、というのはどうかな？」

「んだとぉ!?」

　思わず叫んだマリオスだが、サンサと力丸は「別にいいんじゃない？」と軽く答えた。

　怒りのあまり、マリオスの額に血管が浮かび上がる。

　何が同盟だ！　やってられるか!!

　マリオスが不満を爆発させる寸前、ロストがすっと近付いた。

「ここは抑えてよ」

「あ？」

「あの二人、どうあっても星ガ丘ステラを殺したいらしいからさ。その条件を吞のまなきゃ、同盟に参加はしてくれそうもないし」

「そんなモン俺には関係ねえ。俺は──」

「いいじゃない。別に『恋人ラバーズ』の味方になれ、と言っているわけじゃないし」

「……なに？」

「つまり──」

　ロストは人の良さそうな微笑みを浮かべた。

「相手が気を許している方が、殺やりやすいんじゃない？」

「てめえ……」

「それに、『恋人ラバーズ』には姫神リゼルがいる。これは手て強ごわい。でも同盟関係であれば、盛もり岡おか雄ゆう斗とを一人に出来るかも知れないよ？」

　確かに。

　只ただの人間であれば、『崩落快楽バベル・タワー』を使うまでもない。簡単にひねり殺せる。

「……分かった。それで行こう」

　マリオスが承知したことで、新たな勧誘活動を行うことが決まった。

　そして、この同盟の最初の生いけ贄にえもまた決まった。

　凱旋六王トライアンフを除いた新規参入の中で、最強の呼び声も高い魔王候補。

『星スター』の星ガ丘ステラである。
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「お兄ちゃん。お兄ちゃん、起きてください」

　優しく体が揺すられる。

　妹に起こしてもらう──なんと贅ぜい沢たくな目覚ましであろうか。この至福の時をもう少し味わっていたくて、まだ目覚めていないフリをする。

「起きてくれないです……では、次の段階に入ります、です」

　次の段階？

　俺の腰の辺りに何かが跨またがった重み。そして胸の辺りを、小さな手が揺さぶる。

「お兄ちゃん。あの、早く起きてくれないと……第三段階に進まなければ、ならなくなります……」

　不穏な気配を察知し、俺は目をカッと開く。

　俺に馬乗りになったれいなが目に飛び込んでくる。

「あ、おはようございます」

　と、可愛らしく首を傾け挨あい拶さつをする妹。

「れいな……何で乗っかってるんだ」

「え？　でも、これが妹としての起こし方ではないのですか？」

　なぜそうなる……可愛いからいいけど。

「それに第三段階って……」

「第三段階では、布団の中にもぐり込みます。そして最終段階は……」

　頰をポッと染めて、視線をそらす。

「それはちょっと、まだ早いかなって……」

　恥ずかしそうにもじもじされると、れいなの股またの部分が俺の敏感なところをグリグリするので、非常に困る。

「と、とにかくもう目が覚めたから大丈夫だ。ありがとう、れいな」

　礼を言うと、れいなは大輪の花が咲いたような笑みを浮かべた。

「いいえっ！　妹として当然の務めですです！」

　俺の上から降りると、ご機嫌な様子で部屋を出ていった。

　どうも妹のあり方に誤解があるような気もするが……？

　わずかな疑問を抱きながらも、可愛いので不問にした。

　それから朝食を食べて、一緒に登校。

　と言っても、家を出たところでリゼル先輩の車にピックアップされたが。

　れいなを中等部の前で降ろすと、しばしの別れ。

「それじゃれいな、無理するなよ」

「はい。では、放課後にパレスで」

　リゼル先輩は軽く首を振った。

「いいえ。れいなはしばらくお休みで構わないわ。そうね……なるべくお母様と一緒にいた方がいいわ」

「はい……ごめんなさいです。それじゃ、まっすぐ帰ってママと一緒にいます」

　ドアを閉めると、高等部へ向けて車が動き出す。

「れいなの調子はどう？」

「はい。今のところは……でも、また倒れるんじゃないかと思うと……」

「そうね……早くれいなの核を交換する方法を見つけないと」

　ろくに相談する間もなく、車は高等部に到着してしまった。

　そこで昼休みに、ランチを食べながら相談することになった。

　どうにもれいなのことが気になり、午前の授業を上の空で過ごしてしまった。

　もう期末試験が近いのに──と思うが、どうしても集中出来なかった。

　──そして昼休み。

「ねーねー、ユート？　れいなは家でラッキースケベしてる？」

　俺とリゼル先輩は、思わずむせそうになった。

「いきなり何を口走ってるんだ。雅」

「えーだって、あのラッキースケベ体質のれいなだよ？　一緒に住んでたら、きっとキャーッて大変なんじゃないかなーって」

　確かに……その恐れはある。

　リゼル先輩は、ふうと溜ため息を吐いた。

「仕方ないわね。やはり私が見張っていないと心配だわ」

「いえいえ、そこまでして頂かなくても……」

　本当に押しかけてきそうで、それはそれでちょっと嬉うれしいが、一瞬も気が休まらないに違いない。だって、リゼル先輩が俺の家にいたら……だらけた態度や、だらしない格好なんて見せられない。一時も気が抜けないのはキツい。

「アタシも妹になっちゃおうかなー」

「何を言い出すかと思えば……」

　こんなエロい妹がいたら、家でどう過ごしていいか分からなくなりそうだ。

「とすると……私は姉になるのかしら？」

　妙な家族計画が進んでいる。でも、リゼル先輩が俺のお姉ちゃん──、

「……」

　リゼル先輩のままなら緊張して仕方ないが、姉ならだらしないところを見せてもＯＫな気がする。むしろ甘えられる。

　意外とアリかも知れない!!

「もちろん冗談だけど」

　ですよね！

　俺は冷静さを取り戻すべく、食後のコーヒーに口を付ける。

「雅だって、夕ゆう顔がお瀬ぜ家を捨てて養子に入る気はないでしょ？」

「そだねー……うーん」

　と、おっぱいを持ち上げるように腕を組んで考えている。

「そうだ！　アタシとユートが結婚すればいいんじゃん!!」

　コーヒーが気管に入って、激しくむせた。

　何を言い出すんだ!?　お前は!!

　その後、自分で自分の言ったことに照れまくる雅と、悪鬼のような顔でどす黒いオーラを放つリゼル先輩をなだめるのに必死だった。
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「ゆーくん、次おフロ入っちゃってー」

　という声が下から聞こえてくる。

「はーい」

　と答えて、クローゼットから下着を取り出し、風ふ呂ろ場へ向かう。

　次ってことは、父さんが一番風呂だったのかな。あれ？　でも、さっき母さんと晩酌してたような……？

　疑問を感じながら、脱衣所のドアを開けると──、

「ふゃ？」

　オールヌードの銀髪美少女が、バスタオルで髪を拭ふいていた。

　細くすらりとした体は、正に純粋無む垢くを形にしたような汚れのない美しさ。ほのかにピンク色に染まった白い肌は、ふとイチゴミルクを連想させた。

　頭がフリーズした。

　決して意図したわけではないが！　結果、汚れのない、ふくらみかけの肢体をガン見することになった。

「あ、ああのあの」

　れいなはバスタオルで体を隠すと、

「す、すみません。すぐに出ますので……」

「い、いやっ！　ご、ごめんっ!!」

　俺は我に返ると、慌てて扉を閉めた。

　胸がドキドキする。

　あーくそ。そうか、こういう事故が起こり得るのか。

　雅に言われたラッキースケベが、こんな形で実現するとは。と言うか、これはラッキースケベと言うよりは、単に俺の不注意だよな。

　とにかく、れいなにちゃんと謝らないと。

　脱衣所の外で反省しながら、れいなが出てくるのを待つ。

　扉が開く音がして、バツの悪そうなれいなの顔が覗のぞいた。

「ごめん！　れいな。よく確かめもしないで開けちゃって」

「い、いえいえっ、あの……れいなの方こそ、長湯しちゃってすみませんでした」

「全然そんなことないって。本当に俺が悪かったんだ」

「そんなそんな……」

　二人して、廊下でぺこぺこ頭を下げ合う。

　冷静になると、何をやってるんだ俺たち、と気付いて、顔を見合わせて笑ってしまった。

「一緒に住んでいれば、こういうことも起きるよな」

「そうですね。考えてみれば、兄と妹として必然的なイベントなんですよね？　それなのに慌ててしまって……ごめんなさいです」

「……必然？」

　若干の引っかかりを感じながらも、俺は入れ替わるように脱衣所へ入った。

　洗濯物入れに、れいなの下着が入っているかと思うとドキドキする。なるべく意識しないようにして、風呂場に入った。

　残り香が、とか、このお湯に、とかは一切考えない。

　無心だ。

　まるで瞑めい想そうするようにお湯に浸つかる。

　よし、いい感じで落ち着いているぞ、俺。

　浴槽から出て、洗い場でボディソープを泡立てる。風呂に入るのが、なぜか精神修養をしているかのような気分だ。

　体を洗い始めたとき、

「あの……お兄ちゃん」

　脱衣所かられいなの声がした。

「どうした？　何か忘れ物か？」

「はい……れいな、うっかりしてました」

　風呂場を見回すが、特にれいなの私物と思われるものはない。

　一体何を？　と訊きこうとしたが、その前に扉が開いた。

「え？」

　タオルを前に当てたれいなが入って来た。

「れっ!?　れいな!?」

「本当に、本当に気が利かなくて……妹たるもの、お兄ちゃんのおフロに入って背中を流すものだと学んだはずなのに、すっかり忘れてました」

「学んだ!?　どこでっ!?」

「パパのお部屋にあった本で……妹と付く本がありましたので、それで学びました」

　父さぁあんっ！　そういう本は鍵かぎ付きの本棚にしまっておいて!!

「誤解だ、れいな！　兄妹にそういう習慣はない！」

　しかも、そういう場合ってバスタオルを巻いてたりしないか!?　何で、普通のタオルを前に垂らしてるだけなんだ！　もう、色々ヤバい部分がチラチラして、俺の視線を摑つかんで離さない。

「でもでも、れいなは今戦えなくて、何の役にも立てないです。せめて、身の回りのお世話をさせて欲しいですです」

「いや……これはお世話に入らないぞ」

「と、とにかく、れいなはお兄ちゃんの妹になりたいんです！」

　駄目だ。完全に妹とは兄の背中を流すものだと思い込んでいる。

　役に立ちたい、妹と認めて欲しいという思いが強すぎて、聞く耳を持ってくれそうにない。それならば──、

「……じゃあ、背中だけだぞ。背中を流したら、先に風呂を出るんだぞ。いいな？」

「はいっ！　おまかせくださいっ！」

　使命感に燃えた返事と共に、れいなは俺の後ろにしゃがむとボディタオルを俺の手から奪う。

「それでは、それではいきますね！　お兄ちゃん」

　俺の背中を、じゃりっとした感触のボディタオルがこすってゆく。

「強さは……いかがでしょうか？」

「そうだな、もうちょっとだけ強くてもいいかな」

「了解ですです！」

　おお……気が進まないが、やってもらうと正直気持ちいい。特に肩甲骨周りとか。

　自分でやるよりも、ずっといいし……しっかり洗えてる感じがする。

「かゆいところとか、あったら言って下さい」

「いや……すごく気持ちいいな、これ」

「……っ♪」

　背後で喜んでいる気配がした。

　こんな事はもうさせちゃいけないと思いつつ、気持ち良いのでもうちょっとやってもらいたいなと思った時──、

「あら!?　れいなちゃん、ゆーくんと一緒に入っちゃってるの!?」

　母さん!?

　思わず振り向くと、磨すりガラスの向こうに母さんの影が映っている。

　まずい！　こんな場面見られたら、何を言われるか……妹にこんなことさせる奴は、家に置いておけません！　とか言って、俺だけ別居させられたり!?

　振り返ったせいで、妹の問題がありすぎる姿が目に入る。

　見えないと安心していたのか、前を隠していたタオルは片かた膝ひざに畳まれている。

　ふくらみかけたおっぱいと、細い腰、へその下まで余すことなく晒さらされている。

　いかん！　つい見み蕩とれてしまった！

「ま、待って、母さん！　これには深いわけがっ!!」

　と慌てる俺とは対照的に、れいなはご機嫌な様子で返事をする。

「はい、ママ。お兄ちゃんのお背中を流してあげてます♪」

「まーそうなの～仲の良い兄妹ねー」

　磨りガラスの向こうから、脳天気なコメントが返ってくる。

　……怒られない？

　疑問に思いながらも、ほっとする。

　もしかしたら……母さんからすれば俺は幾つになっても子供だし、れいなも見た目が幼いから、小学生同士が風呂に入っている感覚なのかも……え？

　……気のせいだよな。

　磨りガラスの向こうで、母さんが服を脱いでいるように見えるのは。

　しかし、確実に肌色の面積が増えているような。

　嫌な予感がピークを迎え、俺の中で警報が鳴り響く。

　唐突に扉が開き──、

「ゆ～うくん♥　れ～なちゃ～ん♡」

　全裸の母さんが入って来た。

「んなっ!?」

　最後に見たのは、幼稚園のときだったろうか。

　正直うろ覚えだが、その時の記憶とまったく変わっていないように感じる。

　当時は何とも思わなかったが、この歳になって改めて見ると……。

「なーに？　ゆーくんったら、じろじろ見ちゃって～。興味のある年頃になったのかな～」

「お、俺を幾つだと思ってんだ!?」

　よく見ると、風呂に入る前から母さんの頰は上気している。

「……酔ってるな」

「えへへ、飲み過ぎちゃった～。お父さんは酔い潰つぶれて、もう寝てる～」

　何てこった。ただでさえハイテンションの母さんに、酒という燃料が大量に追加されている。これはもう炎上案件だ。

「と、とにかく出て行──」

「うわぁ……ママ、キレイですです！」

　れいながうっとりした目で見上げている。

「うわぁ～ありがとー♪　れいなちゃんもカワイイわっ♡」

　確かに、アラフォーの主婦のくせに、無駄にスタイルがいい。魔族謹製のアンチエイジング機能付き指輪を愛用しているせいだろうか。

　もちろん、リゼル先輩たちとは比べるべくもないが、妙なエロさがあるというか。

　母さんは後ろ手に扉を閉める。

「母さんだけ仲間はずれなんて、さびしいもん！　じゃ、ママもゆーくんを洗っちゃおうかな！　れいなちゃんはその後でね！」

「はいです！　それじゃ、ママは前の方をお願いするです！」

「りょーかい！」

　敬礼をすると、俺の前に回り込んでくる。

「了解じゃねえよ！　実の子供と何してんだ!?」

「何って、親が子供と一緒におフロに入ってるだけじゃない」

「う……そ、それが、ヘンだってんだ！」

「ただの家族風ぶ呂ろでしょ？　温泉旅行に行っても、よくある話じゃない」

「……」

「もう、ヘンなゆーくん。はい、背筋伸ばして」

　そうなのだろうか!?　変なのは俺の方なのだろうか!?

　なんか、だんだん分からなくなってきた……。

　母さんはボディソープを手の平で泡立てて、俺の胸に広げてゆく。

　気持ちいい……けど、子供の頃の記憶でも、母さんに洗ってもらったことなんてあったっけ？

　背中では、れいなの体が俺の背中に押し付けられて……って、おい!?

「れいなっ！　何をしてんだ!?」

　まだ小さいながら、ふわふわとした柔らかさと、肋ろつ骨こつの感触が伝わってくる。先輩とも雅とも違う独特の快感に、意思が流されそうになる。

「はい。れいなが見た本の中に、こうしてるのもあったので……」

　それは、明らかに見ちゃ駄目な本だ!!

　さすがに母さんも、これはＮＧに違いない。

「はーい、ばんざいして」

　母さんはまだ酔ってるのか、れいなのことは全然気にすることなく、ご機嫌な笑顔で俺の手を摑んで、バンザイさせる。

　腋わきの下に母さんの手が伸びる。少しくすぐったい。

　さらに下に手が滑って、腰から足の付け根、重力に従うように中心へと滑り落ちる。

「さてさてー、ここはどうかな～♥」

　うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおいっっっ!?

「どっ、どこさわってんだ!?」

　母さんは両手をわしゃわしゃさせながら、泡立てている。

「だってー息子がどれだけ成長したかー確認しないと！」

「せんでいい！」

「でも、母親の義務だと思うの！」

　俺は母さんの手を摑み、何とか引き剝はがす。

「うぬぬっ……れいなちゃんっ！　ヘルプ！」

「わかったですです！」

　両脇から、れいなの白い手がにゅっと伸びて、俺の股こ間かんを襲う。
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　うわぁああああああああああああああああああああああああああああっっぅ!!

　そんな熾し烈れつな入浴がしばらく続いた。

　心身共に疲れ果てた俺は、隙を見て脱出をしたが、母さんとれいなはその後も一緒の風呂を楽しんでいたようだ。

　ちなみに翌日、母さんはこのことを何も覚えていなかった。

　恐るべし、盛岡さくら。







[image: 第三章　もし死がやり直せるなら]

　おっとりとした知的美人教師、中なか野の鶴つる子こ先生が板書をしながら授業を進めていた。

「このように処刑には色々な効果があります。自分の障害を排除するだけでなく、他者への見せしめ。その場合も、どれだけ民衆に恐怖を与えるかによって手段も見せ方も変わります。やり方次第で、それ自体をショー的な娯楽にすることも可能です」

　もう来週には期末試験が迫っているというのに、上の空で聞いている。頭の中は、どうやってれいなを助けるか、それしかない。

　今のところは、母さんからの過剰な愛情でれいなは体を保っている。しかし、根本的な解決には至っていない。

　れいなの体の中心となっている核をどう交換するか。

　その答えが未いまだに出ていない。

　気が付くと、いつの間にか授業が終わっていた。

　この分じゃ、期末試験は散々な結果になりそうだ。ただでさえ見慣れない科目ばかりなのに。

「ねえ、ユート。この前の実力試験の結果がバーンって張り出されてるって！」

　大きな胸を揺すりながら、雅みやびがやって来た。

「追い打ちをかけられた気分だけど……一応、見に行くか」

「そっだね！　でもガーンってなるのはイヤだから、アタシは先にパレスに行ってる！」

　おいっ！

　いいのかそれで!?　と、問い詰める間もなく、雅は教室を出て行った。

　一応見に行ってから、俺もパレスへ行くか……。

　俺は教室を出て、結果が張り出されている職員室の前へ行った。

　しかし──、

「……ないな」

　張り出されるのは、上位百名だけのようだ。当然のように、俺と雅の名前はなかった。

「寂しくもあるが、上位だけってのはある意味優しさだな……」

　そうつぶやいたとき、肩をぽんと叩たたかれた。

「よう」

　髪を金髪に染めた、ぱっと見チンピラっぽいこいつは、

「ゲルト。お前は何位だったんだ？」

『世界ワールド』のアスピーテのカードだったゲルトである。俺が銀ぎん星せい学園に来て、一番最初に絡まれた相手だ。しかし、今ではたまに声を掛け合うような仲になっている。

「んー今回はイマイチだったな」

　と、首をすくめた。とすると、恐らく俺と同じく名前がなかったのだろう。思わず親近感が湧いた。

「そっか。お互い頑張らないとな」

「ああ、特に俺は、もう魔王大戦には関わらねーって決めたからな……こっちで、もっとガンバらねーと」

　そうか。俺がアスピーテを倒してしまったせいで、こいつは自分の夢をあきらめたことになるんだ。

「……何か、悪いな」

　そう言うと、ゲルトは奇妙なモノを見るような目で俺を見た。

「ホントに変な奴だな……んなもん、魔王大戦なんだから当たり前だろーが。つか、もっと勝ち誇るのがフツーだぜ」

　もちろん勝ったのは嬉うれしいが、本人の前で必要以上に勝ち誇るのはどうかと思う。それに、新しい道に進もうとしているゲルトの前向きさは尊敬出来ると思った。

「それに、俺が魔王大戦から撤退するのは、どっちかってとアスピーテ様のせいだしな」

「どういうことだ？」

「お前にぶっ飛ばされて以来、部屋に引き籠こもって出てこねーんだ」

「部屋に……って」

　ん？

　そういえば……アスピーテは、確かにぶん殴って気絶させたけど……それだけだった。

　イビザのときみたいに、黒い沼に飲まれて地獄に送り返されたりはしていない。

　ってことは──、

「アスピーテって、まだ魔王大戦の資格があるのか？」

「ああ。けど、ありゃもうダメだ。再起不能、リタイアだよ」

　確かに嫌なヤツだったし、リゼル先輩に酷ひどいことをした。当然の報いだとは思うが……今の状況を聞くと、ちょっと気の毒な気持ちになる。

「ま、そんなこともあって、俺も家業を継ぐ方に力を入れようと思ってよ。だから次期魔王になりそうなヤツとは仲良くなっておきてーわけだ……ってことで、よろしくな！」

　ゲルトは親指を立てて、ニカッと笑った。まったく現金なヤツだ。

「ちなみに人間界では、うちは鉄鋼業をしてるからな。新しん釜かま石いし製鉄ってんだ」

「聞いたことあるぞ？　それってかなり有名なんじゃ……」

「ああ。日本有数の鉄鋼会社だぜ」

　お前……いいとこのボンボンだったのか!?

　そういえば銀星学園は、魔界の貴族たちが集まる学園。俺が特別なだけで、みんな超の付く大金持ちだった！

　くそ……なんか裏切られたような気がするのはなぜだ……。

　こいつ、何だか庶民オーラが滲にじみ出てるんだよな。でも、事実は認めなければ。別にゲルトが悪いわけじゃない。

「そっか……それじゃ、成績も頑張らなきゃいけないわけだ。大変だな」

「あー、学年五位じゃ、全然だぜ」

「……」

　張り出された順位をもう一度頭から見ると、一位と五位に見覚えのある名前がある。

　一位、好こう摩まルキ。五位、釜かま石いしゲルト。

　俺は反射的にゲルトの胸ぐらを締め上げた。

「ゲルトぉおお！　この裏切り者がぁああああああああ!!」

「なっ!?　なに急にキレてやがんだよ!?」

　そんなやり取りをしてからゲルトと別れ、俺はパレスに向かった。階段を上っているとき──、

「あ、ユートくん」

　上の方から声がした。

　顔を上げると、階段の踊り場に立つ『審判ジヤツジメント』の魔王候補、好摩ルキの姿。

　五位の次は一位。正真正銘、天上界にお住まいの方が現れた。

　そしてその可愛らしさも天使級。ただし、男。

「ルキ、お前も順位を見に行くのか？」

「うん。でもユートくんとお話し出来るなら、それは後でもいいや」

　くるりと回って、可愛らしいポーズをキメる。

　ふわりと舞い上がったミニスカートから、柔らかそうな真っ白な太ももがチラリ。

　それだけならまだいい。しかし、どうみても女性用のパンツが見えた気がするのは、目の迷いだろうか？

「俺と話って？」

　踊り場まで上がって話を聞こうとすると、せっかくだからと屋上に誘われた。

　そのまま階段を上り、鉄の扉を開けると屋上に出ることが出来た。結構広く、そして誰もいない。何かヒミツの相談をするには良さそうなシチュエーションだ。

「えっとね……」

　ルキは両手の指先をもじもじとさせながら、上目遣いで俺を見つめる。

　その仕草、可愛すぎてヤバい。

　つか、何でそんな今から告白します、みたいな雰囲気出してんだよ！

　……何かこう、いけないものに目覚めてしまいそうだから、許して欲しい。

「あのね……同じ魔王候補としては訊ききづらいんだけど……誰かから、手を組んで戦おうとか誘われてない？」

「何だそれ？」

　反射的にそう答えると、ルキは少しほっとしたように胸に手を当てた。

「よかった～ボクだけ仲間はずれだったら、どうしようかと思ったよ」

　ルキは一人で納得している。置いてきぼりな気分になった。

「ちょっと待ってくれ。全然分からないんだが」

　ルキは「あ」と気付くと、自分で頭をこつんと叩いて、ペロッと舌を出した。

「ごめんね。話がヘタで」

　ついでに片目をパチリとつぶってウインク。

　……なんか、いちいち可愛いな。男とか噓じゃないの？

「何だか、魔王候補の間でヘンな動きがあるみたいなんだ。誰かが、同盟を作ろうとしているらしくて」

　同盟？

「誰と誰が手を組んでいるのか、全然分からないんだ。そもそも、誰が中心になっているのかも」

　そんな動きをしている奴がいるとは、予想外だった。

　魔王候補は──と言うか魔族は、他人と協力するというイメージが薄い。

「意外だな……それって、声をかけられていないヤツは不利ってことか？」

「うん。示し合わせて、集団で襲われたら恐いなって思って……ボク、お話し出来るのはユートくんくらいしかいないから、それで……」

　ルキは不安そうにスカートの裾すそをつまみ、もじもじと腰を揺らしている。

　……だから、カワイイからやめい。

　そう言いたい気持ちをこらえ、俺はルキに訊いた。

「となると……声をかけられていない者同士、対抗して共同戦線を張った方がいいのかも知れないな」

「うん。それで……いきなりだから、同盟は難しいかも知れないけど……ボクとユートくんって、特別な関係になれないかな？」

　特別な関係!?

「え、えっと……それって……どういう意味だ？」

「うーん……例えば情報交換とか、助け合ったりとか？　そういうの」

　だったら、最初からそう言え!!　心臓に悪いわ！

　悪い話ではない。そう思ったが、俺はルキのことをよく知らない。見るからにいい奴そうだが、そこは魔族。油断大敵だ。

「そうだな……とりあえず、敵の情報が何か入ったら、お互い共有するくらいか」

「うん。まずは、そんなところからだね」

　ルキは満足そうにうなずいた。

「せっかくだから、ユートくんのことも、色々知りたいな」

　人懐っこい微笑みを浮かべ、髪をかき上げる。白くて華きや奢しやな首筋に、思わずドキリとしてしまう。

「ユートくんは人間だよね。魔族が争うこの魔王大戦ってどう思ってるの？」

　そもそもな質問だな……しかし、魔族からすると当然の疑問かも知れない。

「正直、部外者な感じはしてる」

「そっかぁ、でも無理もないよね。魔界の王を決める戦いだもん」

「けど、人間の運命も左右されるんだから、他人ひと事ごとじゃない。魔王は魔界の王であると同時に、人間界の王でもあるんだ」

「でも、魔族と戦わなきゃならないんだよ？」

「人間の力は小さいから、どうせ何をやっても無駄。そう考えたくはないんだ。自分たち人間も関わる問題だから、俺も出来るだけのことはしたい」

「へええ～すごいなあ……。普通だったら、魔王大戦に参加すること自体、絶対にあきらめてると思うよ」

　嫌いや味みではなく、本当に感心しているらしい。

　邪気のない瞳ひとみがちょっとくすぐったい。俺は照れ隠しをするように続けた。

「偉そうなことを言ったけど、今のは後付けの理由だよ。最初は、ただの成り行きだ」

「それが……だんだん変わっていったの？」

「ああ。イビザのような邪悪な奴が魔王になる可能性もある。あいつが支配する世界なんて、想像もしたくない。そう考えたら、俺が頑張らないとって……」

「ユートくんは、魔王になったら魔界をどうしたいの？」

「え!?」

　そうか、そうだよな。だって、魔界の王なんだから。

　よく考えてみると……俺は魔界がどんなところなのか良く分かっていない。

　俺は人間界のことばかり考えていたが、魔王になるということは、魔界に対しても責任を負うということだ。

「それは……悪い。自分でもよく分かってない。でも……」

「でも？」

「……何だかんだ言って、俺が魔王大戦に参加しているのは、リゼル先輩たちの期待に応こたえたい、というのが一番の理由って気がする。俺はリゼル先輩たちを信用しているんだ。だから、魔界をどうするかについても、きっと相談して決めるだろうな」

「そうなんだ。ふふっ、ユートくんのことが分かってきた気がして、嬉しいよ」

　心からそう思っているらしく、にこにこの笑顔。思わず釣られて、こっちまで微笑んでしまう。

「じゃ、もしだけど……人間のことを思いやって、愛してくれる魔王候補がいたら……その人に魔王の座を譲ってもいいと思う？」

「……それは」

　もし信頼出来る魔王候補がいたら……。

　そうなったら、俺が戦う理由は何だろうか？

　しかし、そんな魔族が存在しうるのだろうか。

「どうだろうな……」

「分からない？」

「その人を目の前にしてみないと、何とも言えないな」

「それもそうだね」

　二人で笑い合った、その時──、

「それじゃ、よく見てみるんだな。この俺を」

「!?」

　階段への扉が開いて、見知らぬ生徒がぞろぞろと入って来た。

『注意喚起。危険が近付いています。注意を怠らないでください』

　アルカナの警告が耳に響く。

　……全部で四人。

　先頭を歩いている男がリーダー格のようだ。

「この俺が学園に顔を出すなんざ、メチャレアだぜ？」

　その顔はやつれて、目の周りに隈くまもできている。ウェーブのかかった緑色の髪も、乱れてボサボサ。制服はヨレヨレで、所々に塗料のような染みが付いている。

　誰だと訊く前に、ルキが俺に囁ささやいた。

「あれは、二年の高たか崩くずれマリオス先輩だよ。確か『塔タワー』の魔王候補のはず」

　マリオスが片手を上げると、背後に並んでいた三人の生徒が前に出る。

　となれば、あいつらは『塔タワー』のカードたち。

　分からないのは、三人全員、手にフィギュアを持っていることだ。エイリアンのような不気味な化物、日アサの変身ヒーロー、それに……ビキニ・アーマーの女戦士？

　一体、何がしたいんだ？　こいつら。

　俺の表情を読み、マリオスはニヤリと笑った。

「『恋人ラバーズ』の盛もり岡おか雄ゆう斗と。俺たちと一緒に来てもらおうか」

　ルキじゃなく、標的は俺か……。しかし、なぜわざわざ？　襲う気なら、不意打ちをしてきそうなものなのに。

「一体、何の用だ」

「まースカウトだよ。同盟に入らねえかってな」

　──!?

「それじゃ、お前なのか。他の魔王候補に声をかけて、同盟を結ぼうとしてるってのは」

　マリオスは少し驚いたように目を剝むいた。

「なんだよ……もう話題になってんのか。耳が早いな」

　ルキは、不安そうな顔で俺を見上げた。

「ユートくん……」

「そっちの『審判ジヤツジメント』には用はねえ。やり合うつもりもねーから、帰っていいぜ」

　ルキは困ったように眉まゆを寄せた。

　さっき俺と協力しようと言った手前、どうすべきか悩んでいるのだろうか。或あるいは、俺がマリオスと組んで、この場でルキを殺そうとするんじゃないかと警戒しているのかも知れない。

　動かないルキと俺に、マリオスは痺しびれを切らしたように言った。

「ま、とにかく『審判ジヤツジメント』は関係ねえ。『恋人ラバーズ』は力尽くでも連れてくぜ。幸い一人みてーだしな」

「なんだと？」

「行け!!　業なり平ひら！　芝しば！　浪速なにわ！」

　マリオスが名を呼ぶと、フィギュアを手にした三人が身構える。

　一斉に攻撃してくる──かと思いきや、三人とも一歩も動かない。その代わりに、手にしていたフィギュアを空に放り投げた。

　そのフィギュアは空中でくるくると回転し、膨れあがってゆく。

「なっ!?」

　それは現実に存在していたらその大きさだろう、と思われるサイズまで巨大化。足音を響かせて、屋上に降り立った。

「噓だろ……」

　エイリアンと変身ヒーロー、それと……ビキニ・アーマーの女戦士が俺の前に並んだ。

「見たか！　これが俺たち『塔タワー』の力だ！」

　マリオスは勝ち誇ったように両手を広げた。

「ま、これが同盟に参加するためのテストだ。せいぜい抵抗してみろ。死んでも……そりゃぁ事故だしな……お前ら、本気でやれ!!」

「はい！」

　マリオスの三人のカードが返事をすると、フィギュアだった三体が襲ってきた。

「ユートくんっ！　逃げよう!!」

「おっ、おう！」

　ルキに制服の裾を引っ張られ、俺は後ろを向いて走り出した。

「って、逃げるのか!?」

「だってあいつら同盟なんでしょ!?　他にも伏兵がいるかも！」

「確かに！」

　ルキは思ったより足が速く、俺の少し前を先行している。

「反対側にも階段があるから！」

「分かった！」

　しかし屋上は広い。向こうに着くまでに追いつかれなければいいが──!?

　真横に変身ヒーローの仮面があった。

　こいつら、スペックも設定通りなのか!?

「『駿足鬼ストライド』!!」

　魔法を使って俺も加速する。ルキも同じ魔法を使ったらしく、横に並んでいる。これで、あっという間に向こう側へ着く。そう思った時、目標の扉が開いた。

「ふ、希望が打ち砕かれる様を見るのも、悪くない」

　そこからビジュアル系の男、そしてその男の肩に手をかけた派手な女が姿を現す。

「あれは『月ムーン』の北きた上かみルナティックと『太陽サン』のサンサ・サマーズ!?」

「なにぃ!?」

　また魔王候補か！

　今まであまり姿を現していなかったのに、突然次々と現れやがる!!

　俺とルキは立ち止まった。

　ルキが俺の背中に回り、『塔タワー』のカードが放ったフィギュアと向かい合う。

「くそっ……」

　前門の虎、後門の狼か……。

　どちらかを選ばなきゃならないのなら、魔王候補二人よりは一人……しかしそれも罠わなかも知れない。

　決めかねていると、サンサがルナティックに甘えるように訊きいた。

「ねールナ、これで一応責任は果たしたわよね？」

「ああ、顔は出した。後は戦力を割けば義務は果たせる」

　同盟のルールみたいなものを話してるのか？

　俺の背後、反対側の出入り口でマリオスが叫ぶ。

「おい！　『月ムーン』に『太陽サン』！　そいつが逃げないようにしとけよ!!」

「心配するな。ちゃんと適任者を連れてきてある」

　ルナティックとサンサの後ろから、一人の少女が姿を現す。

「我が組札スートカードのⅡ、ソーディア。後は頼んだぞ」

　そう言い残すと二人は扉の向こうへ姿を消し、代わりにソーディアと呼ばれた少女が残された。

　薄茶色の髪に、フェミニンな白い制服。ぱっと見、お嬢様学校に通う女子高生に見えるが、よく見ると妙なところで肌が露出しているし、スカートも短い。

「あぁ!?　一人だけ！　しかもⅡなんて序列最下位じゃねえか!!　俺は宮廷コートカードを連れてきてんだぞ!?　ふざけんなぁ!!」

　マリオスの叫び声に続いて、ルキの囁くような声が聞こえる。

「ユートくん。Ⅱが一人だけなら、そっちに逃げた方がいいよね」

「ああ、そうす──」

　ソーディアが伏せた顔を上げる。しかしその顔は良く分からない。

　目に、白い布が巻かれているからだ。

　レースのあしらわれた女の子らしいデザインだが、あれでは戦いようがない。

　しかし、まるで見えているかのように、ソーディアは俺をじっと見据えている。

　腰には、その姿に似つかわしくない二本の剣。

　ソーディアは、左右の手それぞれで、二本の剣の柄つかに手をかけた。

　俺の背筋に寒気が走る。

　そのとき、アルカナの声が聞こえた。

『警告。より危険な脅威が出現。注意を怠らないでください』

　マリオスのカード三人よりも、ソーディアが危険だと判断したのか？

「ルキ！　戻るぞ!!」

「え？　ええっ!?」

　俺が身をひるがえすと、ルキも遅れて付いて来る。

「ははは！　とち狂ったか『恋人ラバーズ』!!」

　俺は高笑いするマリオスに向かって走った。

「お前ら！　さっさと殺しちまえ!!」

「はっ!!」

　マリオスのカードたちが返事をすると同時に、三体の実物大フィギュアも、俺たちを目指して駆けてくる。

　変身ヒーローが床を蹴けって空高く舞い上がった。前転をして、キックの体勢に入る。

　あれがどれくらいの力を発揮するのか分からない。

　だから俺も最大火力！

「いくぜ！　『魔炎焦土フアイドゼノン』!!」

　目の前に魔法陣が展開し、地獄の釜かまがふたを開ける。

　今までは使えなかった上級魔法だが、魔法石精製の儀式が功を奏した。あの儀式が、結果的に俺の魔力の限界を上げてくれた。

　溶鉱炉の中身が撃ち出されたかの如く、『魔炎焦土フアイドゼノン』の燃えたぎる炎が変身ヒーローを撃ち抜いた。

「なにぃ!?」

　マリオスのカード、業平だか芝だか──は、焦った声を上げる。

　地獄の炎はそのまま変身ヒーローを飲み込み、あっという間に蒸発させた。

　一撃で消滅。

　しかし、その隙に、エイリアンが四つん這ばいになって駆けてくる。

「ルキ！」

「『爆雷鎚サンダリオ』!!」

　俺の声に応こたえて、雷系の中級魔法を放った。

　ルキは雷系が得意なのか？

　エイリアンは体を痙けい攣れんさせ、その場でのたうち回る。

　倒すまではいかなかったが、動きを止めることは出来たようだ。

　そのエイリアンの上を飛び越え、ビキニ・アーマーの女戦士が襲いかかる。

　宙を舞いながら繰り出された斬ざん撃げきを、俺たちは左右に分かれてかわした。

　そしてすかさず走り出す。全速力で『塔タワー』の連中へ突っ込んで行った。

「お前ら、下がれ！」

　マリオスはそう叫ぶと、自分も横に飛び退き俺たちに道を空けた。

　直接の戦闘は苦手なタイプなのか？

「ユートくん！」

「深追いはするな！　今は逃げるぞ！」

　そう言い放ち、階段への扉へ手をかける。

　その瞬間、鉄の扉が外れて飛んできた。

「ぐっ!?」

　突然のことに、何の対処も出来ずに吹き飛ばされる。

　それなりに重量のある鉄板で殴られたのと同じだ。俺は為なす術すべもなく、屋上の床を転がった。

「大丈夫!?　ユートくんっ!?」

　ルキが駆け寄って来て、渾こん身しんの力を込めて扉を俺の上からどかしてくれた。

「す、すまん……一体、何が？」

　体を起こすと、扉のなくなった出口に目をやる。

　そこには、新たに姿を現した三人の姿。

　真ん中の小柄な人影が、ポージングをキメた。

「真打ち登場！　力りき丸まるちゃんとその一味!!」

　合わせて、両脇のいかつい男子もマッスルポーズ。

　──なんか頭の悪そうな奴ら来た！

　真ん中の女子は、朱色の髪にポニーテール。へそ出しタンクトップにホットパンツ、ジャージの出いで立ちは、見るからに体育会系に見える。

　その両脇に控える男子はパンイチ。体育会系を通り越して、どう見てもボディビルダー。小麦色に日焼けした笑顔が、ムカツクくらいに晴れやかだ。

　思わず呆ぼう然ぜんとした俺に、『恋人ラバーズ』のアルカナが警告する。

『警告、敵に包囲されつつあります。退路を確保し速やかな撤退を推奨』

　ってことは、あれも魔王候補か！

　力丸と名乗ったジャージ女が、得意げに言い放つ。

「さあ、『力ストレングス』の偉大さを思い知りなさい!!　力こそ正義！　力こそパワー!!」

　力丸が合図をするように拳こぶしを前に突き出すと、両脇の男子が全身に力をみなぎらせる。

「ぬうぅうううううううん!!」

「ふおぉぁああああああっ!!」

　筋肉がパンプアップして血管が浮かび上がる。

　熱苦しい。

　そして盛り上がった筋肉から発せられる熱が、実際に熱風となって吹き付ける。

「「うおりゅぁあああああああああああああああ!!」」

　二人同時に、拳を屋上の床に叩たたき付けた。

「──っ!?」

　岩が割れるような音が響き、一瞬で床にヒビが広がった。

　次の瞬間、足下が崩れ落ちる。

　拳の一撃で、屋上をぶち抜きやがった!?

「っぁああああああああ!?」

「きゃぁあああああああっ!?」

　俺とルキは足場を失い、コンクリートの瓦が礫れきと共に、下の階へと転がり落ちた。

「く……ルキ！　大丈夫か!?」

「う、うん」

　それはそうと、こいつさっきから女みたいな悲鳴を上げやがるな！

　俺は立ち上がると、ルキに手を貸して引っ張り起こす。

「二手に分かれるぞ！」

「そっか、敵を分散させるんだね！」

　俺はそのまま廊下を走り、ルキは階段を降りて行った。

　時間を稼げば、騒ぎを聞きつけてリゼル先輩たちが来てくれるかも知れない。

　振り向くと、ビキニ・アーマーの女戦士とエイリアン、それにボディビルダー×２が追いかけてくるのが見えた。

　二手に分かれることなく、全員俺を追ってくる。

　ルキにはああ言ったが、実際のところ、狙いは俺だけだ。

　俺のせいで、ルキを巻き込むわけにはいかない。だから、ルキを先に逃がすことにした。

「とは言え！　どうすりゃいいんだこれ!?」

　全力で走るが、エイリアンのスピードが特に速く、もう少しで追いつかれそうだ。

　そして行く手の先に、一人の少女が待ち構えているのが目に入る。

　目隠しをして、両手に剣を持つ少女。

『月ムーン』のカード、ソーディア！

　ずらっと剣を抜く姿に、背筋が震える。

　右手の先に、下へ降りる階段が目に入る。

　下へ逃げるかと一瞬迷う。

　だが、その瞬間に追いつかれてしまう。

　くそっ！　ここで迎え撃つしかないか！

　俺はその場で立ち止まった。

　振り向きざまに『獄魔炎フアイザード』を放とうと、手を前に突き出す。

　その手よりも早く、俺の後ろから人影が飛び出した。

「!?」

「はぁあああああああああっ!!」

　その小柄な人影は、自分の体よりも長い日本刀を風のように振り回した。

　エイリアンの体が、宙に浮いたままバラバラになる。

　銀髪のツインテールを振り回すように剣を構え、その少女はビキニ・アーマーの女戦士を睨にらみ付ける。

「お兄ちゃんに！　お兄ちゃんに手出しはさせませんっ!!」

「れいな!?」

　れいなの殺気に、ボディビルダーたちも足を止める。

「大丈夫ですか!?　お兄ちゃん！」

「お前こそ！　そんな無理したら駄目だろ!!」

　その時、背後に凄すさまじい殺気を感じた。

　れいなが弾はじかれたように、俺の背中に回り込む。代わりに俺がビキニ・アーマーと睨み合う格好になった。

「厄介な人が……いるです、です」

　当然、あのソーディアという少女のことだろう。だが、れいなも知っているのか？

　突然、床を蹴ってビキニ・アーマーの女戦士が襲いかかる。

　再びくるりと身をひるがえし、れいなが俺の前で剣を振るった。

　下段から斜め上へ、女戦士が真っ二つになった。その体が床に倒れると、元のフィギュアに戻っていた。

　それにしても、さすがはれいな。

　普段は可愛らしい妹だが、剣を取らせればこれほど心強い味方はいない。

　しかし、

「──っ!?」

「れいな？」

　突然、胸を押さえ、れいなが苦しげな表情を浮かべた。

　その手から、長い日本刀がこぼれ落ち、床と音を立てる。

「れいなっ!?」

　ぐらりと倒れる体を抱きしめた。

「お、おいっ！　しっかりしろ！　れいな!!」

　人形のように無表情な顔。何も見ていない瞳ひとみ。

　まただ。

　前に倒れたときと同じ。

　でも、今のれいなには、母さんの過剰な愛情が注ぎ込まれているはずだ！

　それなのに、

　何で!?

　……まさか、いよいよ核の限界が……？

　このまま死ぬとかいうんじゃないよな!?

　震える手でれいなの頰に触れる。その顔にヒビが入った。

「!?」

　やめてくれ。

　やっと家族になったんだ。

　これから幸せになるんだ。

　幸せにしてやれるんだ。

　俺に、

　兄貴らしいことを、させてくれ。

　俺はまだ、何も、

　れいな！

　次の瞬間──、




　れいなの体が、粉々に崩れ去った。




「うおぉぁああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」




　俺の喉のどから、自然と絶叫がほとばしる。

　なんだ、

　何なんだよ、これは!?

　ふざけんじゃねえぞ!!

　こんなに、あっけなく──

　死んでいいはずが、ねえだろぉがぁあああああああああああ!!







　──!?







　目の前には、エイリアンがまさに飛びかかろうと身構えている。

　その向こうには、ビキニ・アーマーの女戦士。

　え？

　俺は手を前に突き出そうとしていた。

　そうだ。

　俺は振り向きざまに『獄魔炎フアイザード』を放とうとして──、

　いや、

　おかしい。

　何だこれは？

　さっき同じ事をしたはずだ。

　それとも、俺の記憶が間違っているのか。

　たまにおきる、デジャヴという現象。偽りの記憶。

　え？

　そうなのか？

　さっきはこの後、れいなが飛びこんで来て──、

　俺の前に、小さな人影が割り込んだ。

「!?」

「はぁあああああああああっ!!」

　自分の体よりも長い日本刀を、風のように振り回した。

　その切れ味は抜群で、エイリアンの体が宙に浮いたまま、バラバラになる。

　小柄な少女は、剣を構えたままビキニ・アーマーの女戦士を睨み付ける。

「お兄ちゃんに！　お兄ちゃんに手出しはさせませんっ!!」

「れいな……」

　れいなの殺気に、ボディビルダーたちも足を止める。

「大丈夫ですか!?　お兄ちゃん！」

「あ、ああ……」

　その時、背後に凄まじい殺気を感じた。

　れいなが弾かれたように、俺の背中に回り込む。代わりに俺がビキニ・アーマーと睨み合う格好になった。

「厄介な人が……いるです、です」

　きっとれいなは、俺の背中でソーディアの姿を見つめている。しかしその距離はまだ遠い。それよりもビキニ・アーマーの女戦士に応戦することを優先する。

　でも、その結果は──、

　予想通りか、記憶通りか、

　れいなはくるりと身をひるがえし、俺の前へ──、

「れいなっ!!」

　俺は魔法を出そうと伸ばしていた手で、咄とつ嗟さにれいなの腕を摑つかんだ。

「ふぇっ!?」

　有無を言わさず後ろから抱きしめる。身動きが取れないように、力を込めて。

「お、お兄ちゃん……っ!?　は、放して下さい！　こ、これじゃ、あいつを殺せませんっ！」

　れいなは驚きと恥ずかしさが入り交じり、あわあわした顔で必死に訴える。

「ダメだ！　絶対に戦うな！　次、剣を振るったら、お前は──っ!!」

「へ……？」

　きょとんとするれいなに、俺は必死に訴えた。

　あんな姿、もう二度と見たくない。

　二度と？

　さっき見たあれは、何だったんだ？

「なーるほど、オマエの一番大事なモノって、その人形なんだ」

　ビキニ・アーマーの女戦士とボディビルダーが道を空けた。その間をマリオスがニヤニヤしながら歩いてくる。

　まさか……さっきのデジャヴはこいつの仕業か？

　──いや。

　その後ろから、ピンク色の髪をした少女が姿を現す。

　人懐っこい、にこにこした笑顔。

　だがその腕には、その笑顔に似つかわしくない傷と流れ落ちる血。片手にはカッター。

　──恐らく、こいつだ。

　マリオスは勝ち誇ったような笑みを浮かべた。

「その人形が壊れるのが恐いんだろ？　だったら、コイツの能力で何度でもやり直せるぜ」

「何だと？」

「こいつは下しも鹿か妻づまりんね。『運ホイー命ル・オブの・フオ輪ーチユン』の固有魔法『無限再演リバイバル』は、時間を巻き戻し、繰り返すものだ」

「それじゃ……さっきのは、本当にあったことなのか……」

「そーゆーこった。もし大人しく言うことを聞くなら、気が済むまで同じ時を繰り返してやる。その人形は壊れずに済むぜ」

「く……」

　れいなが死なずに済む。

　もちろん、繰り返すだけでは根本的な解決にはならない。しかし今、れいなが助かったのは事実だ。もし同じようなことがあったら──、

「何だ？　何迷ってんだよ。だったら、決心が付くようにしてやろうか？」

　マリオスは懐から小さなフィギュアを取り出した。それは翼の生えた女性の姿。天使か女神のように見えた。

「小さい上に完成度もイマイチだが、オマエになら十分だろ」

「それが……何だっていうんだ？」

「こいつを壊すとな、オマエの一番大切なものが壊れる」

「!?」

「……お兄ちゃん」

　れいなが怯おびえたような声を出した。

　俺たちの反応に満足したように、マリオスは嬉しそうに微笑む。

「最高だろ？　最高だよな？　大切なものを失うのは！　取り返しのつかないことをしてしまうのは！」

　何なんだ……こいつは？

「あぁ……想像するだけで、ゾクゾクする。涙がこぼれそうになる。胸を搔かきむしりたくなり、この世の全てを壊したくなる。そんな快感を……与えてやるんだ。感謝してくれ。ああ、だがオマエに独り占めはさせない。俺も大切な作品をこの手で壊すんだ……一緒に最高の気分を味わうってワケだ」

　俺たちに対するサディスティックな喜びというのとも、少し違う。

　本当に、本音で、こいつは大事なもの、大切なものを失うことに喜びを感じているように見える。

　俺には全く理解が出来ないが。

　変態だ。

　それも、かなり業が深い。

「さあ答えを聞こうか『恋人ラバーズ』!!」

　マリオスはこれ見よがしに、手の中でフィギュアをもてあそぶ。

「こいつをぶっ壊して、オマエが一番大切にしているモノをまず壊そうか!?」

「く……」

「それがイヤなら、俺に従え！　黙って俺たちに付いて来るんだ！　俺たちの仲間……いや、奴隷となって働くんだ！」

「……お断りします」

「……あ？」

「……れいな？」

　れいなが返事をしていた。

　そっと俺の腕をどけると、れいなは前に出てマリオスを睨にらみ付ける。

「お兄ちゃんの一番大切なもの……それが何か分かりません。ですが、きっとれいなより大切なものがあるはずです。それは先輩たちかも、お父さんやお母さんかも……」

　れいなは燃えるような瞳ひとみを、マリオスに向けた。

「それならばこの身が滅んだ方がマシです！　お兄ちゃんの大切なものに、絶対に手出しさせません！　それが『恋人ラバーズ』の騎士ナイト……妹の務めです!!」

　れいなは改めて日本刀を構えた。

「ダメだ！　やめろ、れいな!!」

「へ……じゃあ、勝手に壊れろ。オマエが壊れた後で、そいつを殺すだけだ」

　せせら笑うように言うと、マリオスは手に持ったフィギュアを振り上げた。

「さあ、いくぜ──ん？」

　どこからか、地響きが聞こえてくる。

　まるで雷雲が近付いてくるような、腹の底を震わせる音。そして足の裏に伝わってくる震動。一体、これは……？

　マリオスの背後、廊下の先から聞こえてくる。しかしそこは、さっきボディビルダーたちが破壊した屋上の瓦が礫れきで塞ふさがっている。

　目を凝らした瞬間、その瓦礫の山が爆砕した。

「ユートくんっっ!!」

「な!?」

　砂煙を切り裂き、二頭のスフィンクスに引かれた古代の戦車が飛び出してくる。

　その手綱を取るのは、金髪に褐色肌の『戦車チヤリオツト』の魔王候補。

「ネイト!?」

　あれはネイトの固有魔法『覇道最速トツプランナー』が作り上げた戦車。その突破力の前では──、

　叫び声を上げる事も出来ず、ボディビルダーが踏み潰つぶされた。

「うおっ!?」

　マリオスが慌てて避よける。

　俺もれいなを抱きかかえると、廊下の壁に貼り付くようにして避けた。

　そのままネイトの戦車はビキニ・アーマーの女戦士も粉砕し、俺たちの前を通り過ぎる。

　そして、スピンターンをキメるように停止すると、ソーディアを威嚇するように睨む。

「引きなさい！　何人であれ、踏み潰しますよ！」

　しかしソーディアは剣を納めない。

　そんな二人を、マリオスは怒りを込めた目で睨む。

「畜生……どいつもこいつも！」

　ギラつく目を俺に向けると、マリオスは再びフィギュアを振りかざした。

「てめーら、そこを動くんじゃねえぞ！　こいつをぶっ壊しても──」

　しかし、その手首で、小さな爆発が起きる。

「『爆裂デトネイト』!!」

「ぐあ!?」

　マリオスの手から、フィギュアがこぼれ落ちた。

　床に向かって落下してゆく、それを──、

「たぁあああああああっ!!」

　風のように駆け抜けた少女がキャッチする。

　俺の横を一瞬で通り過ぎた人影。

　金髪のツインテール、派手で肉感的な体が、スライディングしながらフィギュアを受け止めていた。

「雅!?」

「あはは！　ギリギリだけどバッチリ！　んじゃ次はっ！」

　雅はすぐさま立ち上がると、マリオスへ回し蹴げりを繰り出す。

「はぁああああああっ!!」

　マリオスは『魔障壁バリカーデ』でガードしたものの、廊下の壁に叩たたき付けられた。

「ぐうおぅっ!?」

　壁にめり込みながらも、マリオスは鬼のような形相で雅を睨む。

「この……アマぁ……」

　しかし、雅も一歩も引かずに睨み返す。

　張り詰めた空気が辺りを支配する。

　その空気を打ち消すように、

「よくも、うちの魔王候補にちょっかい出してくれたわね」

　耳に心地ここち好よい、涼しげな声が響いた。

　振り向くとそこには──、

「リゼル先輩!!」

　ソーディアと対たい峙じするネイトとの間にある階段。どうやら、リゼル先輩と雅はその階段を上ってきたようだ。

　リゼル先輩は申し訳なさそうに、俺に微笑む。

「遅くなってごめんなさい。でも──」

　リゼル先輩は俺の横を通り過ぎ、マリオスを睨み付ける。

「私が来た以上、好きにはさせないわ」

「……姫ひめ神かみ、リゼル」

　壁から体を起こすと、マリオスは苦々しい顔で先輩の名を呼んだ。そして、改めて自分たちとの戦力差を比較するように、順番に顔を見渡してゆく。

「……ちっ！　行くぞ!!」

　りんねに荒々しく声をかけると、きびすを返して去って行く。りんねも、その後に付いて姿を消した。

　振り向くと、ネイトの向こうにいたソーディアも姿を消している。

　どうやら……助かったようだ。

　俺は肩から力を抜くと、リゼル先輩に頭を下げた。

「先輩、おかげで助かりました。雅も、ありがとう」

「えへへ、アタシにかかればこんなもん！　ザシャーって行ってバシッて！」

「お、おい！　その人形大事に！」

　雅がフィギュアを握りしめた手をぶんぶん振るので、気が気ではない。

「雅、その人形を」

　リゼル先輩が雅からフィギュアを受け取ると、何かを調べるようにじっと見つめた。

「確かに呪じゆ術じゆつ的なものを感じるわ……これはうちで責任を持って預かるわね」

　勿もち論ろん異存はない。うなずいたところに、『覇道最速トツプランナー』の戦車を消したネイトがやって来た。

　旧知の友人に向ける笑顔で、リゼル先輩は迎えた。

「助かったわ。ネイトが時間を稼いでくれたおかげよ」

「そ、そんな……あたしは」

　と恥ずかしそうにうつむき、指先をこねまわすように動かしている。

「いや、本当に助かったよ。ありがとう、ネイト」

　俺からも礼を言うと、ネイトの頰が赤くなり、指先の動くスピードが倍になった。

　俺をチラチラ見上げては視線をさ迷わせる。

　何か困っているみたいだけど……どうしたんだろう？

　いつもながら、戦車に乗っているときの颯さつ爽そうとした姿とはギャップが凄すごい。

　ネイトは意を決したように顔を上げると、リゼル先輩に話しかけた。

「で、でもね……リゼル。もう少し気を配らないと、ダメ」

「え？」

　先輩は意表を衝つかれたように、少し体をのけぞらせる。

「リゼルも雅ちゃんも、ユートくんのカードなんだから……もうちょっと気を付けて。ユートくんが危ない目に遭わないように、注意しないと……」

　予想外のダメ出しに、先輩も雅も目を白黒させた。

「え……そ、そうね……えっと、ごめんなさい。気を付けるわ」

「ア、アタシも……その、ごめんなさ……い？」

　戸惑いながらも、二人は謝罪した。

　しかし頭の上には？が浮かんでいる。

　まさか他の魔王候補にダメ出しをされるとは、二人とも夢にも思わなかったろうし、俺も思ってなかった。

　そんな俺たちの空気に気付かないのか、ネイトはさらに苦言を呈した。

「常に誰かを側に置いた方が、いいんじゃないかな……今回はたまたま運が良かったけど。ユートくんは今のところ魔王大戦で一番成績を挙げてるし、目立つから。あ、目立つといえば、人間だからって簡単に倒せると思って襲ってくる人も多いかも知れないし」

　ネイトは勢いづいたのか、グイグイとリゼル先輩に迫ってゆく。

　その勢いに気け圧おされて、リゼル先輩は思わず後ろに一歩下がった。

「え、ええ……ネイトの言うとおりだわ。少し、警備体制を考え直してみるわね……」

　まさか、ネイトに押されるリゼル先輩を見る日が来ようとは思わなかった。

　リゼル先輩は妙な汗をかきながら、引きつった笑みを浮かべた。

「で、でもね、ネイト？　あなた……『戦車チヤリオツト』の魔王候補よね？」

　そこでようやくネイトは、ハッと我に返った。

「あ……ああああたし、そそそそのっ！」

「気持ちは嬉うれしいけれど……その、いいの？　『戦車チヤリオツト』の魔王候補として……」

　雅も、疑わしそうな目で、ネイトをじっと見つめた。

「うん。なんか……アタシたちよりユートのこと心配してそうなカンジだけど……ネイトって、まさか……」

　一瞬でネイトの顔が耳まで真っ赤に染まる。

「あわわわ、そそそ、それは……そんなっ！」

　きょろきょろとさ迷うネイトの視線が、俺の顔にぴたりと止まると、

「ひやぁああああっ!!」

　と、奇妙な叫び声を上げ、回れ右をして逃げるように走り去った。

「どうしたんだ……ネイトは」

　あまりの挙動不審さに心配になった。

　しかし、リゼル先輩は冷静に言った。

「ユートは気にしなくていいわ」

　そしてリゼル先輩はじっとりした目で、去って行くネイトの後ろ姿を見ていた。

　気にするなと言われたけど……ネイトに助けられたことに変わりはない。いつか、この借りは返さなきゃな……。

「それはそうと」

　リゼル先輩は、れいなに歩み寄ると、

「ネイトのおかげもあるけれど、れいなも良くやったわ。でも……無理させちゃったわね。ごめんなさい」

　そう言いながら、れいなの頰をそっと撫なでる。褒めているが、その表情は痛々しい。先輩の瞳ひとみから、心の痛みが伝わってくるようだった。

　れいなは心配をかけないようにと思っているのか、元気よく返事をした。

「い、いえいえ、ぜんぜんですっ！」

　そんなれいなを、雅は後ろからぎゅっと抱きしめる。

「これからはアタシたちがしっかりするから！　れいなは休んでて！　でないと、アタシたちがハラハラしちゃうし」

「はい……すみませんです」

　れいなは、少し照れくさそうに微笑んだ。

　敵の能力とはいえ、れいなが死ななかったのは本当に良かった。

　しかし、もう一刻の猶予もないことを思い知らされた。

　そして──、

　いよいよ魔王大戦が本格的に動き出したことも実感させられた。

　今までのようにノンビリしていては、いつ寝首をかかれるか、後ろから刺されるか、分かったものではない。

　しかし悪いことばかりではない。

　危機一髪ではあったが、ルキが教えてくれた同盟について情報が得られたことは収穫だ。

　恐らく敵の首謀者は『塔タワー』のマリオス。

　そして同盟のメンバーは、『力ストレングス』『月ムーン』『太陽サン』それに……『運ホイー命ル・オブの・フオ輪ーチユン』。

「リゼル先輩、今のことを報告しておきたいんですが、これからパレスで打ち合わせ出来ますか？」

　先輩は頼もしい笑顔で応こたえた。

「もちろんよ」

　しかしその瞳は、背筋が震えるような殺気に輝いていた。

「次は、こちらが仕掛ける番よ」
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「はーい。星ほしガ丘おかステラさんＯＫでーす。おつかれさまでしたーっ！」

　アシスタントディレクターの声で、スタジオの緊張感が一挙にゆるむ。

「ステラちゃん、おつかれしたーっ！」

「今日も良かったよーステラちゃん。おつかれー」

「あはは、お疲れ様でーす。それじゃお先しまーす」

　歌番組の収録が終わり、ステラはスタジオを出た。きらびやかなステージ衣装で、地味な廊下を一人で歩いて行く。

　マネージャーはいない。

　自分のマネージメントは自分自身で行う。それが彼女のポリシーだ。

　控え室に戻ると、手早くステージ衣装を脱いでゆく。

　鏡には、徐々に肌が露あらわになる自分の姿。

　ファンが見たら、一発で発情しそうな艶あで姿すがたである。

　ステラの控え室は特別製で、ホテル並みのシャワールームとパウダールームが完備されている。ステージで照明の集中砲火を浴び、激しいダンスをしたおかげで汗だくだった。家に帰る前に、軽くシャワーを浴びてゆくことにした。

　時間は夜の十一時。

　日付が変わる前には自宅に帰れるだろう。

　ステージ衣装をハンガーに掛けると、バッグを片手に下着姿でパウダールームに入る。背中に手を回して、ブラのホックを外す。拘束を解かれ、おっぱいも力を抜いたように形を変える。

　鏡にはブラの跡が残るおっぱいが映っている。我ながら綺き麗れいな形だと思った。白い肌にうっすら浮かぶ色素の薄い乳首も上品なことこの上ない。

　その先に、そっと指先で触れる。

　自分以外の手が、これに触る日が来るのだろうか？

　ふと、リゼルがユートに胸を揉もまれている姿を思い出した。

『恋人ラバーズ』だから仕方ないとはいえ……よくやるわね、リゼルも。

　心の中で呆あきれたように、或あるいは感心したようにつぶやく。何だか、ユートに触られているような気持ちになりそうで、胸の先から手を離す。

　その指先は左胸の柔らかな曲線をなぞり、胸の谷間近くにある小さな星で止まった。

「ふふっ」

　ステラは満足そうに微笑むと、その星を愛いとおしそうに撫でる。

　入れ墨のようでいて、違う。

　その星は色味を変えながら、美しく輝いていた。

「これがある限り、そう簡単にあたしの胸に触る男は出てこないでしょうね」

　そうつぶやくと、今度はパンツに手をかけて下におろした。白くつるんとしたお尻しりがさらけ出され、足を上げて下着から引き抜く。

　一糸まとわぬ正面ヌードを鏡に映し、ステラは満足感に浸った。

　ステージ衣装も自分を引き立たせるが、やはりこの美しさには敵かなわない。

　何も身に着けない、この姿が一番キレイだ。とはいえ、他人にはそう簡単に見せるわけにはいかない。

　しかし、この夏は水着グラビアくらいやっても良いかも──と、今後の予定を考えながら、シャワーブースに向かった。

　蛇口のレバーを上げると、最初は冷たい水が少し出るが、すぐに温かいお湯へと変わる。

「あー……気持ちいい……」

　つい、独り言が漏れる。

　髪をあまり濡ぬらさないようにして、全身にお湯を浴びる。ぴちぴちの肌がお湯を弾はじき、雫しずくとなって全身をくまなく流れる。

　家に帰ったらしっかり入浴するつもりなので、軽く汗を流すだけで十分。ステラはお湯を止めると、パウダールームに戻り、備え付けのバスタオルを手に取る。そうして、高価な美術品を拭ふくように、肌についた水滴を拭き取ってゆく。

　光り輝くような肌は、まさに芸術品。傷一つ、染み一つないし、これからも付けるわけにはいかない。

　しかし肌の手入れは、持ち歩いているボディローションを軽く付けるだけにした。家で入浴した後でちゃんとやろう。

　バッグの中から買ったばかりの新しい下着を取り出す。フランスの高級ブランドのセットアップ。白のハーフカップブラとショーツだ。

　刺し繡しゆうとレース使いが大胆で、肌も、乳首も、うっすら透けて見える。

　見た者が、ひざまずかずにはいられない。セクシーさが強さに感じられる姿。

　他人に見せるわけではない。しかし、服の下にこれだけの美しさを隠し持っているという事実が自信につながり、雰囲気や立ち居振る舞いとなって表に現れる。

　無論、服を着た姿も美しく、格好良い。

　その服を剝はいでしまうとどうか？　メッキが剝がれるのとは逆。むしろ、より他者を圧倒する姿がある。不思議なもので、それは見せずとも他者に伝わるものなのだ。

　服を着直して鏡に向かって軽くウインクすると、シャネルのバッグを肩から提げ、パウダールームを出る。

　控え室を出たところで、ステラは微かすかな違和感を覚えた。

　……？

　一瞬考えた後、その違和感の正体に気付く。

　人の気配がない。

　この時間であれば、まだまだ大勢のスタッフや関係者が忙しそうに行き交っているはずだ。それなのに人影はおろか、物音も、気配すらしない。

　妙な感覚を抱きながら、エレベーターホールへ向かった。

　いつもはイライラした様子でエレベーターを待つスタッフがいるが、今は誰もいない。

　閑散としたホールを、青白い天井の明かりが冷たく照らしている。

　じりじりとした不安が背筋を這はい上がってくる。

　ステラは下へ向かうボタンを押し、しばらく待った。

　エレベーターの位置を表示するランプが、焦じらすように移動してくる。

　無機質な電子音と共に、扉が開いた。

　ぬらぬらと光る不気味な怪物が乗っていた。

「っ!?」

　何本もの触手を持つ、クラゲとタコを掛け合わせたような、気味の悪い化物が襲いかかってくる。

　じゅぶじゅぶと粘着質な音を出しながら、触手が伸びる。

「ちっ！」

　ステラは咄とつ嗟さに『魔障壁バリカーデ』を展開しようとした。

「え!?」

　しかし、なぜか発動しなかった。

　自分ほどの者が、失敗するなんて有り得ない。

　とすれば──、

　後ろに下がりながら、バッグで触手を避よける。自分の代わりに、数十万円するバッグが犠牲になり、化粧品や使用済みの下着が廊下に散らばった。

「おほっ！　星ガ丘ステラのパンツとブラだぜ！」

　怪物の背後から、下卑た笑いを浮かべた男が現れる。

　学園で見たような気がする。となるとやはり、自分を襲撃しに来たカード。

「この化物は、あんたの仕業？　どこのカード？」

　しかし、その男はニヤニヤといやらしい笑みを浮かべているだけだ。

「ふん。趣味の悪い化物だけど、術者のあんたたちにはぴったりね」

　罵ののしられても、その男は気にする様子はない。むしろ、喜んでいる気配すらある。

「へへ、俺は触手モノが好きなんでね」

　その時、電子音が二つ重なり他のエレベーターの扉も開く。

　そこから現れた醜悪な姿に、ステラは不快感を露わにした。

　一つはクラゲのような化物。最初に出現した化物を太らせたような形で、身の丈は約二メートル。太い体の天てつ辺ぺんに口があり、獲物を飲み込もうとよだれを垂らしている。

　そしてもう一つは、馬の頭部を持つ男。但し、股こ間かんから巨大な男性器が屹きつ立りつしている。

「俺は、触手でも飲み込まれモノかな」

「いやいや、俺は断然獣じゆう姦かんモノだね！」

　こいつら、この化物にあたしを陵辱させる気？

　ステラは怒るよりも、呆れた。

「はぁ……こんなのを相手にさせようなんて。あんたたちのボスは、よほどのバカね」

「ふん、強がっても無駄だぜ。このビルは、特殊な結界が張ってあるんだ」

「そうそう。新たに魔法を発動させることを禁ずる結界がな！」

　なるほど、こいつらの自信はそのせいか。

　この化物をどうやって召喚したのか知らないが、事前に呼び出しておけば、結界内でも動かせるということだ。

「ふうん……そう、なのっ！」

　ステラは窓に向かって駆け出した。

　しかし、窓に触れようとした瞬間、静電気のような音がして指が弾かれた。

「……っ！」

　確かに窓に結界の魔法陣が張られている。背後で、男たちのバカにするような笑い声が響く。

「あはは必死だね！　ムダムダ、逃げ場はないって！」

「あー楽しいな。あの星ガ丘ステラで遊べるなんて……フィギュアに犯やらせるのも、勿もつ体たいなくね？」

「だよな。やっぱフィギュアで痛めつけて、俺らで……」

　ステラは窓を背にして、三人の男と、三匹の化物に向かい合った。

「一応、警告しておくけど。これ以上あたしに何かしようとしたら、死ぬわよ？」

「いいねえ、やっぱ強気の女を屈服させるのが、たまんねーし」

「ああ。いくら魔王候補でも、魔法が使えなきゃただの女だ」

　ステラは怖がる様子もなく、頭痛でもするように額に指を当てた。

「あのねえ……あんたたち如きで、このあたしを倒せるわけないじゃない。自分たちがただの捨て石にされてるって分からないの？」

　しかし三人の男は、いやらしい目でステラの体を舐なめるように見つめている。

「……さっき結界に触れたけど、確かに新しい魔術式の構築を防いでるだけだわ。既に展開されてる魔法には無意味よ？」

「ひひっ、ハッタリなんてムダムダ。事前に、このスタジオに張ってあった、お前の防御魔法は解除してあるからな」

「ああもう！　あんたたちのボスはよほどのバカか、でなければ、あんたたちを囮おとりに使ってるだけって──」

　男の一人が、床に散らばった下着に手を伸ばそうとしているのに気が付いた。

「ちょっと！　それに触んないでよ！」

「おほっ！　もしかして使用済み!?　サイコーじゃん！」

　男は下着の股間部分を鼻に当て、息を吸い込む。

「……この」

　ステラの顔が嫌悪感に歪ゆがむ。

「いーかげんにしなさいよ!!」

　化物を恐れる様子もなく、男に向かって歩き出した直後──、

　突然、激しい破壊音が響いた。

　天井に穴が開き、ステラが今まで立っていた床に穴が開いていた。

「……え」

　振り向いたステラの頰に、冷や汗が浮かぶ。

「ちょっと！　これもあんたたちの仕業!?」

「え……え？」

　三人の男は、戸惑うようにお互いの顔を見つめ合うだけだった。

「ハッキリしなさいよ！」

　ステラは化物の脇を抜け、三人のもとへ向かおうとして、

「なっ!?」

　なぜか足が滑った。

　思わずよろけて、壁に手を突く。

　その瞬間、

　ステラの横、わずか数センチを正体不明の衝撃波が突き抜けた。

　太いクラゲのような化物が貫かれ、体組織が飛び散った。汚い汚物がかかると顔を背けたが、辺りに散らばったのは、プラスチックのような破片だけだった。

「これは……」

　ステラが上を見上げると、やはり天井に穴が開いている。そして床にも──、

「!!」

　ステラは走り出すと、男たちをかすめてエレベーターホールから、控え室に戻る廊下を走った。

　その後を追うように、天井と床に次々と穴が開いてゆく。

「ぐぎっ──」「がっ──」「げぉっ──」

　背後で、三つの断末魔の声が響く。しかし振り返って死体を確認する余裕はない。

　何者かが、ビルの屋上から攻撃をしている？

　一体どこの魔王候補？

　どんな固有魔法なのだろう。限りなく、物理攻撃に近い……いや、物理攻撃そのものにも思える。

　それにしても、自分のカードを捨て駒に、あたしの注意を引くなんて。

　実にゲスい。

　そこは感心すべき点かも──!?

　誰かいる。

　控え室の前辺りに、男が一人。

　廊下の真ん中で、特に何をするでもなく立っている。

　赤い髪。

　人の良さそうな顔をした、妙に仮面くさい表情の男がいた。

　三メートルの距離を空けて、立ち止まる。

「……あんたが、あのゲス共のボス？」

「違うよ。彼らの主人は『塔タワー』さ」

　しかし、結界で閉ざされた場所にいるということは、この男も只ただ者ものではない。

「で……あんた誰？」

　その男は、人畜無害そうに見える顔で微笑む。

「死神だよ」

「っ!?」

　天井一面にヒビが入った。

　崩れる!?

　咄嗟に逃げ場を探す目に、亀き裂れつが広がる壁と床が見える。

　しかし目の前の男は、平然としていた。

　心中なんて冗談じゃないわよ！

　駆け出そうとしたとき、足の支えを失う。

「……っ!!」

　床が崩れ、崩落した。

　逃げる場所もない。

　為なす術すべもない。

　その直後、天井が落ちてきた。




　　　　◇　　　◇　　　◇




　テレビ局の収録スタジオだったビルは、地響きを立てて崩落した。

　もうもうと立ち込める煙が収まると、瓦が礫れきの山と化した、かつてビルだったモノの上で高笑いをする女がいた。

「あははははは！　どーよ!?　これが『力ストレングス』の力！　力こそ正義！　力こそパワー!!」

『力ストレングス』の魔王候補、山さん王のう力りき丸まるはガッツポーズで腕の筋肉を見せつけた。

　ビルの屋上でスタンバイしていた力丸は、もし何らかの方法でステラが結界から脱出した場合に、頭上から仕留める役割を負っていた。

　しかし、足下から感じる獲物の気配に我慢が出来なかった。

　つい、拳こぶしを振るってしまった。

　その結果が、ステラを襲った砲弾のような攻撃である。五階建てのビルの屋上から地下まで、衝撃波が貫いた。

　そして、最後の一撃はビルそのものを倒壊させるほどの威力を持っていた。

「『星スター』の星ガ丘ステラも大したことないな！　でもそれは、力丸ちゃんが強すぎるから！」

　だが、仕留めたのはステラだけではない。

　中にいた『塔タワー』のカード、それにロストも巻き添えになった。

　ビルに隣接する駐車場で一部始終を見ていたマリオスは、崩れ去ったビルを見て、真っ青になった。

「てめぇえええええええええ!?　何しやがんだ!!　こんちくしょうがっ!!」

　あのビルに送り込んでいたのは、『塔タワー』の宮廷コートカードの三枚。浪速なにわ、烏丸からすま、山やま下したの三人だった。それが、ビルの瓦礫の下だ。

　結界が張られていたので、通常の魔法は使えない。身を守ることも、脱出もままならなかっただろう。

　束つかの間のこととはいえ、同盟を結んだはずの『塔タワー』のカードと『死神デス』を、力丸は迷わず犠牲にした。ただ当の本人は、まったく気にする様子がない。

「あははは、絶好のチャンスだったんで！　まー結果オーライってことで！」

「どこがだ!?　死んじまったじゃねーか!!」

　明るい笑顔から一転、力丸の笑みは酷薄なものへと変わる。

「あー……残念だけど、しょーがないよねー。これって魔王大戦だし。弱いヤツは死ぬしかないよね～」

　マリオスは拳を握りしめ、歯ぎしりをした。

「くそっ……最悪だ、最悪……く、くくく」

　心のどこかでこの状況を楽しんでいる自分がいた。まさかこんな形でカードを失うとは思わなかった。だが、そうなるかも知れないという予感はあった。

　浄じよう土どヶが浜はまロストは死神──いや、疫病神だ。

　あいつは俺を転落させる。

　ぞくっと体が震えた。

　落ちてゆくことの快感。自分が不幸に、ダメになってゆく退廃的な快楽。

　だんだん、自分が次期魔王を目指しているのか、破滅を望んでいるのか分からなくなる。

　だが、それも終わり。

　自分を転落させるかも知れなかったロストも、今は瓦礫の下だ。どうせ助かるまい。

　幸い、まだエースとクイーンのカードは残っている。

　しばらくは身を潜めて──、

「な……に？」

　瓦礫の山の一部が、ぐらりと揺れた。

「よいしょっと」

　瓦礫が倒れると、その奥はトンネルのようになっている。

　コンクリートの壁と鉄骨が上手い具合に組み合わさり、瓦礫の山の中に空間を作っていた。

　その中からファー付きの制服を着た、色素の薄い美少女が姿を現す。

「まったく、派手にやってくれたわね……この局でレギュラーがあるんだけど、どうしてくれるのよ？」

　それは、『星スター』の魔王候補。

「ほ……星ガ丘ステラ!?」

　傷一つない。

　さすがに服にホコリが付いているが、それだけだ。

　瓦礫の上に立つ力丸は、感心したように口笛を吹いた。

「これはびっくりだ！　よく無事だったねー!!」

　瓦礫の山から離れると、ステラは力丸を見上げた。

「あの力任せな攻撃は、やっぱりあんただったのね。山王力丸」

「ははは。直接倒せなかったのは残念だけど、力丸ちゃんの役目はここまでかな！　後はステラにラブラブな連中に任せるぞ!!」

　瓦礫の反対側に飛び降りると、力丸は姿を消した。

「何よ……ラブラブな連中って」

　辺りを見回したステラは、駐車場の隅にいるマリオスに視線を留めた。

「あんたがそうなの？」

「お……俺は……」

　マリオスの額に脂汗が浮かぶ。

　──くそぅ、最悪の状況で出くわしちまった!!

　最高傑作は、アトリエに置いたまま。ビルが崩れた時点で、撤退すべきだった。

　マリオスがじりじりと後ずさりを始めたとき、近くに駐とまっている車のヘッドライトが点ついた。

「!?」

　ビームのような光が、ステラを照らし出す。

　ステラはあまりのまぶしさに、手を顔の前に出した。そして目を細めて、その車を睨にらむ。

　イタリア製の高級スポーツカー。助手席のドアが開き、一人の女が降りて来た。

「ステラ～そいつじゃないわよ。あなたに首ったけなのは」

「その声……サンサね？　ってことは──」

　運転席から、北きた上かみルナティックが姿を現した。

「やっぱりあんたたちか……まったくもう。次から次へと……」

　うんざりした顔のステラと対照的に、ルナティックは薄笑いを浮かべた。

「今こ宵よいは月が美しい。旅立ちにはいい夜だ。星ガ丘ステラ」

　ルナティックはヘッドライトを背に、ステラへ向かってゆく。

「がんばってー♥　ルナ～っ！」

　車のドアに肘ひじをかけ、サンサは手を振った。

　そんなサンサにステラは冷たい視線を向けた。

「あんたはやらないの？」

　睨むステラに、サンサは悪びれることなく答える。

「ええ。私は応援するだけ♪　ルナに任せるわ」

「いいの？　ぶっ殺しちゃうけど」

「ふっ……大した自信だ」

　ルナティックは立ち止まると、ステラを見下すように顎あごを上げる。

「しかし、よく無事だったものだ。どうやった？」

「星は全ての運命を司つかさどる。あたしには幸運の星がついてるのよ」

「……戯ざれ言ごとを。最初の人形遣いはフェイクだが、力丸の攻撃は幸運で避よけられるようなものではない。結界に穴でもあったか？」

「結界はよく出来てたわよ。でも、既に起動してる魔法に効果ないんじゃ意味ないわね。まあ効果あったら、それはそれで結界を張るときに気付いたろうけど」

「持続効果のある魔法だと……？」

　ステラは上目遣いでルナティックを見つめながら、上着のボタンを外し始めた。さらにシャツのボタンも外し、前を開いて胸元を露あらわにする。

　男なら、目を背けることの出来ない白く美しい谷間。

　そこに、色を変えながら発光する星が貼り付いていた。

「文字通り、あたしには幸運の星がついている。固有魔法『運命予約ホロスコープ』による幸運の星がね」

　一見、星形のシールを貼ったようにも見える。

　ルナティックは眉み間けんにしわを寄せ、ステラの胸元に輝く星を凝視した。

「オマエのそれが……危険を知らせているのか？」

　ふふんと得意げに鼻を鳴らすと、ステラは勿もつ体たいつけるようにはだけた胸を隠す。

「幸運を発生させ、あたしの身を自動的に守ってくれるのよ。二十四時間体制の完かん璧ぺきな魔術セキュリティね」

　ルナティックの目つきが、ますます険しくなった。

　理屈は分かる。

　特定の空間を守る結界の応用……に近い。しかし、結界は通常、動かない土地や建物に対してかけるものだ。それを、生きて、動いているものに対してかけ続ける。

　しかも、単に敵の目をくらましたり、攻撃を防ぐのとは違う。

　全方位、しかも広範囲からの脅威を監視し続け、術者本人すら気付かないレベルで避けさせる自動回避機能を付与させる。それを二十四時間、三百六十五日、術者が起きているときも、寝ているときもとなると──、

　それはもう奇跡のレベルだ。

　絶対的な幸運を手に入れているに等しい。だが──、

「それを実現するのに、一体どれだけの魔力を消費しているというのだ……」

　ルナティックには試算することも出来ない。

　貴族は、人間たちからエネルギーを搾取している。人間の心の動きによって起こる精神エネルギーを魔力に変換して回収しているのだ。

　だが、ステラがしていることを実際に行おうとすると、それなりの所領を持つ貴族であっても、すぐに没落してしまうだろう。

「あたしの領民は、領地に依存しないのよ。世界中、どこにでもいるわ」

「なに？」

　ステラはにやりと、不敵に微笑む。

「あたしは自分の魔力なんか使っていない。この魔力は、全部あたしのファンが捧ささげてくれているものよ。寿命すら削り取って捧げるほどに……ね」

「なんだと……？　そんなバカなことが──」

「あるのよ」

　ステラはプラチナブロンドに近い薄茶色の髪を払うと、体をしならせる。

「あたしのファンを舐なめないで頂ちよう戴だい。筋金入りの強つわ者もの共よ。常にあたしのことを考え、あたしの姿、声、パフォーマンスに酔いしれている。その心が全てあたしのエネルギーとなっているの」

「そんなもの……すぐに尽きる」

「寿命といっても、一人一人から取るのはわずかなものよ。それでも数が莫ばく大だいなの。しかも新しいファンは常に増え続けている。あたしのエネルギー源に限界はないのよ」

　ステラは勝ち誇ったように、ルナティックを見つめた。

　そのまま見つめ合うこと数秒。

「ふふふ……」

　ルナティックは、含むような笑い声を漏らした。

「そういうことか。オマエの強さの秘密が分かったよ」

　芝居がかった仕草で左手を横に伸ばし、ルナティックは指をパチンと鳴らす。

　すると車のヘッドライトが消えた。

　辺りは暗闇に包まれる──はずである。

　しかし、ルナティックの背後には依然として大きく、丸く、明るいものが浮かんでいた。

　ステラの顔に緊張が走る。

「……まさか!!」

　それは銀に輝く月。

「その目に刻みつけるがいい。このオレの固有魔法『月クイ下ーン・美オブ・人ナイト』をな」

　ステラは反射的に頭上を見上げる。そこには見慣れた月が浮かんでいる。

　ルナティックの背後にあるのは、固有魔法が作り出したもう一つの月。しかし、それが一体どんな効果を与えるというのか。

　ステラは胸の星を意識した。

　幸運の星は有効──となると、あれ自体には害がないということか。

　ルナティックは前髪をかき上げる手を途中で止め、流れる髪の合間から、ステラを見据えた。

「ステラよ。オマエの幸運の星は大したものだ。しかし、大きな穴がある」

「穴？」

「それは確かに幸運をもたらす星なのだろう。このオレの攻撃すら、寄せ付けないに違いない」

「良く分かってるじゃない」

　──なのに、ルナティックのこの自信は一体なに？

「だが、攻撃をするのはオマエ自身だとしたらどうなる？」

「は？」

　何を言っているの、こいつ？

　敵が自分自身って──、

「──まさか」

　ステラが気付くと同時に、ルナティックは銀の前髪を払う。

　背後の月が、妖あやしく輝いた。

「『月クイ下ーン・美オブ・人ナイト』よ！　ステラの心の底から、奴自身の恐怖を引きずり出せ!!」

　やはり──精神攻撃か。

　ステラは鼻で笑う。

「残念ね。陳腐な精神攻撃とか、そんなも──」

　ぐらりと視界が揺れた。

「……え？」

　そんなバカな。

　あたしの『運命予約ホロスコープ』なら、精神攻撃だって対抗でき──、

　そうだ。

　こいつはさっき、何て言った？

　攻撃するのは、あたし自身？

「オレの『月クイ下ーン・美オブ・人ナイト』を、洗脳や暗示などと一緒にするな。この固有魔法は、相手に対する攻撃行為、直接的な干渉は一切ない」

「なん……ですって？」

「『月クイ下ーン・美オブ・人ナイト』がするのは、ただオマエ自身の恐怖、潜在意識の中のトラウマ、心の中に潜む獣を解き放つこと、それだけだ。ただし──」

　ルナティックはギラギラした瞳で、微笑む。

「その獣はオマエを狂気に誘い、オマエ自身を破滅させるがな」

「く……っ！」

　目の前の景色が歪ゆがみ、回転を始める。

「誰でも心の奥底に狂気を持っている。誰であろうと、己を殺す狂気の獣を飼っている。解き放つことも、飼い馴ならすことも出来ぬ怪物を。それは己の精神を喰くらい──生ける屍しかばねとなる」

「そんなものに……このあたしが負けるわけないでしょ!?」

「最大の敵は自分自身。他人に堕おとされるのではない。誰でも自ら堕落してゆくものだ」

　意識が自分の中の深いところへ引きずり込まれてゆく。

　ダメ！　何とか踏みとどまらないと!!

「無駄だ。既にオマエは月に魅入られている」

「こ……この！　『星スター』の星ガ丘ステラを舐めないでよ!!」

　手を伸ばし、攻撃魔法を放とうとする。

　しかし、今にも意識を失いそうだ。

「この夜空を支配するのは月の王。月に近付く星は、見えなくなるのが道理」

　ルナティックは目を細め、冷たい微笑みを浮かべた。

「堕ちるがいい。所しよ詮せんオマエは流れ星」

「──っ!!」

　ステラの視界が真っ暗になった。

　足を摑つかまれ、深い谷底に引きずり込まれてゆくような感覚。

　落ちる。

　墜おちる。

　堕ちる。

　気付くと、柔らかい絨じゆう毯たんの上に立っていた。

「……え」

　懐かしい部屋。

　魔界にある自宅の居間だ。しかし、やけに部屋が広く、家具が大きく見える。

　その理由に気付いた。視点がやけに低いのだ。

　あたしはいつの間にか、子供に戻っていた。

「お姉様」

　ソファに弟が座っていた。

「どうしたんだステラ。そんなところに突っ立ったままで」

　窓際のソファにはお父様。

「さあ、お食事ですよ。ステラも席に着きなさい」

　お母様。

　だめ。

　もうすぐ、あいつがやって来る。

　みんな危ない。

「沢山食べて強くなれよ。ステラは我が一族の期待の星だからな」

　ご機嫌なお父様。それに弟も、尊敬のまなざしを向ける。

「お姉様は、すっごく強いもんね。きっと誰にも負けないよ」

　そう。あたしは同年代のお友達に負けたことはない。

　あたしの魔法は大人にだって負けない。

　きっとあたしは最強なんだ。

　何かあっても、あたしが家を守ってみせる。

　この時のあたしは、そう信じていた。

　──あいつがやって来るまでは。

　弟の首が刎はねられた。

　お父様は真っ平らに押し潰つぶされ、お母様はバラバラにされた。

　あたしは逃げた。

　涙と鼻水とよだれを垂らしながら。

　何であたしがこんな目に。

　唐突に押しかけた理不尽に何も抵抗できない。

　許しを請い、必死に謝罪の言葉を口にしながら逃げた。

　でも、あいつが追ってくる。

　つかまったら、どんな殺され方をするのか。

　意味を成さない嗚お咽えつを漏らしながら庭の植え込みの中へ隠れた。

　あいつがやって来る。

　口を押さえて、声が漏れないようにした。

　全身が痙けい攣れんしたように震えて止まらない。

　大きな黒い影がやって来る。

　家族の仇かたきを討つどころじゃない。

　あたしは、あたしだけは助かるように祈った。

　あいつが来る。

　全身が震え、涙が止められない。

　足音を聞くのも恐い。姿を見るのも恐い。

　でも目を閉じて、耳をふさぎ、いつやって来るか分からない死に怯えるのも恐い。

　何をしても恐い。

　無力。

　運命は、自分ではどうしようもないものなのだと、あたしは絶望した。

　あたしはこんなにも弱く、無意味な存在だったんだ。

　諦あきらめと悟りを手にした──にもかかわらず、

　あいつがあたしの前で足を止めたとき、

　あたしの恐怖は限界を超えた。




「いやぁああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」




　ステラは絶叫をほとばしらせた。

　それは聞く者にすら恐怖を感じさせるような、叫びだった。

　絶叫が尾を引き、やがて消えた。

　駐車場の真ん中で、ステラは立ち尽くしていた。

　だらりと両手を垂らし、体から力が完全に抜けている。目は開いているが、その瞳ひとみは何も見ていない。微かすかに開いた唇が、聞き取れない声で何かをつぶやいていた。

　その姿にかつての星のような輝きはない。まるで生ける屍のようだった。

　ルナティックはふっと笑みを漏らした。

「……星は散った」

　車のドアに肘ひじをかけたまま、サンサが拍手する。

「すっご～い♪　さっすがルナ！　かっこいーいっ!!」

　マリオスは見る影もないステラの姿を見て、啞あ然ぜんとした。

「これが……『月ムーン』の力か」

　あのステラを一撃で廃人だと……？　とんでもねえバケモノじゃねえか。

　だが奴の力がこれで分かった。

　いける。俺の『崩落快楽バベル・タワー』なら勝てる。

　下手をすると相打ちになるが、自分が己の狂気に喰い殺されるのを想像すると、それはそれで心が浮き立つ。

　心の中でほくそ笑みながら、ステラに歩み寄るルナティックを見つめた。

「星は爆発する前に、最も明るく輝くという。オマエの輝きも、一瞬のきらめき──」

「ふ……ふふふふ」

　うつむいたままのステラから、笑い声が聞こえた。

　ルナティックの顔が曇る。

「──なに？」

「感謝するわ、北上ルナティック。思い出させてくれて」

「……バカな」

　信じられないものを見るような目で、ルナティックはうつむくステラを見つめる。

「オマエは完全に『月クイ下ーン・美オブ・人ナイト』で……」

「ええ、おかげで久々に思い出せたわ」

　顔を上げたステラの瞳に、星が輝いている。

「最近、平和ボケしちゃっててね……つい、復ふく讐しゆう心しんが薄れちゃって困ってたのよ」

「オマエ……」

　ルナティックの顔が強こわばった。

「感謝の印に、とっておきの星をプレゼントしてあげる」

　ステラの右手がゆっくり上がり、ルナティックの顔を指さす。

「くっ！」

　ルナティックは後ろへ大きく飛び退いた。一気に、サンサがいる車のところまで下がる。

　今、ステラが何をしようとしたのかは分からない。

　しかし、とてつもない危険を感じた。

　一体、何を企たくらんでいる？

　しかし、ひとまずステラの企みを避けることは出来たようだ。

　ルナティックは警戒を解かずに、ステラを観察する。

　どうやってこの女を倒す？

　オレの『月クイ下ーン・美オブ・人ナイト』に耐えた女を。

　いや、それは有り得ない。

　となると……ヤツの『運命予約ホロスコープ』が影響を及ぼしたと考えるのが妥当。

「……面倒な女だ」

　ステラはルナティックを指さしたまま、強気の笑みを浮かべている。

「どう？　お気に召したかしら」

「……？」

　体には異常がない。

　特に魔法を使われた形跡もない。

　ただのハッタリか？　それにしては──、

「ルナ……それ、なに？」

　サンサがルナティックの頰を指さしていた。

「？」

　頰に触れるが、ルナティック本人には見えない。

「何がだ？　サンサ」

「ほっぺたに、星がついてるけど……」

「!?」

　ステラを警戒しながら、車のサイドミラーに顔を映す。

　確かに、右頰に黒い星がついていた。

「な……」

　こすっても、引っ搔かいても取れない。

「オマエ……これは何だ」

　ステラは腕を組むと、残酷な笑みを浮かべて言い渡す。

「死の星よ」

「……っ!?」

「あんたの命は、あと一日。それだけあれば、身辺整理も出来るでしょ？　せいぜいこの世界との別れを惜しむ事ね」

　ルナティックの全身に、冷や汗が浮かんだ。

「ふ……世よ迷まい言ごとを」

「『運命予約ホロスコープ』が守りにしか使えないと思った？」

「……っ!?」

「遅かれ早かれ、もうあなたは死ぬわ、ルナティック。ゆっくり準備をしてから死ぬか、今すぐ死にたいか、どちらがお望み？」

「ふ……」

　ルナティックは焦りと恐怖を押し殺して、微笑んだ。

「どちらでもない……先にオマエを殺すまで！」

　指を鳴らすと、離れた場所に駐とめてある車から、三人の少女が姿を現した。『月ムーン』のカードの女王クイーンと騎士ナイト、それとⅡの二に本ほん枠どうソーディアである。

　しかしステラは『月ムーン』の増援も気にする様子はない。余裕の笑みを浮かべると、首に巻いたファーの下に指先を入れ──、

「不思議なことに、長生きを選ぶ奴っていないのよね……」

　一枚のカードを取り出した。
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　天空に輝く星々と全裸の女性の姿──『星スター』のアルカナ。

「星は運命を司つかさどる。あんたの運命は今ここで終わりを告げる」

『月ムーン』のカードたちが、ステラに向かって駆ける。

　同じくしてルナティックの背後に、再び巨大な月が昇る。

「今一度オマエの狂気を引き出してやろう！　『運命予約ホロスコープ』といえど、そう何度も耐えられるものではあるまい!!」

　ステラの緑色の瞳が輝き、口元には残虐な微笑みが浮かぶ。

「だったら、あれが落ちてくる前にした方がいいわよ」

　天を指すように『星スター』のアルカナを掲げた。

「『天体死球ギヤラクシー・ゼロ』!!」

「!?」

　弾はじかれるようにルナティックは頭上を見上げた。

　輝く球体が浮かんでいる。

『月クイ下ーン・美オブ・人ナイト』の月ではない。

　あれは、何だ？

　そう思ったのは一瞬。

　それは流れ星──落下する隕いん石せきだった。

　声を上げる暇もない。

　音速をはるかに超える天体は、無慈悲にルナティックの体を押し潰つぶした。

　背後に浮かんでいた月が砕けた。

　その衝撃は地震のように地面を揺らす。

　流星落下の衝撃波が巨大な炎と衝撃波を生んだ。

「──っ!?」

『月ムーン』のカードが炎に飲み込まれ、次の瞬間、衝撃波で五体が吹き飛んだ。

　桁けた違ちがいの爆発は地面を抉えぐり、めくれ上がったアスファルトが津波の如く周囲へ押し寄せる。

　駐まっていた車は残らず吹き飛ばされ、周囲のビルの壁に叩たたき付けられる。そしてビルの壁面に亀き裂れつが入り、ガラスはことごとく砕け散った。

　爆発が収まると、駐車場だった場所には大きなクレーターが出来上がっていた。

　その爆心地で、ステラは吐き捨てるように言った。

「──衛星如きが。恒星にでかい顔するんじゃないわよ」

『天体死球ギヤラクシー・ゼロ』は『運命予約ホロスコープ』とはまったく違う、もう一つの固有魔法。

　圧倒的な破壊力を持つ、大量虐殺魔法だ。

「まだやる気？」

　ステラは、もう一つの恒星へ尋ねる。

　それはクレーターの端のさらに先、素早く退避していた『太陽サン』のサンサである。

「ルナが……死んじゃった」

　呆ぼう然ぜんとクレーターを見つめるサンサ。その後ろには、蒼あおい顔をしたマリオスの姿もある。

　あわよくば、どちらかも巻き添えにと思ったが──、

　……仮にも魔王候補。巻き添えで始末出来るほど、楽じゃないか。

　ステラは勝ち誇ったような笑みで、繰り返し尋ねる。

「あんた一人でやる？　それとも、後ろで震えているあんたが戦う？」

　マリオスはびくりと肩を震わせた。しかしサンサは、マリオスのことは眼中にないらしい。涙を隠すように、サンサは両手で顔を覆った。

「ああ……こんなの、ひどい……ルナ。ルナが……」

「これじゃ埒らちが明かないわね……」

　嫌気がさしかけたとき、ステラはクレーターの反対側に立つ、もう一つの人影に気付いた。

「へえ……」

　それは目隠しをした少女。

　確か……ルナティックに呼ばれて出て来たカードの一人。

　威力を抑えた領域限定とはいえ、あの爆発から逃れるとは……なかなかやるわね。

　しかし主人であるルナティックが死んだ以上、あの少女が自分に攻撃を加えることは有り得ない。

　見た目も悪くない。今度スカウトしてみようか。

　そんなことを考えながら──ステラはサンサに視線を戻す。

「で、結局どうするの？　ここで仇かたきを討つ？」

　相棒の死を嘆き悲しんでいたサンサが、突然顔を上げた。

「何で？」

　その顔に涙の跡はなく、きょとんとした表情だった。

　その反応に、ステラも少し驚いた。

「何でって……相棒だったんでしょ？」

　サンサは斜め上を見上げ、「んー」と少し唸うなってから、

「でも、もう死んじゃったし。他の相手を探すわ」

　あっさり答えた。

　さっきまでの嘆きは何だったのだ。

　ステラはやや呆あきれた様子で、もう一度尋ねた。

「好きだったんじゃないの？」

　サンサは薄く微笑むと、腕を組んだ。

「どうかしら？　相棒といっても、私がいないと輝けない男だったしね」

「相変わらずね……そういうところは嫌いじゃないけど、好きでもないわ」

「そう？　私はあなたのこと嫌いよ？」

「知ってる」

　三秒ほど睨にらみ合ってから、サンサはくるりと背を向け、去って行った。

　その後ろにいたマリオスも、後を追うように姿を消す。

　残ったのは、ステラ一人。

　周囲の様子を探り、もう敵がいないことを確認する。それからようやく、ステラは肩の力を抜いた。

「はぁああ～……ちょっとヤバかったぁああ……」

　調子に乗って、固有魔法を使いすぎた。

「ったく、『運命予約ホロスコープ』で死の星なんてコストのかかるものを奢おごった上に、『天体死球ギヤラクシー・ゼロ』なんて……二度も殺してどうするっての」

　理由は分かっている。あんなものを見せられたせいだ。

　それでつい、我を見失ってしまった。

「ま、いっか。あたしの伝説の一ページになるでしょ」

「そうだね、見事だった」

　背筋に冷たいものが走る。

　咄とつ嗟さに『魔障壁バリカーデ』の魔術式を構築しながら振り向いた。

　そこには、かつてビルだった瓦が礫れきの山。

『天体死球ギヤラクシー・ゼロ』の衝撃波で半分くらい吹き飛ばされて、高さが半分くらいになっている。

　その瓦礫に腰をかけた男が、こちらを見て微笑んでいた。

「僕としては、豪華二本立てが見られて眼福だったかな」

「あんた……」

　赤い髪の少年。

　一体、いつからそこに……？

「……あんたも無事だったんだ。どうやって脱出したの？」

「脱出？」

　その少年は腰を上げると、ズボンについたホコリを払う。

「逃げてないよ。ずっとこの下で埋まってた」

「埋まって……？」

　噓か本当か分からない。自分と同じような能力を持った魔族なのだろうか。

「死神とかいったわね。ちゃんと名乗りなさいよ。何者なの？」

　その少年はにっこり笑うと、

「そうだったね、ごめん。僕は浄土ヶ浜ロスト。『死神デス』の魔王候補だよ」

「──っ!?」

　途中まで構築していた『魔障壁バリカーデ』を完成させ、前面に展開する。

　攻撃魔法の準備を行いながら、心の中で毒づいた。

　こいつが『死神デス』!?

『死神デス』の魔王候補は、今まで存在が明らかになっていなかった。

　どこの誰が選ばれたのか。

　正体の分からなかった、魔王候補。

　それが……こいつなの？

　見た目も、中身も、強烈な存在感は感じない。

　むしろ、拍子抜けだ。

　しかし『死神デス』のアルカナを持つ以上、只ただ者ものではないはず。

　ああ──ったく！　やっぱ魔力を使いすぎたわ！

　ステラが焦燥感に煽あおられていると、ロストは気の抜けたような様子で、手を振った。

「ああ、やり合うつもりはないから安心してよ」

　そうですか、と簡単に信用は出来ない。ステラは警戒心を解かずに、睨み続ける。

「じゃ、挨あい拶さつに来たってわけ？」

「勧誘さ。キミ、僕たちの同盟に入らない？」

「同盟、ですって？」

「うん。一時的に手を組んで、厄介な相手を片付けようって話」

「……」

　厄介な相手……か。

「お断りするわ。あたしは誰の指図も受けないし、縛られるのも嫌。何よりも──あたしは他人を信用しないの」

「うん、予想通りの答えだ。まあ、僕も訊きいてみただけなんだけど」

　ロストはステラから視線を外すと、瓦礫の山を降りて、駐車場の出口へ歩いて行く。

「それじゃお先に。次は殺すかも知れないけど、よろしくね」

「……出来るの？　あんたに」

　ロストは少しだけ首を傾け、ステラを振り向く。

「死をもたらすのは、『死神デス』の専門分野って知らないの？」

　死体のような瞳ひとみが、冷たくステラを捉とらえていた。

「──僕は君たち全てに死をもたらす。覚えておくといいよ、名門貴族のお嬢様」

　ステラの肌が粟あわ立だった。

　なに？

　何なの、こいつ。

　普通の魔族じゃない。

　何かが違う。

　それに、

　もし、こいつが本気なら──、

　本当に、今ここで殺されてしまう──そんな気がした。

「く……」

　ステラは、ロストの姿が見えなくなるまで、その場から一歩も動けなかった。
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　ビルの工事現場。

　鉄骨の骨組みの上に、同盟を結んだ魔王候補たちが立っていた。

「おぉい!!　おめーら何なんだありゃぁあ!?」

　マリオスは煮えたぎる腸はらわたをぶちまけるように叫んだ。

「『力ストレングス』！　おめーのせいで、俺の宮廷コートカードが三枚も！　三枚もなくなっちまったじゃねーか!!　どーしてくれやがんだこらぁ!!」

　しかし『力ストレングス』の山さん王のう力りき丸まるは、うるさそうに耳の穴をほじりながら答える。

「っさいなあ、別にいーじゃん。補充すれば」

「……っ！　そう簡単にいくか!!　うちはモノ作りの特殊な才能が必要なんだよ！」

『太陽サン』のサンサ・サマーズが仲裁するように、割り込んだ。

「まあまあ、マリオスも落ち着いてよ～仲良くやろ？」

「出来るか!!」

　マリオスには、このサンサの態度も信じがたかった。

　こいつは元々『月ムーン』の北きた上かみルナティックと組んでいたんじゃねーのか？

「おめーはいいのか。ルナティックも殺やられたんだぞ？　カレシじゃなかったのかよ」

「うーん、でも死んじゃったものは、しょうがないわよねぇ～」

　くそっ！　こいつ話にならねー。

　マジで恋人じゃなかったのか？　少なくとも惚ほれているような態度だったってのに、何なんだ？　このサバサバした態度は。

「ま、でも早いうちに、次のを用意しないとね～」

　なくしたアクセサリーの代わりをどうしよう？　という軽さだった。

　女性陣の残り一人、『運ホイー命ル・オブの・フオ輪ーチユン』の下しも鹿か妻づまりんねは、相変わらずバカみたいにニコニコ笑っている。

「ああっ！　クソが!!」

　怒りのやり場がなく、マリオスは近くの鉄骨を蹴けり飛ばした。

「ははは、落ち着いてよ。キミのムカつく気持ちは分かるからさ」

　少し離れたところで鉄骨に寄りかかっていた浄じよう土どヶが浜はまロストが、いかにも気の毒そうな顔で言った。

「埋め合わせと言っては何だけど、これからは僕たちがキミを守ってあげるよ」

「……何だと？」

　鉄骨から体を起こし、ロストは温かく迎え入れるように両手を広げた。

「だからさ、キミは安心して模型を作ってくれればいいんだ。強敵を一撃で倒せるだけの模型を。例えば……」

　ロストは爽さわやかに微笑む。

「凱旋六王トライアンフや、現魔王を倒せるくらいのね」

　──っ!?

「てめー……」

「今回のことで分かったんだ。キミは前線に出るようなキャラじゃない」

「んなもんは最初っから分かってんだよ、コラァ!!　そ、それをてめーが引っ張り出したんだろーがぁ!!」

「でも、『崩落快楽バベル・タワー』は魔法をかける相手と向き合って、対象を固定しなきゃならないんでしょ？」

「だったら何だ！　んなもん百も承知だ！　だから、その準備は周到にやらなきゃなんねーんだ！　それを──」

「でも、自前でやるのは限界があるよ。遅かれ早かれ、キミを守る仲間が必要になるんじゃないかな」

「だから、それがカードだったんだよ!!」

　そしてカードたちが作る模型たち。それが俺の軍隊になるはずだった。

　それが、今や丸裸だ。

　──まさか、

　こいつ、俺から戦力を、奪った？

　ロストの人の良さそうな笑顔が、別の顔に見えてきた。

「どうだろう？　無理にとは言わないよ。あくまで提案だから」

「……何がだ」

「だから、僕たちにキミのことを守らせて欲しいってことだよ」

　今の俺は丸裸同然。ロストの言いなりになるしかない。もし拒否すれば──、

「どうしても腹の虫が治まらないというのであれば、今ここで同盟から脱退しても構わないけれど……」

　俺を見つめる四人の魔王候補の目。

　表面をどう取り繕おうと関係ない。その目には、冷え切った打算と策略しかない。

　俺は、

　ハメられた。

「……分かった。おめーの言うとおりにするぜ」

　ロストは満足そうにうなずいた。

「うん。それがいいよ。じゃ、また来週の定例で」

　そう言い残すと、ロストは姿を消した。続けて、他の魔王候補も姿を消してゆく。

　最後に残ったマリオスは、その場に立ち尽くした。

　あまりにも理不尽な現実に、むしろ微笑みすら浮かべている。

　どうしてこうなってしまったのか？

　そうだ。

『恋人ラバーズ』が原因だ。

　逆に言うなら、

『恋人ラバーズ』さえ片付けてしまえば、俺の不安は解消される。

　後は身を隠し、魔王大戦が最後の二人になるまで待てばいい。

　最強最高の模型を作りながら。

　前に一度襲撃して、『恋人ラバーズ』の手の内は分かっている。

　殺れる。

　それに興味もある。

　自分の命よりも大切なものが何なのかに。

「一体、何が壊れるんだろうなあ……ふ、ふひひひひひひゃははははははははは!!」
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「ゆーくーん。そろそろ行くわよー」

「はーい」

　俺は二階の洗面台で髪型をチェック。服もまあこんなもんだろう。

　今日は日曜日。珍しく家族揃って買い物だ。

　というのも、れいなの日用品や、家具など不足しているものが多い。それで、今日は一家総出で買い出しというわけだ。

　物置に使っていた部屋もやっと片付けが終わり、家具の搬入も可能になった。とはいえ、まだガランとした部屋に、最低限の着替えがある程度。

　ベッドもしくは布団、それにクローゼットもいるし、勉強机もあった方がいい。パジャマや私服など洋服も足りないし、れいな用の食器も買い足す等々……かなりの買い物になりそうだ。

　一階に降りると、玄関でみんな待っていた。

　れいなは俺の姿を見上げると、心の底から嬉しそうな笑顔を見せた。

「お出かけ、お出かけですよっ、お兄ちゃん！」

「ああ、楽しみだな」

「はいっ！　みんなでお出かけだなんて、とっても嬉うれしいですです！」

　目をキラキラさせて答える。

　その様子を、母さんと父さんも微笑ましく見つめている。

「じゃ、行くわよー!!　二人とも、早く靴履いて！」

　俺たちは玄関に腰を下ろし、靴に足を入れる。

　隣に並ぶ、れいなの傷んだ靴を見て、ああ靴の替えも買わなきゃな……と思った時、

「れいな？」

　俺の肩に、れいなが寄りかかってきた。

　おいおい、父さんと母さんの前で甘えなくても……と言おうとしたが、肩に感じる重みに異様なものを感じた。

　人が寄りかかっているというより、人形が倒れかかっているような──、

「れいな!?」

　ずるりと体が傾き、俺の膝ひざの上に倒れ込む。

「れいなちゃん!?」

「どうしたんだ!?」

　母さんと父さんが悲鳴のような声を上げる。

　くそっ!!　何で！

　俺はれいなを抱き上げると、階段を上がり、俺の部屋のベッドへ横たえる。

「しっかりしろ！　れいな!!」

　震える手で頰に触れ、何も見ていないガラス玉のような瞳ひとみに話しかける。

　その瞬間、瞳に光が戻った。

「あ、あれ……お兄ちゃん……何で、お部屋に……」

　俺は魂までも吐き出しそうな溜ため息を吐いた。

　まだ、大丈夫。

　れいなは死なない。

「あ、ああ……ちょっと具合悪いみたいだからな。少し休憩してからにしよう」

　俺がそう言うと、れいなは事情を察したように悲しげな表情を浮かべる。

「ごめんなさい……れいなのせいで」

　少し呼吸が苦しげで、額に汗も浮かんでいて苦しそうだ。

　母さんと父さんも俺の部屋にやって来て、心配そうに覗のぞき込む。

「何言ってるの、れいなちゃんの体が第一よ」

「ああ、今は元気になることだけ考えていればいいからね」

「……はい」

　れいなは、脂汗をかきながらも微笑む。

　それから楽な服に着替えさせ、ぬれタオルを用意したり、出来るだけのことをした。

「大丈夫れいなちゃん？　欲しいものある？」

「ううん……ママ、ごめんなさい。迷惑かけちゃって」

「何言ってるの。迷惑なんてあるわけないでしょ。元気になったら、一緒にお出かけしましょうね」

「うん……お出かけ……たのしみです、です」

　苦しげに眉まゆを寄せ、それでも必死で微笑もうとするれいな。

　見ていてつらくなる。

「それじゃ、何かあったら電話で呼んでね」

　枕元にれいなのスマホを置くと、母さんと俺はれいなの部屋を出た。

　一階に降りて台所に入ると、母さんは俺を振り向く。その顔は今にも泣き出しそうだ。

「ゆーくん。れいなちゃんを助ける方法はないの？」

「それは……」

　あれからリゼル先輩も雅みやびも、みんなで方法を探している。俺に出来ることは少ないが、先輩たちは知り合いの医者や、魔術師を当たってくれている。

「れいなちゃん……一度も、つらいとか、苦しいとか言わないのよ。あんな状態なのに、心配をかけまいとして……」

　母さんは台所の椅子に座ると、苦悩するように額に手を当てる。

「こんな時くらい、わがまま言って欲しいのに……私がママだなんて偉そうなこと言って……何も出来ないなんて」

　あのいつも明るく、賑にぎやかな母さんが落ち込んでいる。瞳の端から涙がこぼれ落ちた。

　畜生。

　俺こそ、何も出来ていない。

　魔王候補で、れいなの主人なのに。

　兄貴なのに。

　畜生！　盛もり岡おか雄ゆう斗と!!

　お前は、なんて無力で、何も出来ない奴なんだ!!

　誰かを頼ろうにも、俺は先輩たちと違って当てがない。

　もしあるとすれば──、

『その人形が壊れるのが恐いんだろ？　だったら、コイツの能力で何度でもやり直せるぜ』

　マリオスのセリフが蘇よみがえる。

　あの『運ホイー命ル・オブの・フオ輪ーチユン』の固有魔法『無限再演リバイバル』。あの能力に頼るしかないのか？

　だが『塔タワー』は仲間になれと言いつつも、俺を──いや、れいなを殺そうとした。

　言動が一貫していない。

　奴が気まぐれなのか、それとも事情があって気の進まないことをしているのか……それとも、同盟の意思統一が出来ていない？

　そんな信用出来ない相手に、れいなの命を預けていいのか？

　じゃあ、どうする？

　考えろ、盛岡雄斗。

　お前は所しよ詮せんただの人間だ。

　偶然にもアルカナに選ばれて、幸運にもリゼル先輩みたいな凄すごい人たちに助けてもらっているだけの、ただの男だ。

　誰か頼る人は。

　しかし俺には魔族の知り合いはほとんどいない。

　校長には特定の魔王候補に肩入れは出来ないと、前に言われた。

　ゲルトには心当たりがないか、もう頼んである。

　後は魔王候補しかいないが、こちらの弱みを見せることになる。ネイトにはリゼル先輩から訊きいてもらっているが、ステラにはおいそれとは頼めない。

　なにせ、アスピーテからリゼル先輩を助けるときに、リゼル先輩を報酬として要求したような奴だ。とてもじゃないが──、

「──？」

　待てよ。

　何かが頭の中で引っかかる。

　一体、何が？

「ゆーくん？　どうかしたの」

「あ……いや」

　すっかり忘れそうになっていたこと。

　今、俺は誰の名を思い出した？

　そういえば、ゲルトの奴──、

　……!!

「ああっ!?」

「どっ！　どうしたの!?　ゆーくんっ!!」

　突然大声を出した俺に、母さんは心配そうなまなざしを向けた。

　……そうだった。

　いた。

　俺にもいるじゃないか。

　頼る当てが。

　こんなときに、ぴったりな力を持っている奴が。
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　近所の人たちは、その家を廃屋だと思っているようだ。

　かつては立派な屋敷だったが、一夜にして廃はい墟きよになった。二階が消え、一階も壁は穴だらけでガラスも割れている。

　あのときは気にしていなかったが、こうしてみるとかなり大暴れしたんだなと、今さらながら理解する。

　俺は鉄格子の門を押した。

　すると開くことなく、そのまま向こう側へ倒れてしまった。

　その先にある建物は、まさに廃墟。

　本当に、こんなところにいるのだろうか？

　俺はガラスが散らばった前庭を通り、玄関の扉に手をかける。

　……開かないな。

　庭に回って、壁が吹き飛んでいるところから、中へ入る。

　部屋には、火事のような焼け跡が痛々しく残っていた。部屋を通り抜け、廊下に出ると、そこは崩れた壁と割れたガラスが一面に散乱していた。

　俺はその廊下を奥へと進んでゆく。

「あれは……」

　一番奥の突き当たりに、比較的被害のない扉があった。

　俺は取っ手を摑つかんで、ひねった。

　開かない。

　どうやら、ここのようだ。

　俺は二、三メートルほど下がり、勢いを付けて扉に蹴けりを放った。




「アスピーテェエエエエエエエエエエエエエエっ!!」




　鍵かぎがはじけ飛ぶ音がして、扉が勢いよく開いた。

　部屋の中は薄暗く、すえたにおいがした。

　窓にはカーテンが引かれ、床にはスナックや保存食を食い散らかした跡がある。

　部屋の隅で、一人の男が頭から毛布を被かぶり、膝を立てて座っている。

　こいつが、この部屋に籠ろう城じようしている男。

　突然の侵入者に、驚きよう愕がくの表情を浮かべている引きこもり。
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「ちょっと久しぶりだな。『世界ワールド』のアスピーテ」

「き……きさま……盛岡、ユート」

　唇を震わせ、辛うじてそれだけを口にした。

　俺は部屋の中を横切り、まっすぐ窓へ向かう。

「ひっ!?」

　怯おびえたようなアスピーテを気にせず、俺は窓のカーテンを一気に開けた。

「……う！」

　アスピーテはまぶしさに目を覆った。きっと、ここしばらく日の光を見ていなかったんだろう。被った毛布に深くもぐり込もうとする。

「おい、もう出てこいって」

　俺は毛布を摑むと、強引に引っぺがした。

　その下から、体を抱きかかえるようにして縮こまるアスピーテが現れた。

「き、貴様……どこまで、俺を……この俺を愚ぐ弄ろうすれば……」

　アスピーテは涙ぐんでいた。

「これ以上俺の邪魔をするな！　盛岡雄斗!!」

　その姿は痛々しくすらあった。

　自業自得という気もするが、ここまで落ち込んだ姿を目の当たりにすると、罪悪感が湧いてくる。

「あー……すまない。いきなり来たことは謝る。だが、どうしても急ぐ用が──」

「うるさい！　ここは俺だけの空間、俺だけの世界だ」

　アスピーテは怨うらみがましい目で、俺を見上げる。

「そうとも。この狭い空間が俺の世界の全て。それの何が悪い!?　誰にも踏み込まれたくないし、誰とも話したくはない！　出て行け！　俺の世界から出て行け!!」

　本当はその気持ちを尊重したい。話をするにしても、もっと時間をかけてやりたい。

　だが、今の俺にはその余裕はないんだ。

　涙ぐむアスピーテの前に膝ひざをつき、両肩を摑んだ。

「頼むアスピーテ！　お前の力が必要なんだ!!」

「……あ？」

　アスピーテはまばたきを繰り返した。その目の周りは、以前にも増して寝不足のような隈くまがひどい。そんな死んだ魚のような瞳ひとみを見つめ、俺は語りかけた。

　俺の気持ちが、どうか伝わって欲しいと願いながら。

「俺たちは今苦境に立たされている」

「……」

　アスピーテは驚きの表情のまま固まっていたが、やがて皮肉な笑みを浮かべた。

「なんだ？　ざまをみろと言えばいいのか？　貴様を苦しめるのが俺でないのなら、大して嬉しくもないがな……」

「ああ、好きに罵ののしってくれればいい。俺はお前に頭を下げて、助けを求めに来たんだからな」

「た……？」

　アスピーテの眉み間けんにしわが寄る。

「貴様は……何を言っているんだ？」

　怒りの表情を見せたとき、瞳に一瞬光が戻る。しかし、それもすぐに消えた。

「な……何を、わけの分からぬ事を。俺はもう終わったんだ。貴様に負けて……俺は全てを失った。もうダメだ……」

　アスピーテは毛布に手を伸ばそうとした。

「俺は自分が世界一だと思っていた……次期魔王は俺しかいない。それが当然。『世界ワールド』は最強……他者は全て下郎……それがこの有様だ……」

　アスピーテは自じ嘲ちよう的な笑みを浮かべると、毛布を再び被った。

「俺は……もう、終わりだ……」

　その姿を見ていると、俺は妙に腹が立ってきた。

　俺はもう一度毛布を摑むと、前よりも乱暴に剝はぎ取った。

「ふざけるな!!」

「な……っ!?」

　俺の剣けん幕まくに、アスピーテは目を白黒させている。

「俺はただの人間で、お前は魔族で貴族だろうが！　恵まれているくせに、一度くらいの挫ざ折せつで何拗すねていやがる!!」

　気力の萎なえたアスピーテの肩を摑んで、揺する。

「いいか？　アスピーテ！」

　どこか怯えた目をしたアスピーテを、正面から見据えた。

「お前の『世ワー界ルド・改リヴイ訂ジヨン』は凄い！」

「お……おぅ？」

　肩にかけた手に、自然と力がこもる。

　真剣なまなざしで、アスピーテを見つめる。瞳を通って、俺の心が届くようにと。

「今の俺には、どうしてもお前の力が必要なんだ！」

「必要……だと」

　アスピーテの顔が憎らしげに歪ゆがんだ。

「きっ！　貴様っ、何を──勝手なことを」

　死んだような瞳に、わずかだが光が宿る。

「俺はもう終わりだ！　貴様に終わらされたんだ!!　貴様のせいで──」

「まだ終わっちゃいない!!」

　俺はアスピーテの体を前後に揺すり、目を近付ける。

「え……」

「お前はまだここにいるじゃないか！　魔界へ送り返されちゃいない。まだ魔王大戦を続ける資格があるってことだ！」

　アスピーテは歯を食いしばった。ぎりっという音が微かすかに聞こえる。

「だ、だが……終わったも同然だ。人間如きに負けたんだぞ……もう、誰にも、どこへも顔向けなんか出来ないんだ……」

「俺は『悪魔デビル』の三みツつ石いしイビザを倒した。それでもか？」

「っ!?」

　アスピーテの目が点になった。口を開いたまま、俺を見つめる。

「き……貴様が、イビザを？」

「そうだ。イビザは魔界送りになった。正真正銘の退場だ。でもアスピーテ、お前はまだここにいる」

「俺は……まだ」

「あきらめるな!!」

　アスピーテの顔に、少しずつ生気が戻って来た。

「お前ほどの実力があれば再起できる」

　定まっていなかったアスピーテの視線がしっかりしたものへ、惚ほうけた表情は何ごとかを思案する顔へと変わってゆく。

「なぜ貴様に元気付けられなきゃならんのだ……」

　と、ぼそっとつぶやいた。

「差し出がましい上に、無礼だ」

　──あと一押し。

　俺は指先にもう一度力を込めた。

「お前に立ち直って欲しいからだ。元気付けられるのがウザかったら、もう一度立ち上がれ！　アスピーテ！」

　アスピーテは俺の手を払い、怒りを込めて怒鳴った。

「あぁあああっ！　うるさい!!　勝手なことを言うな！　何が立ち直れだ!!　貴様は俺を助けに来たんじゃなくて、自分の都合で来ただけだろうが!!」

　俺は一度、口を結んでから続けた。

「確かにお前の力を借りたくて来たのは、事実だ」

「見ろ。貴様などのために、なぜ俺が──」

「だがな！　お前がこんな形で引き籠こもっているのも、イヤだと思ってるのも事実だ!!」

「……」

　アスピーテは俺を睨にらむ。

　しかしその目から、憎しみや蔑さげすみをあまり感じない。

「いいか、アスピーテ。俺はお前に勝った。だけど、お前がこんな形で落ち込んでちゃ、勝っても素直に喜べない！　お互い悔いのない戦いをしたいんだ！」

「悔いのない、戦い、だと？」

　ぎりっとアスピーテの歯が鳴った。

「負けて悔いのない戦いなどあるか!!　勝つためなら、どんな手段を使おうが──」

「それでリゼル先輩を人質に取ったのか？」

「……く、それの……何が悪い」

「それがお前の敗因だからだ」

　ぎょっとしたようにアスピーテは俺を見つめた。

「な……に？」

「リゼル先輩を捕虜にしたことで、お前は油断した。それに、俺が人間だからと舐なめてかかった。もし、お前が着実に俺たちを追い詰め、自分の能力を最大限に使っていたら、俺たちは負けていたかも知れない」

「……確かに。リゼルを捕虜にしたせいで、貴様の力を引き出す役を負わされた……そうだ、あの女のせいで……くそっ!!」

「リゼル先輩を人質に取るなんてせこい手を使わなくたって、お前は凄すごい力を持ってるじゃないか！　そうだろ!?　アスピーテ!!」

　アスピーテは拳こぶしを握りしめた。

「……屈辱だ」

　聞き取れないくらいの声で、ぽつりとつぶやいた。

「負けた相手にこんな……屈辱の上塗りでしかない」

　アスピーテから、怨念のような魔力が放たれた。

「ま、待ってくれ！　俺は──」

「くそが!!」

　一声吼ほえると、アスピーテが立ち上がった──そして、

「ア……アスピーテ？」

　別に攻撃魔法を使うでもなく、ただ俺を見おろしていた。

「後悔するぞ。盛岡雄斗」

　他者を睥へい睨げいするようなまなざし。それはかつてのアスピーテを思わせる。

　しかし、その瞳には以前にない炎が灯ともっているように見えた。

「この俺に、今一度火を付けたのだからな」

　口元には微かな微笑み。その笑みにも、どこか前とは違う雰囲気があった。

　思わず、俺も頰がゆるんだ。

　すぐに立ち上がり、真っ直ぐにアスピーテの瞳を見つめた。

「それでこそ『世界ワールド』のアスピーテだ」

　ふん、とアスピーテは鼻で笑う。

「言ってみろ。この俺に頼みたいことがあるのだろう？　事と次第によっては聞いてやらんこともない」




　　　　◇　　　◇　　　◇




　れいなの核を交換する手術をどこで行うのが最も良いかは、リゼル先輩に調べてもらった。その時々で地面や空間を流れる魔力の流れに違いがあり、魔術が成功しやすい場所もあれば、その逆もあるからだ。

　その結果選ばれたのは──雅の屋敷だった。

　前にお邪魔したボロ屋ではなく、その隣の広い敷地を持つ立派な建物の方だ。

　その前庭に魔法陣が描かれ、中央に祭壇。そこにれいなが寝かされている。

　催眠の魔法で眠らせてあるので意識はない。体を覆う白い布の胸の辺りが、静かに上下している。

　そして祭壇の傍らに立つのは、俺とリゼル先輩。その向かい側に雅と、雅のお母さんである美み弥や子こさん。

　雅は引きつった顔を、自分の母親に向ける。

「あの……お母様？　協力して頂けるのは嬉うれしいのですが、そのお召し物は……」

　確かに俺も気になっていた。

　スケスケのランジェリーに、これまたスケスケのネグリジェ。見ないようにするのが大変だ。

「いえ、ユートさんがお見えになるというので……頑張っちゃおうかなって」

「理由がゼンゼンだよ！　ハリキリすぎだし！　ってゆーか、娘のボーイフレンドに手を出さないでよっ！」

「でも私、刺激的な格好の方が魔法がうまく出来るのだけど……」

　そのやり取りにリゼル先輩は、疲れたような溜ため息を吐く。

「雅、せっかくご協力頂くのだし、ここは美弥子様の意向を尊重しましょう」

　そう言われて、雅はしぶしぶながら承知した。

　次に、先輩は冷たい刃やいばのような視線を俺に突き付ける。

「──それと、ユートはあまり鼻の下を伸ばさないように」

「へっ!?」

　こっちに矛先が向いてしまった。

「い、いえ、俺は別に──」

　しどろもどろで言い訳を始めたところへ、

「おいっ！」

　れいなの頭の方に立つ男が、イライラした様子で怒鳴った。

「いつまでグダグダしてる。それと……何で俺が目隠しをされねばならんのだ？」

　黒いアイマスクをされたアスピーテが、俺に文句を言った。話しかける方向が微妙に違っていたが。

「その方が集中出来るからよ」

　俺の代わりに、リゼル先輩が返事をした。するとアスピーテは、ちっと舌打ちした。

「お前には訊きいてない」

　リゼル先輩は肩をすくめて、バトンを渡すように俺に視線を送る。

「アスピーテ、実は核を交換する関係で……れいなは素っ裸なんだ」

「……」

　忌々しそうに口元を歪めると、アスピーテはわざと大きな音で舌打ちをする。気のせいか、耳が少し赤いような？

「で!?　俺は『世ワー界ルド・改リヴイ訂ジヨン』で、ホムンクルスの構成魔術式が停止するように、世界のルールを書き換えればいいのだな!?」

「ああ頼む。その隙に、俺は『世界崩落ワールド・フオール』で、れいなの核だけを消滅させる。そしたら、リゼル先輩──」

「私が新しい核を埋め込むわ。その後は、再びユートの『結カツテ縁イング断・コネ裁クト』で、お母様との接続をお願い」

「はい！」

「アタシも頑張ってサポートするからねっ！　ここは夕ゆう顔がお瀬ぜ家の領地だし、血族魔法の『結カツテ縁イング断・コネ裁クト』もいいカンジでつながるよ！　きっと!!」

　ちなみに、母さんも呼んであるのだが、この場にはいない。

　近い場所にいてくれた方が、『結カツテ縁イング断・コネ裁クト』の接続がやり易い。それに雅の言うとおり、夕顔瀬家の土地が力を貸してくれそうな気がする。

　とは言え、儀式を直に見せるのはちょっと気が引けるので、屋敷の中で待機してもらっているのだ。

「みんな準備はいいわね？」

　リゼル先輩の声に、みんなうなずいた。それを見て、先輩は目隠しをしたアスピーテを促す。

「それじゃ、アスピーテ」

　しかし、アスピーテは腕を腰に当てたまま動かない。ややあって──、

「おい、盛岡雄斗」

「ん……な、何だ？」

　まさか、この期に及んで嫌だとか言い出すんじゃないだろうな？

「お前のところの女王クイーンが、何かほざいているようだが？」

　リゼル先輩は、おもいっきり面倒臭そうな顔で、俺に向かってうなずいた。

「あー……アスピーテ、頼む。これが出来るのは、世界でお前ただ一人だ」

　アイマスクで見えないが、アスピーテは得意満面の表情──のような気がした。

「ふふ、当然だ。こんなマネが出来るのは世界唯一！」

　手を構えると、空を斬るように真横へ払う。

「見るがいい！　この『世界ワールド』のアスピーテ、渾こん身しんの『世ワー界ルド・改リヴイ訂ジヨン』を!!」

　アスピーテを中心として、俺たちを取り囲むように魔法陣が浮かび上がった。この球体の内側は、外の世界とは異なる原理原則で動いている。

　それがアスピーテの『世ワー界ルド・改リヴイ訂ジヨン』──直径三メートルの異世界だ。

「いいぞ、盛岡雄斗。あまり長くは保もたんから、早くしろ」

「了解だ！　いくぞ、『恋人ラバーズ』!!」

　胸に下げた『恋人ラバーズ』のアルカナが光り輝く。

「『無インフ限イニツ寵ト・ラ愛バーズ』!!」

　俺の体の奥底から魔力が膨れあがってくる。全身を循環する魔力が、頭の処理能力を飛躍的に上昇させる。

　普通であれば組み上げることの出来ない魔術式を構築させる。

「『世界崩落ワールド・フオール』!!」

　俺は左腕の袖そでをまくり上げる。腕には、無数の魔術式がびっしり浮かんでいた。

　リゼル先輩と雅が、れいなに掛けられた白い布を取り除く。

　下から、一糸まとわぬれいなの姿が現れた。

　俺はれいなの胸に指先を当てる。そして、細心の注意を払い、ゆっくりと指先を滑らせる。すると、れいなの皮膚にぱっくりと切れ目が出来た。

　しかし、不思議なことに出血はない。

　リゼル先輩が手を伸ばし、その切断した皮膚を広げる。俺はそこから覗のぞく光景に、思わず声を上げた。

「これは……っ!?」

　中には肉や骨格の代わりに、魔術文字と、魔術図形がぎっしりと詰まっていた。

　リゼル先輩はその文字と図形をじっと見つめて、

「雅、美弥子さん。傷口を開いたままにして頂けますか？」

「う、うん。くぱってカンジだね!?」

「こう……かしら？」

　二人はおっかなびっくり、れいなの胸に出来た裂け目を広げた。

　その奥に、微かすかに赤く光る曇った石があった。

「ユート、次はいよいよ古い核の除去よ。それ以外は出来るだけ壊さないで」

　俺の喉のどが、ごくりと鳴った。

「……やります」

　そっと傷口に指先を入れる。

　魔術文字が肌に触れる感触があった。魔術式に物理的に触れるというのも、不思議な感覚だった。

　中指の先に固い感触。

　これが、核だ。

　俺は全神経を集中し、『世界崩落ワールド・フオール』を中指の先に集める。

　他の式を破壊せず、核だけを！

　パキンと指先で弾はじける感覚があった。同時に指先で触れている感触も消えていた。

　成功だ！

　俺の胸に安あん堵ど、そして次に喜びが湧き上がった。

「やりました！　核の除去に成功──」

　しかし指先を引き抜いて、血の気が引いた。

　核は消えているが、その周りの魔術式も欠損していた。

「そんな……」

　震える指先を、リゼル先輩が優しく包む。

「大丈夫。周辺の式なら、さっき覚えたわ。このくらいなら私が書き足せる」

「リゼル先輩……」

　先輩の手には、美しく輝くピンク色の宝石。れいなの新しい核となる石だ。

　その石を、そっとれいなの胸の中へ沈めてゆく。

「位置はここで……いいわね」

　先輩が手を放すと、新しい核がれいなの胸の中に浮いているのが見えた。リゼル先輩は大きく深呼吸をすると、改めて指の先を傷口に入れ、破損した魔術式の一部に触れる。

「後は、周囲の式と接続……」

　リゼル先輩の瞳ひとみが青く輝き、髪の毛が下から風を受けたように微かになびく。

　傷口の合間から、魔術式の文字が伸びて核に絡みつく様子が見えた。

　それを見て、雅が感嘆の溜ため息を漏らす。

「すご……」

　美弥子さんも、驚きを隠せなかった。

「よくこんなことが……さすがは、リゼル様」

　俺には先輩がやっていることの難易度が分からない。しかし、二人の反応を見る限り、相当に難しいことのようだ。

　それを顔色一つ変えずにやってのける先輩……あらためて凄すごい人なんだなと思う。

「これでいいわ。仕上げはユート……お願いね」

「は、はいっ！」

　雅から引き継いだ、夕顔瀬家の血族魔法『結カツテ縁イング断・コネ裁クト』を起動させようとしたとき、アスピーテが焦じれったそうな声を上げた。

「おい！　まだ終わらないのか!?　そろそろ限界だぞ！」

「え!?」

　俺は慌てて『結カツテ縁イング断・コネ裁クト』を起動し、赤い糸を核に結びつけるイメージを頭に作る。

「後もう少しだ！　頼む！」

「軽く言うな！　キツいんだからな!!　ああっ、くそ……もう」

　本当に苦しそうなアスピーテの声が聞こえる。

　しかし今は手元に集中──つっ!?

　突然鋭い頭痛が走った。

　頭が、体が熱い。

　畜生！　『無インフ限イニツ寵ト・ラ愛バーズ』を連続稼働し続けたせいか！

「く……核に結びつけた!!」

　次は母さんへ！

　しかし、視界が歪ゆがむ。激しい目まいも襲ってきた。

　回転する世界で、リゼル先輩の鋭い声が響く。

「雅、美弥子さん！　傷の縫合を！」

「は、はいっ!?」

「それくらいなら！」

　二人がれいなの傷口に手を当てているのが目の端に映った。手の平から金色の光が輝き、れいなの傷が塞ふさがってゆく。

　しかし相変わらず視界がぐるぐる回転している。

　あと少しなんだ！　母さんまで接続さえすれば……っ!!

　その瞬間に『無インフ限イニツ寵ト・ラ愛バーズ』の効果が切れた。

　体が傾き、倒れる──と思った時、

　後ろから誰かに抱きかかえられた。

「大丈夫よ、ユート。私が付いているわ」

「リゼル……先輩」

　背中に、リゼル先輩の優しく豊かな胸の感触が広がった。

　そしてその先から『無インフ限イニツ寵ト・ラ愛バーズ』の代わりに魔力が流れ込んでくる。

　再び、俺の意識がはっきりする。

　相変わらず目が回っているが、支えられたおかげで方向だけは分かる。

　俺は屋敷の、母さんがいる部屋の窓へ右手を伸ばす。

「行けぇええ!!」

　れいなの胸から伸びる赤い糸が、その窓へ向かって走る。

　俺はその場から動いていない。しかし、糸の先端に目が宿ったように見えている。

　窓を突き抜け、心配そうに立っている母さんの胸に飛び込んだ。

「いいぞ!!　アスピーテ!!」

「ぐおっ!!」

　俺が叫ぶと同時に、『世ワー界ルド・改リヴイ訂ジヨン』の魔法陣が砕け散り、アスピーテは後ろにぶっ倒れた。

「れいなっ!!」

　俺は横たわったままのれいなを、息を詰めて見つめた。
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　起きない。

　動かない。

　……駄目だったのか？

　そう思った瞬間、

　れいなの目が、ばちっと開いた。

「ひゃぁああああああっ!?」

　奇声を上げて飛び起きる。

「れ、れいな……？」

「あ、あわわ……び、びっくりしたですです」

　胸を押さえ、肩で息をしている。

「どうした!?　大丈夫なのか!?」

「は、はい。何だか急に目が覚めて、その……体の中に急に元気が飛びこんで来たというか……ママに大声で呼ばれたような気がして」

「そうか……」

　恐らくそれは母さんとの接続が上手うまくいった証拠だ。例によって、母さんの過剰な愛情がれいなに流れ込んでいる。

「れいな、具合はどうだ？」

「はい……何だか気分がやけにいいですです！」

　晴れやかな表情から、それが強がりでないことが分かる。

「あの……れいな、もしかして……治ったのですか？」

「ああ！　これでもう大丈夫だ。れいなの核は新しいものになったんだ！　もう心配いらないんだ!!」

「そ、それって、それって……本当に、もう……」

　れいなの瞳に涙があふれる。

　そして──、

「おにいちゃぁああああああああああああああああんんっ！」

　祭壇の上から俺の首に飛びついた。

「れいな……良かった。本当に……」

　俺はれいなの体を抱きしめる。その肌は温かく、体は柔らかい。とても魔術式で出来ているとは思えない、生命力に満ちあふれる脈動が俺の手に伝わってくる。

「お兄ちゃんっ、お兄ちゃんっ！　うぁあああああああああんんっ」

　幼いゆえの、すべすべで触り心地の良い肌……体温の高い体……細く折れそうな肢体……うむ、ヤバい。

「そ、それはそうと……れいな？　そろそろ、服を……」

「ふぇ？」

　れいなは自分の体を見おろした。

　白く穢けがれのない肌。ふくらみかけの胸に、桜色の乳首。ほっそりした腰から、その下のつるりとした丘──たちまち顔が真っ赤に染まり、あわあわと口を震わせた。

「きゃぁあああああああああぅっ!!」

　体を隠すように抱きしめ、その場にしゃがみ込む。

　するとリゼル先輩が、儀式の前にれいなにかけていた白い布を、肩からかけてやる。

「雅、れいなを屋敷の中へ連れて行ってあげて」

「うん！　親子の対面だね！」

　れいなを連れてゆく雅と美弥子さんを見送り、リゼル先輩は俺を見つめる。

「ご苦労様。ユート」

　リゼル先輩が俺の顔に唇を寄せる。

「え？」

　ほっぺたに、唇の柔らかい感触。

「せ、先輩……」

　ちゅっと音を立てて、唇が離れる。

「完かん璧ぺきに満点。特別のごほうび♥」

　半ば呆ぼう然ぜんとして、俺は先輩の唇が触れたほっぺたに触れる。

「あ……ありがとう、ございます」

　幸せに浸っていると、冷めた声が芝生の上から聞こえた。

「おい」

　……あ！

「アスピーテ！　大丈夫か!?」

「……今さらかよ」

　むくりと起き上がると、アスピーテはアイマスクを放り投げた。

「『世ワー界ルド・改リヴイ訂ジヨン』を使いすぎて動けなかっただけだ。もう問題ない」

「そうか……良かった」

　アスピーテは立ち上がると、ふんと鼻を鳴らした。

「果たしてそうかな？　貴様はとんでもない過ちを犯したのかも知れんぞ」

「なに？」

「『世ワー界ルド・改リヴイ訂ジヨン』は以前よりも強くなった。挫ざ折せつを乗り越えたことで、この俺はより強くなった。以前よりもずっとな」

　確かにそれは脅威かも知れない。

　だが、それでも──、

「そのおかげで、れいなが助かったんだ。後悔なんてするはずないだろ」

　アスピーテはもう一度ふんと鼻を鳴らすと、門へ向かって歩き出す。その後ろ姿に、リゼル先輩が声をかけた。

「感謝するわ、アスピーテ」

　その声にアスピーテは足を止めると、振り向かずに答えた。

「……貴様ら、『塔タワー』と交戦中なのか？」

『塔タワー』？

「ああ……高たか崩くずれマリオスなら、前に一度襲撃された。何でも同盟を作るとか言って誘われたんだが、結局襲われて……わけが分からなかったよ」

「最近の情報を集めたが……マリオスはカードをあらかた失ったそうだ。残りは二枚という話だが……お前がやったんじゃないのか？」

　なに？

「俺じゃないぞ。マリオスに一体何があったんだ？」

「それは俺も知らん。だが、貴様らにご執心のようだ。一言忠告しておくが」

　アスピーテは肩越しに振り向くと、俺の目を見つめた。

「──殺やられる前に、殺れ」

　そう言い残し、アスピーテは去って行った。

　俺とリゼル先輩は自然と顔を見合わせた。

「先輩……マリオスに何があったんでしょうか？」

「分からないわ。でも、ユートに執着しているのは確かなようね」

「迎え撃つ準備をした方がいいですね……」

「そうね……それも、急いだ方がいいわ」

　リゼル先輩の瞳ひとみが強く輝いた。

「マリオスの固有魔法は侮れない。せっかく助かったれいな……いいえ、れいなに限らず私たちの大切なものを壊すなんて、許せないわ。マリオスが模型を作り終える前に、叩たたいた方がいいわね」

「リゼル先輩……ありがとうございます」

「別に、お礼を言われるようなことじゃないわ」

「それでも、嬉しかったんです。俺たちみんなのことを大事にしてくれて」

　リゼル先輩は少しはにかんで、手を左右に振った。

「もう……だから、いいったら」

「先輩は、やっぱり他の魔族とは違いますね」

「え？」

　きょとんとした顔で俺を見つめた。

「何だか、自分の事よりも俺たちのことを思ってくれてるみたいで……れいなは他の魔族と違うと言ってましたけど、先輩だって特別な感じがします」

「──……」

　先輩は困ったように微笑んだ。

「そんなことはないわ。私だって、自分の事が一番よ」

「ってことは、先輩の器がそれだけでかいってことですかね。自分の事を最優先に考えても、それだけ余力があるっていう」

「もう……おだてても、ごほうびのおかわりはないんだから♥」

　少し照れたような顔をすると、リゼル先輩は屋敷の方へ向かって歩き出す。

「それよりも急ぐわよ。一度パレスへ戻って準備をするわ」

「え？　何の……ですか？」

　リゼル先輩は、可愛らしく片目をつぶった。

「殴り込みよ」




　　　　◇　　　◇　　　◇




　マリオスは学内のパレスはほとんど使用せず、学外の自前のマンションを要よう塞さいとしている──その情報は、リゼル先輩が事前に摑つかんでいた。

　五十階建てのタワーマンション。その最上階のペントハウスがマリオスの工房である。

　専用のエレベーターに、俺とリゼル先輩、雅、そしてれいなが乗り込む。

　どんどん数字が上がってゆく階数表示を見つめ、リゼル先輩が敵の状況について最終確認をする。

「情報によると、一時停止した階ではカードが待ち構えているわ。所有する能力は、模型を現実化させる力よ」

　学園の屋上で襲われたときに見た能力だ。手て強ごわい上に、一匹一匹に個別の特徴があるので厄介だ。

「アスピーテは、カードの残りは二枚って言ってましたね」

「ええ。でも狙いはマリオス。反撃する間を与えず、一気に行くわ」

　そうだ。奴はフィギュアを現実にするだけでなく、フィギュアを破壊することで相手の一番大事なものを壊す力を持っている。

「けれど、今までマリオスの固有魔法で倒された魔王候補はいないわ。つまり、その能力には制限がある。恐らくは、相手と対面するか、会話をするか、先日ユートが襲われたときにされたことに条件が含まれているはず」

「何らかの方法で標的をロックオンする必要があるってことですね？」

「ええ。だから私たちが取る手段は一つ──速攻よ。マリオスに模型を破壊させる間を、与えない」

　学園のときは、各カードが一匹ずつしか出していなかったが、もし数の制限がなかったら？　カードには無理でも、マリオスには可能ということも考えられる。

　もし大量に待ち構えていたら……速攻で倒すのは至難の業だ。

　四十階でエレベーターが停止した。

「っしゃ！　ここはアタシに任せて先に行って!!」

　雅は意気揚々とエレベーターを降りる。

「えへへ、このセリフ一度言ってみたかったんだよねー」

　と言う雅に、リゼル先輩はあっさりと答える。

「最初からそのつもりよ。マリオスに逃げる隙を与えないためにね」

「えー!?　そこはもうちょっと、こう……なんかさー」

　不満そうな雅に、応援するように声をかける。

「雅、油断するなよ！」

「ご、ご武運をお祈りするですです！」

　にっこり笑ってダブルピースをする雅が、扉の向こうに消えた。再びエレベーターは動き出し、次は四十五階で止まった。

「ここが恐らくエースの階。私が行くわ」

　リゼル先輩がエレベーターを降りる。

「先輩、やっぱり各個撃破で──」

　そう言いかけた俺を、先輩はいつも通りの笑顔でさえぎった。

「私のことは心配いらないわ。それよりも……れいな、マリオスを倒せるかどうかは、あなたにかかっているわ」

　れいながびくっと背筋を伸ばす。

「恐らくマリオスは待ち伏せしている。だから、打ち合わせ通りに……頑張ってね」

「は、はははいっ！　みなさんに救って頂いた命。存分に働いてみせますです!!」

　ふっと笑みを漏らす先輩が、扉の向こうに消える。

　そしてエレベーターが上昇を始める。

　次が最上階。すなわち、マリオスが待ち構えている。

「れいな」

「はい」

　肩掛けの紐ひもを解き、れいなは背中の刀を下ろす。そして鞘さやから刀を抜いた。

　階数の表示が、四十六階から四十七階へ。

　れいなは腰を落とし、刀を構える。

　顔は正面、扉の合わせ目をじっと見つめる。

「れいな、落ち着いて行け。何があっても、俺がフォローする」

「ありがとうございます、お兄ちゃん……でも、れいなは……れいなは今、何でも出来そうな気がします」

　れいなの表情に緊張はない。

　これから生死をかけた戦いに臨むとは思えない、リラックスした雰囲気、そして穏やかな微笑みをたたえていた。

「れいなは、世界一幸せですです。先輩方に助けてもらいました。お兄ちゃんと、パパと、そしてママから、いっぱい愛情をもらいました」

　四十八階から四十九階。

「今度はれいながみんなを幸せにしたい。みんなが幸せになると、れいなも幸せになります。そう思うと、無限に力が湧いてくるんです」

　五十階。

「何だか、今やっと『恋人ラバーズ』の騎士ナイトになれた気がします、です」

　本当に幸せそうな横顔だった。

「……母さんがご馳ち走そうを作って待ってるからな。さっさと片付けて、一緒に帰ろう」

「はいですっ！」

　れいなの前傾姿勢が深くなる。両脚に力を込めているのが分かる。

　弓を思いっきり引き絞っているような、緊迫感がれいなに満ちる。

　渾こん身しんの力を溜ため、撃ち出される瞬間を待っている。

　扉が開く。

　その隙間から、無数の怪物の姿が見えた。

　二足歩行の爬は虫ちゆう類るい、半人半獣の怪物、それに触手を持つ軟体動物など、現実には存在し得ない不気味な怪物がひしめいている。

　わずかな隙間から覗のぞいただけで、部屋を埋め尽くすほどの数がいることが察せられた。

　──何て数を用意しやがったんだ!!

　怪物どもの隙間から、マリオスの姿が見えた。

　廊下の先、部屋の一番奥、そこで両手を振り上げている姿が。

　その手には、二つのフィギュア。

「バカが！　来るのは分かってんだよっ!!」

　マリオスは両手を振り下ろす。

「てめーら二人で二体！　眷けん属ぞくの方で魔王候補が死ぬのは確実！　魔王候補の分で誰が壊れるかは知らねえけどなぁあああ!!」

　扉が開き、

　人一人が辛うじて通り抜けられる隙間が──出来た。

「れいなっ!!」

　エレベーターの床が砕けた。

　れいなが床を蹴けって飛び出した。

　エレベーターのすぐ前にいた怪物どもが、一斉に吹き飛ぶ。

「……っ!?」

　駆け出したれいなが、斬り倒していた。

　れいなの持つ、己の身長よりも長い刀。

　それが一瞬で怪物三体を血祭りに上げる。

　矢が放たれたが如く、れいなが走る。

　次の怪物が四散した。

　斬った怪物が、元の人形に戻る間もなく、次の怪物を倒す。

　れいなは全速力で駆けた。

　大理石の廊下が砕けて破片が宙に舞う。

　マリオスの手から離れた人形が、回転しながら落ちてゆく。

　その前に立ちふさがる怪物を、れいなの剣がなぎ倒す。

　一いつ閃せんすると数体の怪物がはじけ飛ぶ。

　れいなが目指すのは、ただ一点。

　マリオスの持つ人形のみ。

　エレベーターからその一直線を、れいなが疾風の如く駆け抜ける。

　長い剣が風のように、光のように走る。

　それはまるで光の乱舞。

　一瞬で、化物共の五体がバラバラになる。

　床を砕く音。

　敵を斬り倒す音。

　それらがほぼ同時に鳴り、凄すさまじい爆発音となって轟とどろく。

　マリオスが投げた人形が、床に近付く。

　れいなは日本刀を投げ捨てた。

　頭から飛び込む。

　両手を広げた。

　左右の手が、それぞれ人形に伸びる。

　人形が床に触れるまで、あと少し。

　その隙間に、小さな手が滑り込み、

　二つの人形を手で摑んだ。

　胸に抱きかかえて滑ってゆく。

「なっ!?」

　マリオスは凄まじいスピードで飛びこんで来たれいなに驚き、横に飛び退いた。

　しかし次の瞬間、投げ捨てた人形がれいなの手に納まっているのを見つけると、

「ってめぇええええ!!」

　マリオスがフィギュアに指示するように、れいなを指さした。

　れいなはエレベーターから出て、真っ直ぐにマリオスに突っ込んだ。

　その線上にある敵はすべて斬り殺している。

　逆に言えば、その線上にいない敵はまだ存在している。

　残っているフィギュアの怪物たちが、れいなに殺到した。

「させるかぁあああああああああ!!」

　俺は部屋に飛び込み、両手を前に突き出す。

　手の先から展開した魔法陣から、炎の塊が発射された。

「『獄魔炎フアイザード』!!」

　れいなに襲いかかる怪物の上半身がはじけ飛んだ。

　──まだまだ!!

　俺の！

　妹に！

「手出しはさせねぇええええええええ!!」

　──『無インフ限イニツ寵ト・ラ愛バーズ』!!

　その瞬間、『獄魔炎フアイザード』の魔法陣が輝きを増した。

　普通ならば発射の後、勢いが衰え炎が消えてゆく。

　しかし、

『無インフ限イニツ寵ト・ラ愛バーズ』が『獄魔炎フアイザード』の魔法陣に強制的に魔力を送り込んだ。

　地獄の炎はさらに勢いを増す。

　炎はマンションの壁も貫き、壁に大きな穴を穿うがつ。

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

　俺は魔法陣を手で持つようにして、両手を左右に開いた。

　倒れたれいなの上をかすめ、炎が部屋の中を一閃する。

　その炎は、残った怪物共をなぎ払った。

　都合の良いことに、どの化物も身長が高い。

『獄魔炎フアイザード』の炎は怪物たちの上半身を燃やし、一瞬で灰にした。

　炎が部屋を一周すると、炎が消えた。

　残ったのは様々な種類の化物の下半身のみという、不気味なオブジェ。
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　しかしそれも、すぐに元の姿へと戻る。

　それは断面の溶けた、半分だけのフィギュアの残がいでしかない。

　息を吞のむような見事な模型が、今では見る影もなかった。

「く……くそ」

　マリオスは咄とつ嗟さに床に伏せて、炎を避よけていた。

「どうした？　もう、弾切れか？」

　俺はマリオスに向かって、片手を伸ばす。

　油断はしない。

　まだ何か隠し持っている恐れもある。俺は『魔炎焦土フアイドゼノン』の魔法式を組み立てながら、マリオスを睨にらみ付けた。

　マリオスは焦ったように立ち上がると、血走った目で部屋の惨状を見回した。

　焼け焦げて穴の開いた壁。壁面の棚も全て破壊され、飾ってあったフィギュアやプラモデルなどの模型が、全て粉々になって床に散らばっていた。

「くそ、くそ、くそ……何で、こんなことに……っ!?」

　溶け落ちた壁から夜風が吹き込み、マリオスの髪をなびかせた。

　マリオスは頭を搔かきむしり、床を足で踏みならした。

「うがぁあああああああああああああああああああああああああっ!!」

「勝負あったな、マリオス」

　そのとき、玄関からリゼル先輩と雅の声がした。

「ユート！　れいな！　無事？」

「『恋人ラバーズ』がドドドって到着だよーっ!!」

　二人が部屋に飛びこんで来る。

「切り札のフィギュアは、れいなが確保しました。あとはマリオス本人を倒すだけです」

　俺がそう言うと、リゼル先輩と雅が前に出て、マリオスに対たい峙じする。

　俺はようやく、倒れたままのれいなを見おろした。

　滑り込んだ姿勢のまま寝っ転がっていたれいなは、俺と目が合うと会心の微笑みを返した。

　その胸には、大事そうに抱える二つの人形。一つは翼の生えた女の悪魔。もう一つは鎧よろいを着た男の騎士。

　手を伸ばすと、れいなは抱えていた人形を差し出した。

　俺は二つの人形を受け取ると、改めてじっくりと眺める。

　正直言って、見事な出来映えだった。

　俺が人形を眺めているのを見て、マリオスがつばを飛ばしながら叫んだ。

「く……て、てめーら!?　俺の最高傑作をっ……どうする気だ!?」

「これは俺たちが預かる」

「……な」

　マリオスの顔色が、真っ赤を通り越して蒼そう白はくになった。

「ふっ、ふざけんなぁあああっ!!　それは、それは！　俺が……」

　突然、マリオスの顔が惚ほうけたようなものに変わった。

「……マリオス？」

　一体、どうした？

　まさか、何か逆転の手段を残しているのか？

　俺は気を引き締め、再びマリオスを警戒した。れいなも飛び起きると、さっき床に投げた剣を拾い、構える。

「な、何だ……この、屈辱は、この悔しさは……」

　マリオスはぶつぶつと、うわごとのように何かをつぶやいている。

「そうか……大切なものを壊すより……他人に奪われる方が何倍もツライ……苦しい。腸はらわたが煮え繰りかえる。そうか！　そうだったのか!!」

　良く分からないが、何かに陶酔している。

　何なんだ、こいつは？

「くははははは！　すげえ、死にたくなる!!　全てをぶっ壊したくなる!!　破滅だ！　破滅へ向かってまっしぐらに駆け出してえ!!」

　泣いている。しかし、悲しんでいるのか、喜んでいるのか分からない。マリオスは滔とう々とうと語り続け、そして──、

「寝取られるって最高!!」

　ギラギラと輝く目を俺に向けた。

　仕掛けてくるか？

　と思い、身構えた瞬間──、

「あっ!?」

　マリオスは俺の『獄魔炎フアイザード』で開いた穴から、夜空へ飛び出した。

　飛び降り自殺!?

　俺たちは慌てて壁の穴に駆け寄った。

「あれは！」

　翼の生えた爬は虫ちゆう類るい。ドラゴンのような生き物の背に乗るマリオスが見えた。

　そのドラゴンは大きな翼を広げ、夜空を羽ばたき飛び去ってゆく。

　恐らくあれもマリオスが作った模型だろう。

「逃げる手段を残していたのか……くそ！　ここまで追い詰めておきながら！」

「ユート」

　リゼル先輩は慰めるように、俺の肩に手を置いた。

「マリオスの活動拠点を潰つぶしたことは成果よ。それにカードも全滅。追い込むのはわけないわ。それに、思わぬ戦利品も手に入ったみたいだし」

　と、俺が抱える人形に視線を落とした。

　先輩にマリオスの作った人形を渡すと、しげしげと眺めた。

「パレスのインテリアにいいかしら……？」

「いーね！　なんかサブカルっぽくてクールじゃん。れいな、いい獲物をゲットしたね！」

「えへへ……皆さんのおかげですです」

　そして、れいなは俺を見上げた。

　その目は、採点をドキドキしながら待つ子供のようだ。

「良くやったな」

　頭を撫なでてやると、れいなは気持ちよさそうに目を細めた。

「れいなは、自慢の妹だよ」

「お兄ちゃん……」

　れいなの瞳ひとみから涙が一筋こぼれた。

　しかし、それは喜びの涙。

　れいなは、幸せいっぱいの笑顔で応こたえる。

「お兄ちゃん……れいなは、世界一幸せな妹です……です！」
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　マリオスを乗せたドラゴンは徐々に高度を下げると、森に着地した。

「ったく……クソが！」

　毒づきながら背中から降りると、ドラゴンはただの人形へと姿を変えた。

　ここは銀ぎん星せい学園の敷地である。

　普段はタワーマンションを拠点にしているが、学園にもちゃんとパレスがある。そこで態勢を整え直そうとマリオスは考えていた。

　人生最高傑作の二つが奪われた。それも人間如きに。

　その事実を、反はん芻すうするように心の中で繰り返す。

　その度に、耐えがたい屈辱と快感に苛さいなまれる。

「ふ、ふふ……」

　大事なモノを他人に奪われるのが、これほどの高揚をもたらすとは知らなかった。せっかく知った快楽なのだ。何度も味わいたい。

　パレスは長らく使っていない。しかし、最低限の工具や材料は置いてある。

　次期魔王になるのは難しいが、今はそれより目先の快楽だ。そのためには、まず模型を作らないと。わくわくした気持ちを抱いて歩き出したとき──、

「マリオス。迎えに来たよ」

「……ロスト」

　暗い森の中に、浄土ヶ浜ロストの姿が浮かび上がった。

「てめー……どうして、ここに」

　しかしロストは微笑むだけで、その質問には答えなかった。

「あのタワーマンションは危ないよ。塔のような建物に住みたいのは分かるけど、もっと別の場所がいい。僕が新しい隠れ家を用意してあげるよ」

　──もう、こいつの口車には乗らねー。

　マリオスは冷ややかな目で、ロストを見つめた。

「おめー、この学園の生徒じゃねーだろ」

「……どうしたんだい？　急に」

　ロストは不思議そうに首を傾げた。

「俺もおめーのことを調べた。入学前に停学とかぬかしてたが、ありゃホラだ。そうだろ？」

「……」

「だが素性がわからねー。この学園の生徒じゃねーし、貴族でもねー。とすると、おめーは何モンなんだ？」

「やれやれ、まいったな」

　ロストは降参したように両手を上げた。

「キミがそんなに詮せん索さく好きだとは思わなかったよ」

「あん？　てめーこそ俺を駒のように扱いやがって。てめーの思い通りには──」

　マリオスの背筋が、ぞくりと冷えた。

　何だ？

　ロストの雰囲気が、ガラリと変わった。

　そこに人の良さそうな微笑みはない。

　表情はなく、目もまるで死体のようだ。

　生気のない、枯れ果てた声がつぶやく。

「……『夢望無残ドリーミング』」

　殺気。

　いや、もっと禍まが々まがしい気配が、汚染された空気のように流れ出す。

　ロストの姿がぼんやりとして、形が分からなくなる。

　一体、こいつは何なんだ？

　黒い霧──いや、もっと濃密な黒。

　そうだ、沼だ。

　この世界に存在する資格を奪い、魔界へ送り返され封印される。

　絶望と死を視覚化したような存在そのもの。

　こいつ自身が、まるで底なしの黒い沼のようだ。

　その圧倒的な闇が迫ってくる。

「うっ！　うあ、うあわぁああああああああああああああああああああ!?」

　喉のどからほとばしる声が闇に飲まれる。

　圧倒的な闇の中で、マリオスは囁ささやくような声を聞いた。




　──『生命打切ハツピーエンド』




　その瞬間、マリオスの存在は消えた。
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　マリオスを取り逃がした翌日、岩がん洞どう校長から『塔タワー』の高たか崩くずれマリオスが魔王大戦から脱落したとの通達があった。

　明確に自分を狙っている相手がリタイアしたのだから、良い知らせと言えるだろう。しかし、誰が倒したのか分からない。得体の知れない不気味さも感じていた。

　それはともかく、今日は日曜日。

「わぁ～こんな大おっきいデパート、初めてですです！」

　郊外まで足を延ばし、大型ショッピングセンターとアウトレットが一緒になった商業施設へ買い物に来ている。

　れいなが目を輝かせ、その大きさに驚いていた。とてもご機嫌で、今にも踊り出しそうなくらいだ。

　延期になっていたお買い物＆お出かけが、やっと実現した。

「よーしっ！　今日は色々買っちゃうわよーっ！」

　母さんの号令に合わせて、「おーっ」と拳こぶしを突き上げる盛もり岡おか一家。

　大きな家具は配送を頼み、食器や洋服などは持って帰ることにする。

「それじゃ、まずは大物からいくか！」

「そうね、荷物持って歩き回るのは嫌だしね」

　家具売り場で、勉強机、ベッド、収納家具を選ぶところから始めた。

　いざ買おうとすると、れいなはしきりに遠慮するのだが、ないと困るのでいちいち説得して購入を決めてゆく。

　むしろ、父さんと母さんがナチュラルハイ。買い物でストレス解消をしているのでは、と思わなくもない。

　午前中はあっという間に過ぎ、フードコートで一緒に昼食を食べたら後半戦。

「それじゃ、これから洋服と下着見てくるから、一いつ旦たん分かれましょ」

　との母さんのお達しがあり、一時間ほど自由行動となった。

「じゃ、父さんは本屋を見てくる。雄ゆう斗とは？」

　ふと、ＣＭで見たワイヤレスヘッドホンを思い出し、実物が見たくなった。

　というわけで、父さんとも別行動になり、俺は電器屋へ向かった。

　目的のものはすぐに見つかり、幸い試聴用のサンプルもあった。

　ノイズキャンセリング機能も付いているので、うるさいショッピングセンターの中でも良く聞こえる。電車の中とかでも良さそうだな、と思った時──、




『警告。危険が近付いています。速やかな撤退を推奨』




　アルカナ？

　俺はヘッドホンを外した。

　気のせいか？

　いや、確かに聞こえた。

　ノイズキャンセリングでも聞こえたとなると、アルカナの声で間違いない。

　まさか視聴の曲にそんな音声が入っているはずはないし。

　とすると……このショッピングセンターに敵が!?

「やあ、盛岡雄斗くん」

「!?」

　隣で試聴している男が、話しかけてきた。

　そいつはヘッドホンを外すと、見本の棚に戻す。

　歳は同じくらい。髪は赤く派手だが、人の良さそうな顔をしている。

「えっと……」

　誰だっけ？　学園では見たことがない。もしかしたら前の学校の生徒か？

　俺の表情を読んだのか、そいつは微笑むと手を左右に振った。

「ああ、初対面だからね。知らなくて当然だよ」

「え？　それじゃ」

『警告。危険です。速やかな撤退を推奨』

　再びアルカナから警告される。

　まさか……こいつが？

　ぱっと見は、普通の少年に見える。

　穏やかそうで、人当たりも良さそうな笑顔。

　しかし、

　俺は全身に緊張を走らせ、そいつと向かい合った。

「お前も魔王学園──銀ぎん星せい学園の生徒なのか？」

　そいつは首を横に振る。

「いいや、違うよ」

　え？

　とすると──、

　アルカナが警告しているのは、こいつじゃないってことだ。

「あー……えっと、すまない。ちょっとヤバいことになりそうなんで、俺はこれで」

　軽く手を挙げて、背を向ける。

　ここにいると、大勢の人を巻き込む可能性がある。

　父さんと母さんだっているんだ。すぐにリゼル先輩に連絡をしないと。

　俺はスマホを取り出し、アドレス帳を開こうとした。

「つれないなあ、『恋人ラバーズ』の魔王候補、ユートくん」

　──。

　立ち止まって、そいつを振り向いた。

「……お前、魔王候補なのか？」

「そうだよ」

　しかし、魔王候補は魔王学園の生徒から選ばれるはず。

　こいつは、本当に魔王候補なのか？

「それじゃ……お前は一体、何のアルカナなんだ？」

　そう訊きくと、そいつはポケットから一枚のカードを取り出した。

　鎌を持った骸がい骨こつ。

「『死神デス』」

　ぞくっと全身に寒気が走る。

　こいつが『死神デス』の魔王候補。

　この人の良さそうな奴が。

「僕の名前は、浄じよう土どヶが浜はまロスト。よろしく」

「……俺に、用か？」

　ロストはにこやかに答える。

「うん。キミが敵対していた『塔タワー』のマリオスだけどね、殺したのは僕だよ」

「……お前が？」

「お近づきの印にね。キミにしつこく絡んで、迷惑してたでしょ？」

　本当だろうか？

　こいつの目的は、一体何だ？

　普通に考えて、他の魔王候補を倒すこと。すなわち俺を殺すことのはずだ。

　油断するな。

　もう、戦いは始まっている。

　体の中で魔術式を構築し始めた時──、

「僕が真の意味で仲間だと思えるのは、キミだけだ」

　──なに？

　咄とつ嗟さには、意味が分からなかった。

　こいつ……何を言い出すんだ？

　一瞬遅れて、ルキやマリオスが言っていたことを思い出す。

「そうか……お前も同盟とやらの一員なのか」

　ロストは肩をすくめた。

「違うよ。キミと僕は、あんな同盟とは違う」

「……」

　余計に分からなくなった。

　こいつは同盟とは無関係なのか？

「じゃあ仲間ってのは、どういう意味なんだ」

「それはね」

　浄土ヶ浜ロストは、嬉うれしそうに微笑んだ。







「キミと僕は、魔王学園の反逆者だからさ」
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あとがき






　みなさん元気ですか!?　久く慈じマサムネです！　『魔王学園の反逆者』第三巻をお買い上げ頂き、誠にありがとうございます！

　世間は未み曾ぞ有うの新型コロナウイルス騒ぎで大変です（令和二年四月現在）。この本が発売になる六月はどうなっているか、まったく予想が出来ないのですが、現在はみなさん外出を控えたり、本屋も閉まっていたりと、三巻が果たして書店に並べられるのか、買ってもらえるのかと不安です。しかし、この文章が読まれているということは、少なくともあなたの手には渡っているということですね！　嬉うれしく思います!!

　この三巻では話が一気に動きます！　恐るべき魔王候補『死神デス』の登場です。そして他の魔王候補『運ホイー命ル・オブの・フオ輪ーチユン』『塔タワー』『力ストレングス』『月ムーン』『太陽サン』が次々に登場！

　表向きは同盟を気取っていますが、そこは魔族同士。緊張感のある危うい同盟です。

　特徴ある固有魔法とアクの強い性格（笑）、そして裏切りなど、彼らの活躍もぜひお楽しみください！

　今回は『塔タワー』の高たか崩くずれマリオスがメインの敵となってユートたちに襲いかかります。性格や性癖がかなりアレなマリオスですが、ｋａｋａｏ神のキャラデザが秀逸すぎて感激しました！　イラストではちゃんとお見せ出来なかったのが悔やまれます。ですので、出来たらツイッターなどで公開したいな、と思ってます。

　いやーでも、新キャラはりんねも可愛かわいいし、ロストもカッコいいし、デザインが本当に素晴らしいですね！

　そしてイラストの美しさ＆エロカワイさ＆カッコ良さ!!　眼福です!!

　あ、あと今回はステラの初バトルも乞こうご期待！　着替え＆シャワーシーンもね！

　どうぞ最後のページまで、くれぐれも油断されませんように。

　それと！　月刊ドラゴンエイジでコミカライズ連載中です!!　溝みぞ口ぐちぜらちん先生が王道少年マンガのノリで描かれていて、マジで面白いのでぜひご覧下さい。無論Ｈなシーンのクオリティは言うまでもありませんね！

　それでは謝辞を。今回も最高に最高ですｋａｋａｏ先生!!　編集ナカダさん。その他出版に関わって頂いた多くの方々。そしていつも応援してくれている読者のみなさん。本当にありがとうございます！

　それでは第四巻でも、最強を蹴け散ちらせ!!


久慈マサムネ
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魔ま王おう学がく園えんの反はん逆ぎやく者しや３




～人じん類るい初はつの魔ま王おう候こう補ほ、眷けん属ぞく少しよう女じよと王おう座ざを目め指ざして成なり上あがる～
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